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　雪は回かい廊ろうに吹ふきこみ、足あし下もとを濡ぬらしていた。激しい雪に周囲が閉とざされる錯さつ覚かくに陥おちいりながら、食しき学がく博士周しゆう朱しゆ西せいは戸と惑まどう。

（理り美みを手に入れられると？　どうやって？　しかもそれが正当な権利？）

　崑こん国こく一の博士と誉ほまれ高い彼ではあったが、目の前の老人が発した言葉の意味が理解できなかった。

　理美が可愛かわいくてどうしようもない。そんな人を諦あきらめようと決意し、最後の触ふれあいを終えたのはついさっき。しかし容易に終わりを受け入れようとしない己おのれの心。

　そこへ告げられた一言に気持ちを乱され、いつもほど思考が冴さえない。

「それは、どういうことでしょうか鳳ほう公こう」

　白はく髯ぜんをたくわえた鳳寧ねい孫そんは、慈いつくしむように朱西を見つめている。寧孫は龍りゆう家と並ぶ王族である鳳家の当主。かつての礼れい部ぶ尚しよう書しよであり、今もなおその目は鋭するどく、老いの衰おとろえとは無む縁えん。その老人が発した言葉に根こん拠きよがないとは思えない。

　寧孫の態度や口ぶりから察するに、朱西を探していたのだろう。しかしなぜ面識のない朱西を探していたのか、そしてなぜ理美のことまで知っているのか。

（鳳家は今きん上じよう陛下の治世に不満を抱いだいて当然の立場。その当主が陛下の侍じ中ちゆうである俺に接せつ触しよくするからには、なにか目的があるはずだ。まともに聞いてはならない）

　警けい戒かいし身構えるのと同時に、彼が発した言葉があまりにも魅み力りよく的で胸が騒さわぐ。

「聞きたいか？　朱西」

　その声は、朱西をそそのかす魔ま物ものの囁ささやき。一いつ瞬しゆんの迷いのあとに、微かすかに頷うなずいてしまっていた。「なぜ頷く」と理性が叱しつ責せきするが、朱西は己に言い訳した。

（まずは鳳公の目的を知ることが必要だ。そのために……）

　寧孫は一歩近づき、朱西の手をとる。乾かわいた皮ひ膚ふが朱西の手を包む。

「朱西、そなたは」

　そのとき回廊の向こうから、賑にぎやかな話し声が近づいてきた。官かん吏りの一団がこちらへ来るのを見て、寧孫は眉まゆをひそめた。

「ここでは詳くわしい話はできぬ。使いをやる。別の場所で、ゆっくりと話を聞かせよう」

　手を離はなすと、寧孫は朱西に背を見せ歩き出す。正面から来た官吏の一団が、歩み過ぎる寧孫に道をあけ礼をとる。ぼうっとしていた朱西も我に返り、礼をとって寧孫を見送った。

　するとふいに、寧孫の乾ききった樹皮のような手の感かん触しよくがよみがえり、ぞっとした。

　寧孫の語るなにかは、けして聞いてはならないことだろう予感がする。それなのに「聞きたいか」と問われて頷いた自分に、今さら恐きよう怖ふを覚えたのだ。

（俺は、鳳公の言葉を聞いてはならないはず。それなのに）







　それから幾いく日にちも過ぎ、冬が終わり宮城の雪は解けはじめる。

　凍こおった柱が暖かさにゆるみ壮そう麗れいな宮きゆう殿でんが微かに軋きしむように、運命が動く。

　崑こん暦れき百十三年の初春。
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　崑国皇こう帝ていが住む宮城は広大な敷しき地ちをほこる。軒のきが優ゆう雅がに反り返った大屋根が連なる様を宮城北側の眉び山ざんから眺ながめれば、城じよう壁へき南なん端たんは霞かすむほどに遠くにあり、その壮麗さに息を吞のむ。

　初春の風はまだ冷たく、宮殿の軒下には固まった雪が解けきらずに残っている。

　しかし真冬に比べ、陽ひざしには温ぬくみがあった。

　解けた雪で湿しめった土から、水すい仙せんが顔を出し白く小さなつぼみをつけていた。

　その宮城北西に位置する礼部の近く。建物をつなぐ歩廊を一人の女によ官かんが駆かけていた。しかもなぜか、子どものようにしゃくりあげながら。

「珠たまちゃん。珠ちゃん。しっかりして」

　そう何度も呟つぶやき、「へぐっ、うぐっ」と妙みような声を漏もらして走る女官と行き会うと、官吏や侍官たちはぎょっとした。そもそも女官が外朝をうろついていることも希まれだし、そのうえ泣きながら走っているとなると、何ごとかと誰だれしも驚おどろく。

　しかしその女官───崑国後宮において正しよう六ろつ品ぴん宝ほう林りんの位をもつ妃ひ嬪ひん、雪せつ理美は、自分のみっともなさにも周囲を驚かせていることにも、かまっていられなかった。

（珠ちゃん。なんでこんなに突とつ然ぜん!?）

　さっきまでは、いつもと変わらない朝だったはずなのに───。







　今朝早朝のこと。

　朝あさ陽ひとともに起き出した理美は、髪かみと衣い装しようを整えると小しよう翼よく宮きゆうの厨ちゆう房ぼうに立った。

　朝あさ餉げの準備がちょうど終わったところらしく、ひとけはなかったが、煮に炊たきの熱で空気は温もり竈かまどには火種が燻くすぶり残っていた。

「今日のお茶ちや請うけは、かるかん饅まん頭じゆうね」

　上衣の袖そでを紐ひもで縛しばると、肩かたに乗っていた珠ちゃんは近くの作業台へ飛び移った。

　まずは昨日仕込んだ餡あんを確かく認にんして頷く。餡はなめらかなこし餡で、艶つややかに黒光りしているのが濃のう厚こうで甘そうだ。

　長なが芋いもをすり鉢ばちですって、とろろにする。さらに別の器うつわに卵白を割り入れ砂糖をくわえ、ふわふわに泡あわ立だてた。とろろと卵白を混ぜ合わせ、上じよう糝しん粉こをくわえて混ぜる。

　できあがったのは、とろりとしたたね。それを小さな器に半分ほど入れると、丸めた餡を放ほうりこみ、さらにたねを流し入れる。

　たねで満たされた器が二十ほどできあがった。

　あらかじめおこしておいた竈の火に蒸むし器をかけ、その中へ器を入れて蒸す。

　しゅんしゅん蒸気がたち、ふんわり甘い蒸し物の香かおりが漂ただよう。

　吹き出す蒸気を見つめていると、理美の目の焦しよう点てんが徐じよ々じよにぼやける。

（皇后……皇后になれって……突然すぎる。……どうしよう……でも……）

　四し夫ふ人じんや、朱西のためにお茶請けを準備し、皇帝に拝はい謁えつしたのちに食しき学がく堂どうへ行く。仕事をこなし、お茶請けを頂き、また仕事をして後宮へ戻もどる。そんないつもの習慣を淡たん々たんとこなそうと努力していたが、あの冬の日以来、手を休める時間があると物思いにふけってしまう。

　それは五十日以上前のこと。寒さ厳しい冬のさなか、理美は崑国皇帝龍りゆう祥しよう飛ひから皇后になって欲しいと告げられたのだ。

　朱西への思いを断たち切ろうと必死なときに、突然そんなことを言われたものだから、正直、泣きたいほどに混乱した。

　しかし祥飛は答えを急がないとも言ってくれた。そして言葉通り、あのあと一いつ切さい、理美に返事を求めない。珠ちゃんの健在な姿を見せるために、毎朝彼に拝謁しているにもかかわらず、だ。様子を探さぐる言葉すらない。

　問わずに待つことが彼の最大限の優やさしさで気き遣づかいだと、ひしひし感じる。

（今朝も陛下のもとへ、珠ちゃんを連れて行かなくちゃ。きっと陛下は今日も、なにも仰おつしやらない。でも、それがかえって心苦しい）

　決断できないことに申し訳なさが募つのっていく。しかし。

（朱西様……）

　朱西と心を通わせながらも、互たがいにそれを断ち切ろうと決めたあの瞬間を思い出すたび、切なさがこみあげる。彼への思いはまだ胸の奥に燻り続けていた。

　さらにあの聡そう明めいで美しい四夫人をさしおいて、自分が皇后になることなどできない。

（あ、蒸気が）

　蒸し器から吹き出す蒸気が弱まったのを認め、蒸し器を火から下ろし作業台へ移動する。これであら熱をとり、器から出せば完成。ふわりと軽い歯は触ざわりでありながら、舌の上で溶とける甘さの菓か子しになるはず。

　そうしながらも物思いは続く。

　皇后になるなど、本当ならばすぐにでも断るべきなのだ。だがそうできないのは、宰さい相しよう周しゆう考こう仁じんの「朱西が好きならなおのこと、皇后になるのだ」という、意味深な言葉があったから。しかもさらに「天下の大罪人として、首をさらされる」とも言った。思い出すと身み震ぶるいが来る。

（あれはどういう意味なんだろう）

　蒸し器から器を取り出しながら、考えれば考えるほど迷いは深くなり、嘆たん息そくした。

　近ちか頃ごろ、溜ため息いきがやたらと多いと自覚しているが、こればかりはどうしようもない。

　理美の手元に近寄ってきた珠ちゃんも、理美につられるようにクゥーと深い息をつく。

　胴どう長なが銀毛の小さな生き物は、耳の間に小さな突とつ起きが二つ。小鳥の足のような右手の爪つめには、小さな珠たまを握にぎっている。ちょっと変わった愛あい玩がん動物にしか見えないが、これでも神しん龍りゆうだ。しかも神龍の中で最も霊れい力りよくが強いとされる五ご龍りゆう。未いまだに理美には、珠ちゃんが神龍だという実感はないが、ただ珠ちゃんの青い瞳ひとみは神秘的だと思う。

　しかし、いつもは力にあふれるくりくりしたその目が、なぜかとろりと眠ねむそうだ。

「どうしたの？　元気がないね珠ちゃん」

　人さし指で耳の間を柔やわらかく撫なでると、珠ちゃんは気持ちよさそうに目を細めるが、キュウと鳴いて丸まった。握った珠の上に顎あごを乗せ、さらに小さくフゥーと溜息をついた。

「珠ちゃん？」

　呼ぶと目だけで「なに？」と問うような仕草をする。

「変だわ、珠ちゃん。大だい丈じよう夫ぶ？」

　心配になって両手で抱だき上げるも、珠ちゃんは身じろぎしただけで理美の掌てのひらの上に丸まり、またもやフゥーと溜息。あきらかに様子がおかしい。

「珠ちゃん!?」

　焦あせって声がうわずる。

「なんでそんなに溜息ばかりが。まるでわたしの溜息がうつったみたい……!?　えっ、まさか溜息が感かん染せん!?　そんな馬ば鹿かなことが。でも珠ちゃんは神龍だからもしかして」

　愛らしい青い瞳が潤うるみ、理美を見あげる。掌の窪くぼみにうずくまる、頼たよりない重みとなめらかな毛皮の感かん触しよく。それが病に冒おかされていると思うと、急激な不安に襲おそわれた。

「ど、どうしよう！　珠ちゃん。誰かに相談しないと！」

　蒸したてほかほかのかるかん饅頭を放り出し、珠ちゃんを抱かかえ小翼宮から飛び出した。

　珠ちゃんのことを知っている人は限られている。一番身近な後宮にいる内ない侍じの伯はく礼れいに相談しようと内侍堂へ駆け込んだが、彼は外朝に出ていた。

　あと相談できる人は朱西と祥飛と、かろうじて丈じよう鉄てつのみ。周考仁は恐こわすぎて近寄れない。

　なんにしても外朝へ行かなければならない。

　理美はそのまま半泣きで外朝へと駆け出た。そして───。







　べそをかきながら外朝を走るはめになっている。

　いきなり皇帝の居室へ飛び込むことはできないので、食学堂へ向かっていた。

（朱西様がいれば、なんとかしてくださる）

　崑国一の博士は、出会ったときから優しく頼りになる存在だ。こんなときには真っ先に、彼を探してしまう癖くせがついている。

「しっかりして珠ちゃん」と励はげましながら走っていると、

「理美!?」

　礼れい部ぶに近い歩ほ廊ろうで背後から呼ばれた。足を止めふり返ると、向こうから朱西が小走りにやって来るところだった。

「やはり、あなたか。なにかありましたか。そこで礼部の者から、女によ官かんが泣きながら走っていると聞いて、まさかと思って来てみましたが」

「朱西様！」

　小さく息を切らしながら側そばに来た朱西の顔を見ると、こらえていたものがどっと吹ふき出し、涙なみだが一気に流れ出た。えぐえぐ泣きながら訴うつたえる。

「しゅ、朱西様ぁ……珠ちゃんが、珠ちゃんが……大変……うぅ、え……」

「落ち着いてください。子どもですか、あなた。泣いていてはわかりません。涙を拭ふいて」

　珠ちゃんを片手に抱えなおし、差し出された手しゆ巾きんを受け取り涙を拭く。しゃくりあげながらも、ようやくまともな言葉が出る。

「朱西様、珠ちゃんが、珠ちゃんが、いまわの際きわです！」

「いまわの際!?」

　顔色を変えた朱西が理美の腕うでの中を覗のぞきこむと、珠ちゃんがちろりと目をあげながらフゥーと溜息をつく。彼が焦って「五龍！」と呼んで手を伸のばすと、珠ちゃんはギャオッと声をあげ朱西の指に嚙かみつこうとした。慌あわてて指を引っ込めると、珠ちゃんは「放ほうっておいてよ」と言わんばかりに丸まった。

「すこぶる機き嫌げんが悪いようですが……死にかけには見えません」

「ですから、いまわの際」

「理美。いまわの際とは、まさに臨終の時を表す言葉です。よく知らない言葉を使うのはおよしなさい。まさか五龍が臨終間際かと、俺の心臓の方が止まりそうだった」

　朱西は、胸に手を当て息をつく。

「すみません。でも本当に、珠ちゃんの様子が変なんです。溜息ばかりついていて。わたしの溜息がうつったのかも」

「は？　溜息が？」

　こくこく頷うなずき返すと、朱西はちょっと呆あきれた顔になる。

「また、とぼけたことを……。神龍も溜息くらいはつくでしょう。しかも溜息が感染するなんて聞いたことがありません」

「溜息だけじゃなくて、元気もないんです」

　訴えると、朱西は理美の腕の中にいる珠ちゃんを覗きこむ。珠ちゃんはめんどくさそうに、ちらりと目を向けただけで、理美の胸に鼻先を埋うずめる。

「確かに弱っているようですが、あなたの溜息が原因とは思えません。それよりも別の原因を考えた方がいいようです。本来神龍のことなので宮きゆう廷てい道士に相談すべきですが、あなたが五龍の守護者になったことは公表されていませんから不可能ですね」

「じゃあ、どうすれば」

　朱西は考える素そ振ぶりで顎に手をやったが、なにか決意したらしく頷く。

「食しき学がく堂どうへ行きましょう。あそこは礼部の圖ず書しよ庫こも兼かねていますから、祀し部ぶの資料も収められています。そのなかに必ず、五龍に関するものもある。調べてみましょう」

「それでわかりますか？」

「宮廷道士も、問題が起こればまず過去の資料を当たります。卜ぼく占せんのような特とく殊しゆ技術が必要なものでない限り、俺でも対応策を講じるのは可能です」

（そうか。朱西様は食学博士と呼ばれているけど、崑国一の賢かしこいお方だった）

　資料を読み解く力は、おそらく誰だれより優すぐれている。朱西の心強い言葉にほっとしながら、「ついておいでなさい」という朱西の背を追って歩き出す。

「珠ちゃん、待ってて。すぐに朱西様がなんとかしてくださる」

　腕に抱いた珠ちゃんの体を優やさしく撫でると、珠ちゃんは溜息で応こたえた。

　焦りと心配のあまり頭に血がのぼっていたが、歩きだすと徐じよ々じよに冷静になってくる。すると慕したわしい背中が目の前にあることに、胸がきゅんと小さく痛む。

　あの日───互たがいの思いを断たち切ろうと決め、ささやかに触ふれあった日の翌日。理美と朱西はいつものように食学堂で顔を合わせた。最初は数すう瞬しゆん、お互い息を吞のんで見つめ合ったが、どちらともなく微笑ほほえんで目をそらした。

　以来、食学博士と助手として、普ふ通つうに毎日向き合って仕事をしている。

　朱西は以前と変わらず優しいが、節度を持った態度で接してくれる。慎つつましやかな触れあいで、彼は全すべてを断ち切ったのだろう。そうできる理性が羨うらやましかった。

　今しがた貸してもらった手巾を握りしめる。

　断ち切ろうと覚かく悟ごしたのに、理美は朱西と違ちがい、まだ彼が慕わしくてたまらない。しかし朱西が理性的に接してくれることで、理美も表面上は前と変わらない態度でいられる。

「五龍の様子がおかしいのは、いつからですか？」

　ふり返り朱西が問うので、足を速め彼に並ぶ。

「今朝です。昨夜は元気でした」

「今朝突とつ然ぜんということですね。五龍が衰すい弱じやくするのは、確かに心配ですが」

　早足で歩む朱西の懐ふところから、手紙らしきものが落ちた。落ちたそれを拾おうと理美が手を伸ばしかけたが、その前に朱西が横合いから焦ったように拾い上げる。

「お手紙ですか？　差出人も宛あて名なもありませんでしたが」

「たいしたものでは、ありません」

　前を向いたまま、朱西はさらりと答えて誤ご魔ま化かした。

（朱西様は、隠かくし事をされている？）

　近ちか頃ごろ朱西に、差出人が書かれていない手紙が届けられることがしばしばあった。夕暮れの食学堂内で彼が一人、蠟ろう燭そくの火で手紙を燃やしている姿を見てしまったこともある。

　隠し事があるのかと、以前ならば問えたはず。けれど自分の恋こい心ごころを抑おさえこむのが精せい一いつ杯ぱいの現状で、彼の事情や心に踏ふみこむことはできない。そんな一歩を踏み出してしまえば、途と端たんに自分の中の恋心が騒さわぎ、平静を保っていられないとわかっていた。

「手巾は洗ってお返しします」

　大切なことは何一つ訊きけないし言えないから、どうでもよいことを思わず口にする。朱西は小さく微笑む。

「そんなものでよければ、さしあげますよ」

　その微笑みと言葉だけで、舞まいあがるほどに嬉うれしい。「ありがとうございます」と頭を下げると、そっと手巾の薫かおりをかぐ。手巾からは朱西の衣ころもと同じ沈じん香こうが薫った。

（朱西様は、わたしとのことは心の中から、きれいに消してしまわれているみたい。でもわたしは、……これだけでも嬉しい）
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（終わらない綱つな渡わたりをしている気分だ）

　腕に抱かかえた五ご龍りゆうを心配そうに撫なでながら、理美は朱西についてくる。

　子どものように真っ赤になった目と鼻がおかしくて、可愛かわいらしい。彼女は純じゆん粋すいに、五龍の容体だけを心配している。五龍になにかあれば、守護者の自分が責任を問われるというところには思考がおよんでいないようだ。それがまた彼女らしい。

　朱西は毎日、以前と変わらず理美に接している。平静を装よそおい理美に話しかけ、親切にふるまい、彼女の様々な表情や仕草を間近に見る。それはまさしく拷ごう問もんのようだった。

　理性と衝しよう動どうが常にせめぎ合う綱渡り。断ち切ろうと決めたのに、思いは消えない。

　理美は毎日食学堂へ来て、以前と変わらず助手として仕事を続けている。まるであの触れあいが、二人の間には存在しなかったかのように。

　朱西と違って彼女はほわりと笑って、二人の間にあった感情を上手にまるめ、心の奥へしまいこんだのか。本当にそんなに簡単に気持ちを宥なだめられたのか確かめたいが、互いに踏みこんではならないと知っているから問うこともできない。

（理美のように自分を上手うまくまるめこめれば、俺はここまで思い悩なやまずにすむものを。こんな手紙も、送りつけるなと断固とした態度をとれるはず）

　今しがた落とした手紙を手で探さぐり、懐深く入っていることを確かく認にんして安心する。

　それは鳳寧孫からの手紙だった。

　寧孫と出会った翌日、彼は朱西を呼び出す手紙を寄こした。それを受け取った朱西は迷った末に───無視した。

　彼に会ってはならない、話を聞いてはならないという、理性の声に耳を傾かたむけたのだ。

　あれ以降、寧孫には会っていない。

　しかし寧孫は頻ひん繁ぱんに呼び出しの手紙を寄こす。幾いく度ども幾度も「話をしよう」と、時には高圧的に、時には切々と情に訴うつたえるように手紙には書かれている。

　手紙の最後は、いつも同じ文句で結ばれていた。『雪宝ほう林りんのことが手て遅おくれになる前に』と。

　その一文を読む度たびに朱西の心はわずかに揺ゆらぐ。

　今は理性で踏みとどまっているが、いつ自分の理性が崩ほう壊かいするか。それが恐おそろしかった。

（鳳公の言葉に惑まどわされてはならない。自分の責務を果たせ。今は五龍のことだ）

　理美の抱える五龍は、大人しく丸まり溜ため息いきばかりついている。五龍は崑国を守護する神しん獣じゆう。それが病であるならば不ふ吉きつなことで、急ぎ対処しなければならない事案だった。

　食学堂に入ると、朱西はまず圖書目録を取り出し文ふ机づくえの上で紙面を繰くる。

　目は素す早ばやく文字を拾う。ある紙面で繰るのを止やめ、文字を指でなぞり、そこにある二十ばかりの圖書の名をざっと記き憶おくした。それからまっすぐ祀部の圖書が収められている棚たなへ向かう。

　祀部の圖書は量こそ多いが滅めつ多たに出し入れされることがなく、薄うつすら埃ほこりを被かぶっている。そこへ手を伸のばし、つぎつぎ取り出す。

「『神しん龍りゆう録ろく』『五ご龍りゆう五ご韻いん伝でん書しよ』『神しん仙せん界かい経きよう』『天てん壇だん神しん霊れい拝はい礼れい法ほう』……」

　理美が目を丸くする。

「朱西様。今ので、全部の圖書の名を覚えたんですか？」

「該がい当とうの資料とおぼしきものは二十冊程度でしたから、さほど多くない。しかしこんな覚え方ではすぐに忘れます。長期的に覚える場合は、整理して記憶しないといけませんから」

　取り出した本を文机に重ね、朱西は読み出す。早い対応が必要なので、悠ゆう長ちように読んではいられない。周囲の音が耳から遮しや断だんされるほどに、集中した。

　つぎつぎ読み進めるその速度に、理美が啞あ然ぜんとしていた。
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「西さい沙さ国こく皇こう帝ていへ送る親書の草案を起こした。おまえも確認せよ。よければそれを西沙国へ送る」

　祥飛は自ら作った草案を文机の上に広げ、正面に立つ礼れい部ぶ尚しよう書しよ、迅じん景けい有ゆうの方へ押し出した。

　景有はわざとらしく目を見開き、「おや、まあ」と大げさに驚おどろき草案を手に取る。

「なにか文句があるか。景有」

「近ちか頃ごろ陛下が素す直なおに、わたしの言葉を聞いて下さるので驚いているだけですよ。いかがなさいました？　仕事熱心になる食べ物でも、食しき学がく博士が饗きようしましたか」

　礼部尚書である迅景有は、甘い声の優やさ男おとこ。齢よわい三十を過ぎたというのに妻帯せず、ふらふらと遊び歩き浮うき名を流す不ふ真ま面じ目めさが、祥飛は基本的に好きではない。しかし彼が有能な官かん吏りであることに違いはなく、宰さい相しよう周考仁の片かた腕うでと言われている。

「景有。陛下の仕事熱心に水をさすものではない」

　たしなめたのは、黒の深衣を身につけた考仁その人。

　執しつ務む室には祥飛の座る文机の他ほかに、円えん卓たくがある。それに座る周考仁の前にはもう一人、戸こ部ぶ尚書、登とう利り範はんの姿もあった。

　肩かたをすくめた景有の様子に登利範は声を殺して笑い、さらに鷹おう揚ような笑え顔がおを祥飛に向ける。

「本当に、近頃の陛下ときたら」

　祥飛は利範を睨にらむ。

　利範は戸部尚書だが、街中にふらりと現れたら、どこぞの山さん賊ぞくの頭かしらに見えかねない。右目の下に古い傷きず跡あとがあり、それが苦み走った男ぶりに拍はく車しやをかける。筋肉質のしなやかな体つきで、虎とらのように油断ならない目。そのくせにかりと笑うと、どこか人なつこい。

「なんだ。言いたいことがあるなら言え」

「ご立派です」

　手放しの賛辞に、祥飛は照れくさくなり視線をそらした。

　利範もまた考仁の片腕たる切れ者。礼部尚書と戸部尚書は、宰相の左右の腕と称しようされる。その片腕たる官吏に褒ほめられれば、祥飛とて悪い気はしない。

　即そく位いして一年。官吏たちに侮あなどられていると歯がみすることは多かったが、褒められた記憶はない。子どもでもあるまいし、褒められて嬉しがる自分は皇帝としての威い厳げんを保てているのかと、以前なら悩んだことだろう。

　だが今は、素直に嬉しいと思える自分に驚く。

　景有は草案の文字に目を走らせ、一読して顔をあげた。

「陛下。この草案には、先日の会談への礼しか書かれていないようですが」

　十日ほど前のこと。崑国と西沙国の国境の街馬ま合ごうで、西沙国皇帝と祥飛の対面が実現した。

　崑国建国以来の悲願に一歩近づけたのは、西沙国皇帝の弟グルザリ・シャーの働きかけによるところが大きい。帰国したグルザリ・シャーの報告を聞いた西沙国皇帝が、祥飛の人となりとその妃きさきたちである四し夫ふ人じんに興味をもったことで、会談を開く話が進んだのだ。

　会談は一日のみで、互たがいの国情を知らせるにとどまった。

　翌日は四夫人を交えた宴うたげを催もよおし、西沙国皇帝はこれをことのほか喜んだ。

　初の顔合わせだ。そこで交易や国交樹立に関して具体策が話し合われるとは、双そう方ほうの官吏たちも思っていなかった。しかし二度、三度と会談を重ねればと、崑国側の期待は大きい。

「せっかくの親書です。次回の会談を促うながすような内容も必要では？」

　景有の言葉に、祥飛はすこし考えた後問い返した。

「景有。おまえは恋れん愛あいの経験が豊富か？」

「なんですか突とつ然ぜん。まあ、そこの恐こわい顔をした男よりは、経験はありますよ」

　と、背後の利範を見やる。利範はにっと、歯をむき出し笑う。

「ならば訊ききたい。何度恋こい文ぶみを送っても無視され続けている女に、なにかのきっかけで会うことになったとする。その時おまえは、恐る恐るやってきたその女に、これが絶好の機会とばかりに次いつ会えるかと迫せまるのか？」

「しませんね。がっつくと相手を警けい戒かいさせる。すげなくした方がかえって気を引けますから」

「余もそう思った。だからその親書は礼を述べるにとどめた。忘れがちだが、外交は人と人の交流。西沙国皇帝に対し、崑国皇帝としてどのようにふるまえば信しん頼らいされるか。警戒されず、心を開かせられるか。それを考えてのことだ」

　焦あせらず待つことが相手を思いやる場合もあると、近頃やっとわかったのだ。

　祥飛は今、一人の女によ官かんの気持ちを察してやりたいと常に思っている。それは彼が皇后にと望んでいる女官、雪理美だ。

（いつになれば心を決めてくれるのか。余は待つことしかできないが）

　彼女の気持ちを察し、待つことも思いやりだと確信したからこそ、祥飛は今も忍にん耐たいを続けている。そして彼女に対する己おのれの思いを外交と照らしあわせたとき、西沙国に対しても尊敬と寛かん容ようさ、優しさを持って接することが大切と思えたのだ。

「合格点です、陛下」

　利範が言った。景有がそれに応じるように、にこりとする。

　二人の態度に含ふくむところを感じ、祥飛は眉まゆ根ねを寄せた。

「景有が二度目の会談云うん々ぬんと言ったのは、余を試ためすためか」

　くくっと利範が笑い、景有がすまし顔で草案を机き上じようへ戻もどす。

「うっかり二度目の約束を書き忘れているだけ、ということもありますから。確認しただけです。草案はこれで完かん璧ぺきです」

「陛下。執務中に失礼します」

　室の出入り口に武官が跪ひざまずく。祥飛の護衛である勅ちよく任にん武官、秦しん丈鉄だ。いつもは砕くだけた態度の彼だが、宰相や尚書が同席しているので真面目な表情で近づいてくると耳打ちした。

「朱西と理美が、急ぎご相談したいことがあると言って陛下の室に来ています。五ご龍りゆうのことで」

「五龍に、何ごとかあったのか」

「衰すい弱じやくしています」

　その報告に、祥飛はぎょっとした。

　五龍は皇帝が国を治める力を与あたえる存在。それが衰弱しているのは、良いことではないだろう。

（即位してまだ一年とすこし。それなのにまさか、余の治世が揺ゆらぐ予兆か）

　不吉なものが胸をよぎるが、その一いつ瞬しゆんの不安も見み逃のがさず、丈鉄がからかうように囁ささやく。

「陛下。迷子の子どもみたいな顔になってますよ」

「ぬかせ。そんな顔はしていない」

　小さく言い返したが、不安が表情に出た自分に腹が立つ。

（余の治世は揺らがぬ。絶対だ）

　自分を鼓こ舞ぶするために言い聞かせる。弱気は、皇帝として好ましくない。

「朱西は、周宰相の判断も仰あおぐべきだと言っています。尚書方だけ退室頂き、理美と朱西をここに連れてきましょうか」

「わかった。理美と朱西を連れてこい。その間に尚書たちを追い出しておく」

　丈鉄は「では、そのようにいたします」と室を出た。祥飛は、利範と景有に向かって言った。

「用事はあらかた終わった。利範、景有は退席して良い。考仁だけは残れ。まだ話がある」
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「お許しが出た。行くぞ、お二人さん」

　祥飛の室に帰ってくるなり丈鉄が顎あごをしゃくり、理美と朱西を促した。先に歩き出した丈鉄に従い、「行きましょう」と歩を進めた朱西とともに、理美は執務室へ向かう。

　弱々しく溜ため息いきをつく珠ちゃんを抱だいて歩いていると、不安は大きくなる。

　崑国後宮に入ったときから、珠ちゃんは心の支えだ。和わ国こくから抱いてきた香かおり漬づけの壺つぼしか頼たよるものがなかった理美は、珠ちゃんの愛らしさと優しさに慰なぐさめられ、あのときを乗り切った。

　心配が昂こうじ泣きたくなってくる。すると、傍かたわらを歩む朱西が「大だい丈じよう夫ぶです。陛下の許可がおり、周宰さい相しようが納なつ得とくさえすればいいだけです」と、励はげました。

　朱西は食学堂で信じられない速度で書を読み、なんらかの結論を得たらしい。しかし彼は詳しよう細さいを語らず、「急ぎ、陛下と周宰相のもとへ行きましょう」と理美を促してここまで来たのだ。

「心配しないで。五龍が快復する方法はありますから」

　変わらず優しい朱西の言葉に、胸の奥が温かくなるのと同時に甘く痛んで、さらに切ない。

　たまらず彼の顔を見あげると、一瞬視線が絡からみ合う。互いに息を吞のんだような気もするが、ほぼ同時に互いに目をそらす。こんな瞬間が、あの日から幾いく度どとなくある。

（わたしの未練がましい思いに、朱西様は気がついていない？　それとも気がついている？）

　歩ほ廊ろうの先に執務室らしき扉とびらが見えたとき、そこから二人の官かん吏りが出てきた。武人のような体たい軀くの男と、細身で口元が笑っている男。二人には見覚えがある。いつだったか理美が朝議に引っ張り出されたときに、その場にいた官吏だ。朱西が囁く。

「戸こ部ぶ尚しよう書しよと礼れい部ぶ尚書です。抱いた五龍を見られないように、袖そででお隠かくしなさい。声をかけられたら、微笑ほほえんで会え釈しやくを」

　二人の尚書とすれ違ちがい様、丈鉄は顔を伏ふせ通り過ぎ、朱西も同様にした。理美も同じように通り過ぎようとしたが、その二の腕が背後から摑つかまれた。

　驚おどろきふり返ると、礼部尚書迅景有が微笑みながら理美の腕を摑んでいた。
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　想定外のことに理美の体が強こわばると、朱西がすかさず景有の傍らに近づき礼をとる。

「礼部尚書。この女官は俺の助手の雪宝ほう林りんです。なにか無礼をいたしましたか」

「無礼はないよ。ただ、自分の配下の博士に女官の助手がついたと知りながら、一度も顔を拝めてなかったからね。君が連れているからには、この子がその女官だと思ってね。顔をしっかり見たかったんだ」

　景有は理美の腕うでから手を離はなし、顔を覗のぞきこむ。

「可愛かわいいね、君。この堅かた物ぶつがいないときを見計らって、食しき学がく堂どうへ遊びに行くよ。わたしが、楽しいことを教えよう」

　朱西は自らの上司に向かって、あからさまに嫌いやな顔をした。

　理美は戸と惑まどってやたら目が泳ぐ。

「え、え、えっと……」

「朱西もずるいね。なぜこんな可愛い子がいるのを、わたしに紹しよう介かいしてくれなかったの」

「ずるいとか、そういう問題では」

　朱西が返答に困っていると、突然景有の背後から太い腕が伸のび首根っこを摑む。その腕が乱暴に、景有を理美から引き離す。

「おまえに紹介したら、なにをされるかわかったものじゃないからだ。見ろ、おまえ以外の全員が困っている。しかも、俺もおまえも、この女官には会ったことがある。和国からの貢みつぎ物で揉もめた朝議のときに、おまえもその場にいた」

　そう言って景有の首根っこを摑んでいるのは、戸部尚書登利範。

「ああ、言われてみれば、そうかも？　でもあのとき躍やつ起きになっていたのは吏り部ぶ尚書と、それにせっつかれたうちの関かん侍じ郎ろうなんだよね。わたしは欠伸あくびして見てただけだから、陛下に和国の貢ぎ物をもってこいと命令されたことしか覚えがないな」

「残念この上ない頭だな。行くぞ色しき魔ま」

「色魔は酷ひどいな……」

　じゃあねと軽く手を振ふる景有の首根っこを、利範は無表情で摑んだまま歩き出す。そんな二人を、理美も朱西も礼で見送った。

　尚書たちの姿が遠のくと、丈鉄がははっと笑う。

「礼部尚書は相変わらず軽い。あれがおまえの上司というのが笑えるぜ、朱西」

「俺は笑えない。利発なお方なのに、なぜあれほど軽いのか理解に苦しむ」

「なんにしても、珠ちゃんが見つからなくて良かったです」

　理美は、ほっと息をつく。

　執しつ務む室に踏ふみこむと、卓たく子しに周考仁の姿があった。黒い深衣を身につけて座る様子はあまりにも静かすぎる。人としての感情の揺らぎすら持ち合わせていない気がして、やはり理美はすこし苦手だ。

　祥飛が文ふ机づくえから立ちあがり、まっすぐ近寄ってきた。

　毎朝のことだが、祥飛の姿を見ると条件反射のように申し訳なさがこみあげる。

　理美がその場に跪くと、祥飛は「五龍が衰弱していると？」と、気き遣づかわしげな声こわ音ねで問う。「はい」と理美は頷うなずいたが、そのときふいに、

（ちょっと待って。そういえば珠ちゃんって!?）

　大変な事実に気がついてぎょっとした。彼女の顔色の変化に、祥飛が訝いぶかしげな顔をする。

「どうした理美」

「確か珠ちゃんは神しん獣じゆう、神しん龍りゆう。わたしに懐なついちゃってますけど、実は崑国で最も大切な存在で。それが弱っているんですから、守護者のわたしはものすごく重大な罪を犯おかしたことに!?」

　うっかり失念していたが、珠ちゃんは崑国皇帝に国を治める力を与える神龍なのだ。その守護者である理美は、珠ちゃんの病の責任を負わされて当然。

「珠ちゃんの身になにかあれば、わたしが責任とれる範はん囲いを超こえた一大事かも。斬ざん首しゆとか磔はりつけとか、陛下の残ざん虐ぎやく的御ご変へん態たい性が遺い憾かんなく発揮される刑けい罰ばつが！」

　噂うわさに聞く、崑国の残虐刑を思い浮うかべてぞっとした。祥飛は眉まゆ根ねを寄せる。

「まず余を御変態と言うのはよせ、軽く落ちこむ。そして心配するな。責任は問わない。そもそも余が五ご龍りゆうに嫌きらわれているのが悪いのだ。しかも忘れているようだが、余はおまえを……」

　と言いかけて、祥飛は慌あわてて口を閉じる。「おまえを皇后に望んでいる」と口にしそうになったのだろう。

（やっぱり陛下も口に出さないだけで、わたしの返事を待って）

　祥飛と目が合うが、理美は心苦しさと恥はずかしさで視線をそらした。

　祥飛の態度の不自然さに気がついた朱西が、「理美がなにか、陛下」と訊きいたが、祥飛はあからさまに話題を変えようと、珠ちゃんを覗きこむ。

「なんでもない。ところで五龍不調の原因は？　おまえのことだ。見当をつけただろう朱西」

　数瞬、朱西は訝いぶかしむように祥飛の横顔を見つめるが、すぐに答える。

「はい。祀し部ぶの圖ず書しよをひもとき調べたところによると、神龍が本来囲われているべき檻おりから出ていることが、一番の原因のようです。あの檻は神龍を逃のがさないためと思われていますが、実はもともと、神龍を保護するために存在するようです」

「なにから保護するというのだ」

　考仁が淡たん々たんと問うと、朱西はよどみなく答える。

「神龍は人の感情に触ふれることで疲ひ労ろうすると『五龍五韻伝書』にありました。神龍は人なつこい神獣だが、銀の籠かごに入れ、人との接せつ触しよくを避さけさせることが肝かん要ようと。だから歴代の皇帝は、神龍を人に交わらせなかったようです。長い年月のうちにその根本的なことは忘れられ、近年の宮きゆう廷てい道士はそのことを意識していないようだと、三十年も前の道士の日記にありました。三十年前でそうですから、今はもう、ほとんど認にん知ちされていない事実でしょう」

（人と交わると疲労するということは、珠ちゃんが弱ったのは、やっぱりわたしのせい？　わたしが一番長く珠ちゃんと接しているから）

　申し訳なさでじわりと涙なみだがにじむ。「ごめんね、珠ちゃん」と抱きしめると、珠ちゃんはキュウと鳴き、気にするなと励はげますように理美の胸に頭をこすりつける。

「しかし神龍の衰すい弱じやくは病ではありません。疲労を回復させれば良いだけ」

　朱西が力強く告げる。はっと顔をあげた理美に、彼は安心せよと言わんばかりに頷く。

　祥飛が身を乗り出す。

「病ではない!?　では五龍が衰弱しているとはいえ、これは凶きよう兆ちようではないのか朱西!?」

「おそらく凶兆とは言えない部類のものかと。なぜなら確実に回復する方法がありますから。これは五龍が風か邪ぜをひいたようなもので、神気の満ちる場所に連れて行き、力が回復するまで待てば良いだけのようです」

「そうか」と呟つぶやき祥飛の表情がゆるむと、丈鉄もひと安心と言いたげに目め尻じりを下げた。

（陛下は、珠ちゃんの衰弱が凶兆ではないかと気にしていたんだ）

　祥飛の不安に理美は気づけなかった。しかしそれは当然かも知れない。自らの不安を表に出さないことも皇帝の務め。あからさまに動どう揺ようしては臣下の不安を煽あおる。

（陛下はいつも、いろいろなことをお一人で耐たえなければならないお立場だから）

　だからこそ皇帝を支える者が必要であり、理美も誠心誠意仕えるべきなのだ。

　その思いは朱西も同様らしく、「ええ。凶兆ではありません」と、励ますように繰くり返す。

　祥飛は自らの杞き憂ゆうを笑うように微び笑しようした。

「考えてみれば、西沙国との交こう渉しようが始まるという吉きち事じこそあれ、国内に憂うれいはないはず。そうだろう考仁」

　水を向けられた考仁は「さて、どうでしょう」と思わせぶりに呟いたが、言葉を続ける。

「なににしても朱西の調べに間ま違ちがいはないでしょう。古文書を読み解き、それをもとに総合的に判断を下す仕事で朱西に勝まさる者はおりません。下手へたな宮廷道士の調べよりは確実かと」

　そう請うけ合った声音に我が子を誇ほこる響ひびきはなく、役に立つ道具の性能を褒ほめるようだった。考仁は続けて朱西に問う。

「そしてその神気が満ちる場所とはどこだ、朱西」

「旧都、氾はん因いんです。成せい華か城じようがその場所です」

　理美は知らない地名だ。しかし有名な場所らしく、祥飛は眉まゆをひそめ呟く。

「幻げん魔まの城か」

（幻魔？）

　耳慣れない言葉だった。
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「わぁ！　お姉様も皆みな様さまも！　見て。氾因に到とう着ちやくよ！　あれが成華城ね！」

　馬車の窓から顔を出し無む邪じや気きな声をあげたのは、四し夫ふ人じんの一人である余よ淑しゆく妃ひだ。

「余淑妃様、お顔を出されたら危ないですわ。陽ひにも焼けてしまいます」

　余淑妃の袖そでを引き馬車の座席に座らせようと試みるのは、やわらかな雰ふん囲い気きの温おん賢けん妃ひ。

「ほうっておきなさいな温賢妃様。それで余淑妃様のお鼻が削けずれようが、日焼けでお顔が真っ黒になろうが、ご自分の自由ですわよ」

　座席に深く座り、つんと取り澄すましているのは宋そう貴き妃ひだ。「ええ、ひどい。宋貴妃様」と顔を引っ込めた余淑妃に対し、ほっそり長い足を組み直しながら、鳳ほう徳とく妃ひが面おも白しろそうに言う。

「ほら、顔を引っ込めた。宋貴妃様に感謝しなさい余淑妃様。宋貴妃様のおかげで、あなたの鼻が守られたのだから」

　四夫人のやりとりに、理美はくすくす笑ってしまう。

　通常四夫人の外出となれば、それぞれに馬車が用意されるもの。しかしこの四人は「侍じ女じよたちと乗るのはつまらない」と言い、同じ馬車に乗っていた。しかも理美にも声がかかり、ほとんど強ごう引いんに同乗させられた。

　四夫人と理美を乗せた馬車は、旧都氾因に入った。

　四夫人の馬車は、大がかりな馬車の隊列に組み込まれている。

　隊列の前方、小ぶりで足が速い馬車が走る。金きん箔ぱくで装そう飾しよくされたそれには皇こう帝てい祥飛が乗っている。馬車の傍かたわらを騎き乗じようした丈鉄が走る。続いて黒くろ塗ぬりの中型馬車が三台。それぞれ朱西を含ふくめた高位側近たち、内侍の伯礼などが分乗している。その後に四夫人たちの乗る大型馬車が続き、さらに後続に五台、侍女や料理人、侍官たちを乗せた馬車が走る。

　車列を守るように騎馬の護衛が前後左右につく。

　都の安あん寧ねいから旧都氾因へ、崑国皇帝が移動するための隊列だった。

　即そく位いして一年。皇帝は西沙国との国交交渉開始の功をあげた。崑国建国以来の悲願の第一歩を踏ふみ出せたことは、即位一年目の皇帝としてはかなりの成果。ここまで皇帝は政務に邁まい進しんしてきたが少なからず疲労しており、休養が必要であるとの医師の見立てである。そこで都を一いつ旦たん離はなれ、しばらく旧都で静養をする───。

　これが建て前であった。

　実のところは珠ちゃんの回復のためであり、理美一人が珠ちゃんを連れ、氾因に逗とう留りゆうすればすむこと。

　しかしこれは崑国の支えである神しん龍りゆうの移動である。

　本来、神龍とは皇帝とともにあらねばならない存在。それを宮城から遠く離れた土地へ連れて行き、皇帝から引き離すことはできない。

　そこで祥飛が休養と称しようし、側近を連れて氾因へ同行することになったのだ。

　皇帝の休養となれば、それなりの警備も必要だから五ご龍りゆうを守るにも好都合。

　これらは周考仁の発案だった。

　その間の政務は、考仁や尚しよう書しよたちが氾因へ出向いて対処する。安寧と氾因の距きよ離りは馬車で半日ほど。多少不便ではあるが支障はない。

　皇帝が即位以来はじめてとる長期休養ということで、四夫人も同行した。彼女たちが西沙国との交渉に大きな役割を果たしたことに対する、祥飛からのねぎらいの意味もあった。

（珠ちゃんが、早く元気になってくれるといい）

　珠ちゃんは理美の裳もの中に隠かくれ、足にしがみついてくうくう寝ねている。

　神気が満ちる土地氾因で静養すれば元気を回復すると、朱西は保証してくれた。珠ちゃんが回復するだろう期待感もあり、気持ちは明るく前向きだった。

（到着したら、珠ちゃんが好きな料理を作ってあげよう。四夫人の好物も準備したいし）

　隊列の馬車中の一台には、饗きよう応おう長ちよう楊よう高こう晋しんと数人の料理人もいる。成華城に滞たい在ざい中の食事を一手に引き受けるために同行しているのだが、気心が知れた彼らが厨ちゆう房ぼうを取り仕切るので、自由に厨房が使える手はずだ。

（四夫人だけじゃなくて、朱西様が準備する陛下のお夜食の手伝いもできるかな？　それは仕事のうちだって言えるもの）

　うまくすれば、朱西と一いつ緒しよの時間が増えるかもしれない。思いを表に出さなければ、一緒にいても許されるはず。今はただ、朱西の近くにいられるだけでいい。

「なんにしても、もうすぐ到着ですね。せっかくの陛下のお心こころ遣づかいですから、皆様ゆっくりなさってください。食べたいものがあれば、いつでも申しつけてください。お作りします」

「あなたのせいで太ってしまいそう」と宋貴妃は苦情を言うが、それもどこか嬉うれしげ。

　窮きゆう屈くつな後宮から出られた四夫人たちも心が軽いのだろう。彼女たちの高こう揚よう感かんを受けて、一層わくわくしてくる。理美も崑国に来てはじめて都の外へ出るのだ。

「ねぇ、成華城に到着したら肝きも試だめししましょうよ。お姉様も、皆様も、ね！　あ、伯礼も誘さそおうかな。あの人ならいろんな知識がありそうだから、成華城七不思議を知ってるかも」

　余淑妃は、体を前後に揺ゆすりながら弾はずむ声を出す。宋貴妃が鼻の付け根に皺しわを寄せた。

「肝試しなんて、子どもっぽい。伯礼は付き合いませんわよ、そんな遊び」

　温賢妃はすこし怯おびえたように、たしなめる。

「幻魔の城を遊び半分で引っ搔かき回すのは良くないですわ。おやめになって余淑妃様」

（幻魔？　それって、たしか陛下も言っていたような）

　氾因での休養が珠ちゃんに必要だと朱西が告げたとき、祥飛はそんなことを呟つぶやいた。

「幻魔ってなんですか？」

　問うと、鳳徳妃が面白そうな顔で口を開く。

「ああ、それ？　淑妃様の言ったように成華城には七不思議なんてものもあるし、人食いの魔物が出現して美び貌ぼうの宮きゆう廷てい道士に退治されたとか、城の上を覆おおうほどに天てん仙せんが舞まい降りてきたとか、とにかくいろいろ言い伝えがあるのよ。燭しよくの時代から、度たび々たび不思議な現象が起こるって言われてる。そういう不思議なことが起こる場所って意味で、幻魔の城と呼ばれる」

（そうか。神気が強い場所だからこそ、不思議なことが起こるのかも）

　神の住まう山や谷と言い伝えられている場所に迷いこむと、神に出会ったとか、はたまた化け物に出会ったとか、そんな類たぐいの話は和国にいた頃ころもよく耳にした。

　そんなとき姉斎さい宮ぐうが言っていたものだ。

　──神と魔は、どちらも人ならざるもの。人に益をもたらす存在を神と呼び、害を及およぼすものを魔と区別しているだけとも言えるわ。だからこそ神の力が強いと言われているような場所に、不用意に近づいてはならない。それは魔の力が強い場所でもあるからよ。

　と。

「でも幻魔の城なんて言われている場所で陛下が静養されるのは、危あやういんじゃないですか？」

　理美が不安を口にすると、余淑妃が胸を張る。

「大だい丈じよう夫ぶよ、お姉様。成せい華か城じようは崑国建国当初の一時期は皇帝の居城だったこともあるし、陛下の休養に際しては霊れい的てきに安全かどうかを、宮廷道士たちが事前に調査しているもの」

　どうやら余淑妃は娯ご楽らく感覚で、そういった摩ま訶か不ふ思し議ぎなものごとに興きよう味み津しん々しんらしい。

「宮廷道士二十人が三日もかけて、陛下に害なす霊的、呪じゆ術じゆつ的なものがないか調べ上げたらしいわね。ご苦労様なことね。まあ、わたしは人食いの魔物も美貌の道士も天仙も、信じていないけれどね」

　鳳徳妃の見解に、余淑妃が不満そうに口を尖とがらせる。

「鳳徳妃様ったら、夢がない。しかも不思議な伝説を信じないなんて口にしたら、逆に不思議なことに遭そう遇ぐうして恐こわい思いをするっていいますよ」

「鳳徳妃様、お言葉撤てつ回かいなさったら？　恐い思いをなさいますわよ」

　そう言った宋貴妃は、にやにやしている。彼女も伝説など信じていないらしいが、温賢妃は「そんな」と青ざめている。鳳徳妃本人は、ははっと笑い飛ばす。

　開いたままの馬車の窓から、紙一枚の隙すき間まもなく、緻ち密みつに積まれた石の壁かべが見えた。隊列が進むとその石壁はみるみる近づき、目前にせりあがるような錯さつ覚かくに陥おちいる。

　そして反り返ってみあげてもなお、頂が見えにくいほど巨きよ大だいな城じよう壁へきとなった。

　成華城の門は開かれていた。それを目にした理美は「大きい……」と感かん嘆たんの声をあげる。

　馬車の隊列が兎うさぎの巣穴を潜くぐる蟻ありの隊列に見えるほど、それは巨大な城門だった。

（これから足を踏み入れるのは、神気の強い場所。……斎宮様、気をつけます）

　春の陽ひざしは明るく朗ほがらかで、皇帝の休養を歓かん迎げいするようにも思えた。だがかつて姉斎宮が教えてくれた言葉があったので、理美はちょっとだけ気を引き締しめた。
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「……なぜ」

　朱西は困こん惑わくを通り越こし、もはや啞あ然ぜんと呟く。

「これほどの巨城でありながら、なぜこのような室の割りふりに」

　成華城は安寧の宮城の五倍の規模を誇ほこる。しかしながら現在は、北方軍駐ちゆう留りゆう地として使用されているため、皇帝の滞在場所として利用できる宮きゆう殿でんは限られている。

（にしても、あまりに限られすぎてないか!?）

　今回の滞在で利用できるのは、成華城の北辺にある泉せん佳か宮きゆうと呼ばれる宮殿のみ。

　壁面が白大理石で覆われた二層の建物が、真四角の庭院にわを取り囲むように配置され、どの室からも庭院中央に湧わく泉が見下ろせる。さらにその泉も、白大理石で四角く形を整えられていた。

　真っ白で四角い建物に囲まれた、真っ白く四角い泉。庭院には白大理石が敷しきつめられているので、泉佳宮の様は巨大な大小二つの箱を重ねたようで、人工的な美しさがある。

　さらに庭院の四よ隅すみには白梅の巨木があり、三割ほど枝先のつぼみが開いている。慎つつましやかな白梅は、未いまだ冷たい空気に、ほんのりと春の気配を乗せる。

　端たん正せいな造りの宮殿で、周囲も静かで、休養中の皇こう帝ていの滞在場所にはもってこい。

　問題は、泉佳宮には皇帝の室のみならず、朱西、四し夫ふ人じん、理美、果ては丈鉄、伯礼の室まで配置されていること。侍じ女じよや侍官、衛え士じや料理人以外の、なんらかの位を得ている人間が全員、同じ宮殿で寝ね起おきするのだ。

　室数はかなりあるので窮屈ではない。しかし四夫人も含ふくめた、位も職も様々な人間が一つの宮殿にまとまって滞在するのは異常事態。

　朱西の室は西側の上層に割り当てられた。室の前の廊ろう下かに出ると、朱しゆ塗ぬりの欄らん干かん越しに庭院が見下ろせる。泉を挟はさんだ正面は東の棟むねで、そちらには四夫人と理美の室がある。

　東上層の廊下を理美がちょこまか歩き回っている姿を認め、どきりとする。理美も朱西を見つけたようで、ほわりと笑うとこちらにやって来た。

「朱西様。今夜の陛下のお夜食の準備、必要ならばお手伝いします」

「今夜厨房を利用できるか、高晋に相談します。使えるようなら、そのときは頼たのみます」

「はい」と素す直なおに頷うなずき東の棟へと引き返す理美の背を、平静を装よそおって見送った。しかし理美が自分の室の中へ消えると、ぐったり欄干に寄りかかる。

（寝起きする場所が近い。近すぎる。こんな近くで寝起きするのか）

　今夜から、理性を総動員させる必要がある。

（しかも陛下がお近くにいる。陛下はまた夜に、理美を訪ねようとなさるかもしれない）

　それを思うと落ち着かない。

「おや、朱西。馬車に揺られてお疲つかれみたいだね？」

　やわらかな声に顔をあげると、内侍の蔡さい伯礼がいつもの美しい、魅み惑わく的な微び笑しようをたたえ近寄ってきた。祥飛の異母兄である青年は、滞たい在ざい中の四夫人の身の回りのことを取り仕切る役目を仰おおせつかっている。

「伯礼。なぜ四夫人たちが同じ宮殿に滞在することになったのですか。内侍のあなたが、反対しなかったのですか」

　恨うらみがましく言ってしまう。

「仕方ないね。今の成華城で貴人の滞在場所として利用できるほどに管理されているのは、泉佳宮しかない。陛下の妃きさきたる四夫人が、お側そば近くに侍はべるのは不都合じゃないでしょう？　それとも君にとって不都合な人物がいるの？」

　薄うす茶ちやの瞳ひとみで含み笑いをする伯礼の言葉に、朱西はぎくりとする。

「では」と会え釈しやくし優ゆう雅がな足取りで去る後ろ姿を見送りながら、朱西は丈鉄の言葉を思い出す。

　丈鉄は『伯礼はただの鈴すずだ』と以前言っていたし、さらに『最後の悪あがきの鈴が鳴った』とも言った。

　伯礼が鈴であり、その鈴が鳴ったというのは、伯礼になにかがあったのだろうか。しかし丈鉄は鈴が鳴ったと告げた直後に『おまえの本当の運命が動く』とも言ったのだ。

（俺と伯礼の間に、なにか繫つながりでも？　俺の本当の運命とはなんだ？）

　問い質ただしても丈鉄は答えないだろう。ただ気になるのは、計ったようにこの機に、鳳寧孫が朱西に接せつ触しよくしてきたこと。

　寧孫に会えばなにかわかるはず。しかし会ってはならないと本能が告げている。

（俺は陛下の臣だ）

　近ちか頃ごろの祥飛の変化が、朱西には驚おどろきであり嬉うれしくもある。政務に前向きになり、寛かん容ようになった。それは理美の影えい響きようだと分かっているので、己おのれが抱かかえる恋こい心ごころが後ろめたく心苦しくもあるのだが、とにかく喜ばしい。

　祥飛の室へ向かうと、彼は窓辺で書を広げていた。おだやかな気配だ。

　五ご龍りゆうの休養に付き合う形で祥飛も休養することになったのだが、ここしばらく熱心に政務に取り組んでいた祥飛には良いことだったかもしれない。

　丈鉄は窓まど枠わくに腰こしかけのんびりしているようだが、目だけは油断なく、外の景色を探さぐっている。勝手のわからない場所に移動したのだから、護衛である彼は、初日はことに用心深くなる。

「周囲の守りは堅かたそうか？　丈鉄」

　問うと、丈鉄はにっと笑う。

「泉佳宮は構造上見通しがいいし、出入り口も一つしかない。衛士は守りやすいし、くせ者は侵しん入にゆうしづらい。まあ、数百人単位の兵が押し寄せてくれば、ちょっと困るだろうがな」

「それなら問題ない。成華城に三千以上の陛下の兵が、北方守護のために駐留してる」

　次に朱西は、室内の備品をざっと目で確かく認にんしつつ訊きく。

「陛下。不足しているものはありませんか。退たい屈くつされてませんか？」

　祥飛は書から顔をあげた。

「特にない。退屈といえば退屈だが、良い機会だからゆっくりと過ごす」

　幼い頃ころから、怒おこりっぽく冷れい酷こくな面ばかりが目立っていたが、その裏に隠かくされた寂さびしさを朱西は昔から感じ取っていた。その寂しげな気配が、今はすこし薄うすれている感がある。

「そういえばさっき余淑しゆく妃ひが来たぞ。せっかく幻げん魔まの城に来たのだから、一いつ緒しよに肝きも試だめしをしないかと。午後から考仁と景有と利範が来ることになっているから、またの機会にと丁てい寧ねいに断ったがな。滞在中は、四夫人がいれば余は退屈はしなくてすむだろう」

　祥飛が苦笑すると、丈鉄もにやにやする。

「陛下が退屈だと一言言えば、四夫人は喜んで遊んでくれますよ。肝試しとか、鬼おにごっことか」

　あの男嫌ぎらいの余淑妃はおそらく、祥飛を男としてあつかっていない。男とか女とかではなく、ただの近所の遊び友だちのように思っていそうだ。

「肝試しですか。なんともお可愛かわいらしいと言いますか、余淑妃様らしいと言いますか」

「かまわん。はっきり餓が鬼きくさいと言え」

「四夫人はお側近くにご滞在です。これを機に四夫人のもとへ通われますか？」

「いや、行かぬ」

　即そく答とうした祥飛に、朱西の胸が騒さわぐ。

（四夫人のもとへ通われるおつもりがない。となると四夫人以外……理美のもとへ）

　祥飛から視線をそらすが、胸のざわつきがおさまらないことに、我ながらうんざりする。

　丈鉄が鋭するどい視線を向けてきたので、朱西は「心配無用」と告げるように頷いて見せた。どんなに心が乱れようとも、もう二度と理美に触ふれるつもりはないのだ、と。

　己の務めに没ぼつ頭とうしようと、朱西は祥飛の室を辞し楊高晋のところへと足を運んだ。

　せっかくの休養なのだから一層祥飛の心身を健全にしようと、選えりすぐりの食しき学がく的食材を持参してある。

　しかし楊高晋たちは慣れない厨ちゆう房ぼうに手間取っており、今夜朱西が厨房を使うのは無理そうだった。そこで持参した食材の整理のみに取りかかった。

　その間に周考仁と戸こ部ぶ尚しよう書しよ登利範と礼れい部ぶ尚書迅景有がやって来たようだった。彼らは休養中の政務の進め方を確認しただけで、朱西と顔を合わせる暇ひまもなく安寧へと帰った。

　食材整理を終えた朱西が自室へ戻もどったのは、陽ひが傾かたむきかけた頃。

　室に入ってすぐ、文ふ机づくえの上に手紙らしき物が置いてあるのが目に入りぎょっとした。差出人が書かれていない書簡は、鳳寧孫からの手紙の特とく徴ちよう。

（いつ？　誰だれがここへ）

　周囲に人の気配はなく、庭院にわで笑う四夫人の声が小さく聞こえただけ。

　これまで手紙は、食学堂の文机の上にいつの間にか置かれているのが常だった。宮城内には、寧孫の息がかかった者もいるはずで、その誰かが届けたのだろうと思っていた。

　しかし今回祥飛の休養に同行したのは、四夫人と理美、朱西、丈鉄、伯礼。侍女も侍官も料理人も、長く祥飛に仕えている信しん頼らいのおける者を選りすぐってある。

（その中にすら陛下の治世を快く思わない、鳳公の息がかかった者がいるということなのか？）

　薄気味悪さが首筋を撫なでる。

　乾かわいた老人の手が、朱西を逃のがすまいと氾因まで伸のびているようだった。




　　　二




　皇帝一行の到とう着ちやく後雑事に追われていた内侍、蔡伯礼が一息ついたのは、午後の遅おそい時間だった。自分に割り当てられた室に向かおうとしていると、正面から侍女を一人だけ連れて、鳳徳とく妃ひがやって来た。

　四し夫ふ人じんともなると、通常数人の侍じ女じよに囲まれているものだ。しかし今回は同どう伴はんした侍女の数が少ないうえに後宮を出て休養中という気軽さもあり、格式張って動き回る必要はないのだ。

　伯礼の身分は内侍なので、当然廊ろう下かの端はしに寄り礼をとる。その前を行き過ぎようとした鳳徳妃だったが、なにか思いついたように足を止めた。「伯礼」と呼ばれて顔をあげると、気き遣づかわしげな瞳とぶつかった。

「伯礼。あなた、近頃変わったことはない？」

「なにもございませんが」

　微笑を返すと、鳳徳妃は眉まゆ根ねを寄せ「けれどお祖父じい様さまと」と言いかけたが、結局口を噤つぐむ。そして「まあ、いいわ」と呟つぶやき視線をはずし、背筋を伸ばして歩き出す。

　伯礼はそれを、微笑のまま見送った。

（あのお方は鳳家のこと、なにか感づいているのか）

　鳳徳妃は昔から利発で勘かんの良い人だった。その後ろ姿はすらりと細く、首筋から背にかけての白さが、えもいわれず清潔できれいだった。

　するとそんな気品にあふれた鳳徳妃の前から、どたどたと騒がしい娘むすめが二人駆かけてきた。余淑妃と、彼女に無む理り矢や理り手を引かれて走る雪理美だ。

　鳳徳妃が「まあ、なにをそんなに慌あわてているの」と呆あきれたような顔をするのに、余淑妃は「楽しいことをするんです！」と笑え顔がおで答え、伯礼の前にやって来た。
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「伯礼！　あなたを探してたの。ねぇ、成せい華か城じようの七不思議を知ってる？」

　余淑妃は目を輝かがやかせる。

　理美は余淑妃に腕うでをとられたまま息切れし、呼吸を整えるのが精せい一いつ杯ぱいで声が出ない。

（余淑妃様って、体力が有り余ってるのねぇ）

　感心していると、伯礼が苦笑交じりに答えた。

「知っていますよ。血を流す木もく蓮れん、夜に泣く井い戸ど、成華城地下の鍾しよう乳にゆう洞どう。移動する廟びようと、影かげが主あるじを追い抜ぬく石いし畳だたみの道。あとは、どこにもないのに聞こえる鐘かねの音と、花が咲さかない水すい仙せん。これが成華城七不思議ですが。それがなにか？」

「七不思議のある場所は？」

「まさか肝試しに行かれるおつもりですか？」

　察しの良い伯礼に、余淑妃は勢いよく頷うなずく。

「当然よ！　って、え。駄だ目めなの？」

「衛え士じと侍女を連れて行かれるのでしたら、かまわないでしょう。ただわたしが知っているのは、血を流す木蓮と夜に泣く井戸の場所のみですが」

「それだけでもいいわ。教えて」

「では、すこしお待ちください」

　やんちゃな子どもを見守る保護者の笑顔で、伯礼は自室に行き、簡単な地図を書いて余淑妃に渡わたしてくれた。余淑妃はほくほく顔だ。「行きましょう、お姉様！」と再び理美の手を引く。

　余淑妃がそのまま泉せん佳か宮きゆうの門を出ようとするので、理美は焦あせった。

「余淑妃様。侍女と衛士を同行させないと」

「大人数で肝試しなんてつまらないわ。こういうのは一人、二人で、ドキドキしながら行くのがいいのよ、お姉様」

　街育ちの大だい胆たんさと言うべきか、「でも」と躊躇ためらう理美を余淑妃は強ごう引いんに引っ張っていく。

（ま、いいか。伯礼様に頂いた地図を見る限り、泉佳宮から遠くない）

　伯礼のことだから、余淑妃様が衛士を連れずに肝試しに行くことくらいお見通しだろう。だからこそ七不思議の場所を、近場の二つしか教えなかったのかも知れない。伯礼が黙もく認にんするということは危険はない。

（料理もできずに、肝試しかぁ）

　成華城に到着すると、珠ちゃんは理美の寝しん台だいに丸まって眠ねむってしまった。その様子は心ここ地ちよさそうで、すこやかな寝ね息いきに安あん堵どした理美だったが───、すこぶる暇だった。

　そこで休養が始まるこの日、おいしい料理を珠ちゃんと四夫人たちの卓たく子しに並べてあげたいと厨房へ行ってみた。しかし厨房を覗のぞいた途と端たん、殺気立った楊高晋に叩たたき出されたのだ。

　高晋も料理人たちも、勝手のわからない厨房に手間取り時間にも追われ、てんやわんやだ。

　あの様子では朱西も食学的夜食を準備できないだろうと思いながら、手持ちぶさたでほてほてと歩いていた理美は、余淑妃に目をつけられてしまったのだ。

（仕方ないわよね～。わたし見るからに暇だしね～）

　余淑妃とともに地図の場所へ向かう。そこは無人の宮きゆう殿でんらしく、しばらく人が出入りした気配がない。軒のき下したには解けきらない雪が固く積もり、主殿扉とびらの前にも溜たまっていた。

　がらんと寂さみしげな宮殿の庭院の端には、冬ふゆ枯がれの木蓮がぽつんと一本。

　さらに中央には、古井戸が一つ。

「これが血を流す木蓮ね」

　声を弾はずませながら、余淑妃が近寄っていく。理美も恐おそる恐る近づいてみる。

　幹が太く立派ではあるが、何の変へん哲てつもない木蓮。ただよく見ると幹のそこここに、爪つめ痕あとのようなものがもりあがっている。それらは年月による樹皮の膨ふくらみで覆おおわれているのに、かつて深くえぐられた様が想像され禍まが々まがしい。誰がなんの目的で、それほど深くえぐったのか、と。

　理美は胴どう震ぶるいした。それは寒さのためか、それとも別のなにかのためかわからない。

　崑国建国以前に大陸を支配していたのは、燭国である。燭国を滅ほろぼし崑国は建国された。

　氾因は燭国の都があった場所で、崑国も建国から数年間は氾因に都を置いていた。

　しかし亡国の都を引き継つぐことを良しとしなかった崑国初代皇こう帝ていは、早々に遷せん都と。現在の都、安寧へ居を移した。

　ここは崑国に滅ぼされた燭国の都で、その宮城だったのである。

　朱西によると、燭国は幻げん術じゆつ法術の類たぐいをことに大切にした国で、氾因に都を定めたのも、この土地が神気に満ちる場所であるからだ。

「こっちが夜に泣く井戸なのね。あっ、見てお姉様！　井戸の底が光ってる」

　好こう奇き心しん旺おう盛せいな余淑妃は、木蓮の木から井戸へとうつっていた。井戸の縁ふちに手をかけ身を乗り出し底を覗いていたが、顔をあげ周囲を見回す。

「なにか棒のようなもの、ないかしら。あ、あった！　あれでいいわ」

　庭院の端には細い竹たけ竿ざおが束で置かれていた。余淑妃は竹竿を取ってくると、両手で支えて井戸の中へ突つき入れる。あまりに大胆な行動に、さすがの理美も仰ぎよう天てんした。

「淑妃様！　夜に泣く井戸なんて妖よう怪かいじみた井戸に、竹竿を突っこむなんて！」

「だって。今は泣いてないし」

（すごい！　なんてこわいもの知らず！）

　その行動力は勇ゆう敢かんか無む謀ぼうか。ある意味感心すらして啞あ然ぜんと見守っていると、余淑妃は竹竿で「えい、えい」と井戸の底を探さぐるようにした。そしてすぐに「取れた！」と小さく嬉うれしげな声を出し、竹竿を引きあげる。その先に銅製の箱が引っかかっていた。

「これが井戸の底で光ってたのよ」

　なんの意い匠しようもないつるりとした、掌てのひらよりもすこし大きな平たい箱。水をしたたらせるそれが竹竿の先に引っかかったのは、箱が細い紐ひもでぐるぐると何重にも巻かれているからだ。

（これはなに？　まるで封ふう印いんのよう）

　紐の結び目は独特で意図的に複雑な形にしてある。その呪じゆ術じゆつめいた結び目に、ぞっとした。

（なにを封じているの。この箱の中に）

　余淑妃が竹竿から銅の箱をはずし、地面に置く。

「なにかしら」

「駄目です！　淑妃様」

　箱の前にしゃがんで紐に手をかけようとした余淑妃を、理美は鋭するどく制した。

「これは、きっと開いてはいけないものです」

「なんで？　大だい丈じよう夫ぶよお姉様。中がすごく気になるの。見たいの。絶対、見たい。絶対」

　絶対と口にした余淑妃の目の色が、いつもと違ちがう。

「誰だれかに相談いたしましょう。そうだ、朱西様に。それから開きましょう。それからでも」

「わたしはすぐに見たい！」

　余淑妃の手は紐に伸のび、あっという間に解ほどいてしまう。

（淑妃様の様子がおかしい！　あんな複雑な結び目をあっさりと解いてしまうのも変だ！）

　箱から発せられるなにかの気配。手を触ふれている余淑妃は、そのなにかに支配されているようだ。余淑妃の手は既すでに箱の蓋ふたにかかっている。蓋を開いてしまう。

「淑妃様！」

　直感だった。この箱になにがあるとしても、最も災わざわいを被こうむるのは封印を解いた者だろうと。

　余淑妃に箱を開かせてはならないと、咄とつ嗟さに彼女を突き飛ばした。横よこ倒だおしになった余淑妃が跳はねるように起き上がり、また箱に手を伸ばす。蓋を開こうとする執しゆう念ねんを感じる。それを今、理美ひとりで阻そ止しすることは不可能だ。余淑妃と取っ組み合っても、彼女の体力に敵かなわない。

（阻止できない！　最悪でも余淑妃様になにかあってはいけない。それならいっそ！）

　一いつ瞬しゆんで決意し、余淑妃の手が蓋にかかる前に、理美は自ら蓋を開いた。

　その瞬間、箱の中から理美に向かって冷たい空気が押し寄せた。見えないなにかが理美の中をずるっと通り抜けたような感かん触しよくに悪お寒かんが走り、強く瞼まぶたを閉じる。

　必死に手を伸ばしていた余淑妃が、正気づいたように目をぱちくりさせた。

　理美は恐る恐る目を開く。周囲を見回し自分の体のあらゆる部分に目を走らせるが、別段なにも起こっていない。

（今の感覚は、なんだったんだろう……）

　呆ぼう然ぜんとしていると、余淑妃は慕したわしげに理美の腕に腕を絡からませ擦すり寄り、箱の中を覗く。
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「お姉様が開いちゃったのね」

「申し訳ありません淑妃様。無礼を働きました。でも淑妃様がこれを開くのは、どうしても良くない気がして」

「ううん。いいのよ、お姉様。わたしも、なんであんなにむきになって開きたかったのか、よくわからない。ただ無む性しように、開かなくちゃって気持ちになって……こんな箱を」

　理美と余淑妃は箱の中にあるものを見おろす。そして理美は小首を傾かしげた。

「鏡？」

　青あお錆さびの浮ういた手鏡が一つ入っていた。

　先刻までの禍々しい気配は手鏡から感じられず、曇くもった鏡面に空だけを映していた。
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　夜に泣く井い戸どから拾い上げた手鏡は、理美が自室に持ち帰った。

　それは片手で持って掲かかげるとちょうど顔が映る手て頃ごろな大きさで、銅の縁には凝こった花の意匠が浮き彫ぼりにされていた。花の意匠に埋うもれるように文字らしきものも彫られていたが、旧字らしく、理美には読めない。意匠の華はなやかな愛らしさから、若い女性の持ちものだったのだろうと推測はできた。

「あんなに厳重に井戸の底に沈しずめるほど、危ないものには思えないけど」

　青錆が浮いているが、ただの鏡だった。箱を開くまではあれほど禍々しい気配を発していたのに、実際中に納められていたものにはなんの気味悪さもない。

（禍々しい感じがしたのは、わたしの勘かん違ちがいだったのかしら）

　そう思って卓子の上に手鏡を置くと、理美は寝しん台だいに潜もぐりこんだ。

　移動の疲つかれもあった理美はすぐに眠ねむった。

　そして、夢を見た。

　理美は暗くら闇やみの中にいた。ただ自分が夢を見ていると認にん識しきはしていたから、恐きよう怖ふはなかった。

　ここはどこだろうかと、恐おそる恐る一歩踏ふみ出しながら手を先に伸ばすと、指先がこつりと固いものに当たる。突き当たったものに掌を当ててみると、なめらかでひんやりしていた。両手を伸ばして探ると、その固くてつるつるしたものは壁かべのように理美の前に立ちふさがっていた。

　壁を両手で探りながら歩くと、どうやら、周囲を円形に取り囲まれているとわかる。

（閉じこめられている？）

　そう理解したとき、すすり泣く女性の声が聞こえた。周囲を見回すが、真っ暗闇でなにも見えない。しかし泣き声はごく近くで聞こえる。壁に背をつけ、どこだろうと耳を澄すましていると、あることに気がつく。

（後ろ!?）

　声が自分の背後から聞こえることに気がつき、慌あわてて壁から背を離はなしふり返った。そこには確かに壁があるのに、壁の向こう側に薄うす桃もも色いろの襦じゆ裙くん姿の女性が見えた。この壁は透とう明めいだ。

　透明な壁に遮さえぎられた向こう側で女性が一人、顔を覆って泣いていた。彼女の足あし下もとには薄紅、白、薄緑、青と、とりどりの小さな球体が散り、小さな蛍ほたる火びのようにぼんやり光る。

（あれは……？　菓か子し？）

　散った珠たまのいくつかは踏みしだかれていた。小麦粉か米粉を練って小さく丸めた菓子らしい。

　よく見ると無数に小さな珠が散る中に、腕うでの長さほどもある細い木の枝も落ちていた。枝先に、色とりどりの菓子珠がついている。華やかで幻げん想そう的な花が咲さいた一枝のように見えるそれは、鮮あざやかで明るい色しき彩さいだけに、泣き続ける女性の足下にうち捨てられているのが一層痛々しい。

　理美は一歩踏み出し透明な壁に手を当てた。これ以上は先に進めない。

「どうして泣いているの？　あなた、名は？」

　泣く姿の痛々しさに、理美は思わず声をかけた。すると女性は驚おどろいたように顔をあげて、こちらを見た。上品な瓜うり実ざね顔がおの女性だ。彼女は不思議そうに目を瞬またたくが、その間も目からはぽろぽろと涙なみだがあふれている。

「わたしは理美というの。あなた、誰？」

　慰なぐさめたくて優やさしく再度問うと、彼女は消え入りそうな細い声で告げた。

「……麗れい春しゆん」
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　今夜の祥飛の夜食は、饗きよう応おう長ちよう楊高晋が準備した料理だった。

　朱西の健康ゲテモノ料理が出なかったことを祥飛は心から喜んだが、朱西は「俺が夜食を準備できず申し訳ありません」と、悔くやしげに謝っていた。

「明日からは、またゲテモノか……」

　夜食を終え、朱西も丈鉄もさがらせると、祥飛は文ふ机づくえについて書を広げつつ呟つぶやく。

　同じ夜食なら、理美に料理してもらいたい。彼女が調理すると、食しき学がく的食材もまともな料理になって出てきた。

（しかし、おまえが料理しろと命じづらい）

　夜食を作らせることで、理美が身構えないかと心配なのだ。

　皇后の件の返事を催さい促そくしているように思われるのも嫌いやだし、下心があると思われても嫌だ。理美に自分の気持ちを伝えて以来、二人きりで向き合う機会を持たないようにと、慎しん重ちように避さけているくらいだ。

　理美自身も、祥飛と二人きりになることを避けているようだ。自分から二人きりにならないように気をつけてはいるのだが、理美の方から避けられることは、すこし哀かなしい。

（理美は余を嫌きらいで、断りづらくて返事をしないだけか。それとも余を受け入れる可能性があるのに、決心できないで返事をしないのか……）

　文机の上で揺ゆらぐ蠟ろう燭そくの炎ほのおを見つめる。炎の熱は理美を求める自分の熱で、炎の揺らぎは、彼女の心を測りきれずに揺れる自分の心のようだった。

　背後で何者かの気配がした。

「何者だ！」

　誰すい何かしてふり向くと、室の出入り口にある衝つい立たてに身を隠かくすように小こ柄がらな影かげが立っていた。

「理美」

　意外すぎる訪問に驚き、二の句が継つげない。目が合うと彼女は、恥はずかしそうに目を伏ふせ頰ほおを赤らめた。その様があまりにも可愛かわいらしくて胸が高鳴る。

「なにか用か」

　問う声が緊きん張ちようする。理美は衝立を離れると、躊躇ためらいがちにこちらにやって来た。

「陛下」

　切なげな声とともに、理美は祥飛の座る足下の床ゆかにくたりと座り、甘えるように祥飛の膝ひざに手をかける。祥飛の心臓が胸の中で跳ねた。

　理美は上うわ目め遣づかいに、潤うるんだ瞳ひとみで祥飛を見あげる。膝の上にある祥飛の手に自らの手を重ね、頰を寄せる。手の甲こうに感じる、なめらかでやわらかな感触に体が震ふるえた。

「これは、……余への返事なのか……」

　掠かすれる声で問うと、理美は祥飛の手に頰を寄せたまま曖あい昧まいに首を振ふる。否いなとも取れるし、肯こうともとれた。

（どちらだ!?　しかし……どちらでもいい！）

　理美がなにを思ってこんな行動に出ているのかはわからないが、我が慢まんの限界だった。

「そなたが悪い」

　呻うめくように言うと、理美が「なんのことです」と問いたげに顔をあげた。祥飛は椅い子すから立ち理美の腕をとって立たせると、その体を抱かかえ上げる。

　目を丸くする彼女を抱えて寝室に入ると、寝台に垂れる帳とばりを肩かたで押し開く。抱えていた理美をおろすと、押し倒たおし、両手首を押さえこむ。

「そなたが悪い。余の望みを知っていながら、ここに来たそなたが悪いはず」

　眉まゆ根ねを寄せ、祥飛はこらえるように目を閉じる。

「だが、おまえの考えを聞きもせずに、こんな真ま似ねは……」

　これは、試ためされているのだろうか。

　祥飛が本当の意味で思いやりを持っているのか確かめるため、彼女は体を張って来たのかもしれない。それならここで、無体な真似をしてはいけない。

「理美。教えて欲しい。なぜ来た」

　再び理美を見おろし問う声は、自分の声と思えないほど切なげだ。翻ほん弄ろうされているのを自覚しながら、どうしようもない。理美はまた曖昧に首を振るだけ。

（我慢できない）

　祥飛の両手は無意識に理美の頰を滑すべり、首に触ふれ、鎖さ骨こつに触れ───。

「ならぬ！」

　ぎりぎりのところで祥飛は自らを叱しつ責せきし手を引っ込め、寝台から飛び下りた。

「なぜ来たか理由を話せ！　もし話す気がないなら、さがれ！」

　寝台に背を向け、壁に額をつけて怒ど鳴なった。

　静せい寂じやくが訪おとずれた。祥飛は沸わきあがる衝しよう動どうに耐たえながら待っていたが、返事はない。しばらくして衝動がおさまり、祥飛はようやく寝台の方へ「理美」と呼びながらふり向いた。

　寝台に、既すでに理美の姿はなかった。

「……帰ったのか……。なにがしたかったのだ、理美は」

　そう呟いた途と端たん、全身になにかが覆おおい被かぶさってくるような怠だるさを感じた。ふらふらと寝台へ戻もどると、ゆっくりと横たわり目を閉じる。

（どうしたことだ。ひどく怠い……）
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　朱西は寝しん台だいに横になっていたが、暗くら闇やみの中で目を開いたまま眠ねむれずにいた。

（陛下は今夜、理美の寝室へ行かれるだろうか。今日は行かなくとも、いずれ必ず行くはずだ。これほど近くに気に入りの妃ひ嬪ひんがいれば、当然……）

　理美が朱西への思いをきれいに断たち切ったなら、彼女は祥飛を受け入れるだろう。それを思うと息苦しくなる。そのとき寝室の扉とびらが細く開き、暗闇に一条の月明かりが射さす。「誰だれです」と誰何し身を起こす。目にしたのは、月明かりを背に立つ理美の姿だ。

「理美!?　なにかありましたか!?」

　夜中に突とつ然ぜんやってくるとは、何ごとかあったのかと焦あせった。

　しかし彼女は落ち着いた様子で首を横に振ると、するすると寝台に近づいてきた。さらに躊躇いなく寝台に乗ると、驚く朱西の顔を覗のぞきこむ。

「なんのつもりです」

　射しこむ月明かりのおかげで、互たがいの顔は微かすかに認にん識しきできる。理美の、泣いているように潤む瞳は愛らしく、唇くちびるも艶つややか。朱西の理性はぎりぎりだ。

「二人の間にある思いは死んだはずです……。だからこれは……、駄だ目めです……」

　駄目と言いながら、朱西の手は理美の腰こしを抱だく。彼女がくすぐったそうに身じろぎしたので、はっとして手を離はなし、呻く。

「覚えていますよね、理美。俺たちが互いに、互いの思いを殺したことを」

　細い声で「はい」と答えながらも、理美は朱西の胸にもたれかかるように身を寄せる。朱西の喉のどの奥から「理美」と絞しぼるような声が出るが、突つき放すことなどできなかった。温かく、細く、やわらかな体を、力ちから一いつ杯ぱい抱きしめたい衝動がわきあがる。

「覚えているのに、なぜ」

　答えるように、理美の両手が朱西の背にまわってぎゅっと抱きつく。

　思わず朱西の手は、理美の背後へと回る。抱きしめ返したくてたまらないその腕うでを、

（これは……許されない！）

　朱西は意志の力で引き戻し、理美の両りよう肩かたを摑つかんで自分から引き離す。

「理美。こんなことは、いけません。やってはならない」

　そのとき居室の方から、「朱西、起きてるか？」と丈鉄の声がして血の気が引く。

　居室と寝室を繫つなぐ扉は、細く開いているのだ。

　理美もはっとした様子で扉をふり返る。静かにと指を立て、落ち着いた声で答える。

「起きてる。もう寝ねるところで着き替がえ中だが。どうした」

「酒でも飲もうかと思ってな。出てきて、つきあえよ」

「なにか羽織ってから出るから、すこし待て」

　朱西は寝台を下りると、怯おびえたように寝台に座ったままの理美に囁ささやく。

「丈鉄の室で飲むように仕向けます。俺たちがここを離れたら、お帰りなさい。誰にも見られないように」

　こくんと頷うなずいたのを確認し、朱西は衣きぬを一枚羽織って寝室を出た。居室の扉にもたれかかって待っていた丈鉄は朱西の姿を見ると、片手に持った酒の徳とく利りをふった。

「せっかくの休養期間だ。おまえも俺も、くつろがないとな」

　にかりと笑った丈鉄に、朱西は苦く笑しようする。

「おまえはいつも適当に、くつろいでいる気がするが。飲むなら下層の、おまえの室へ行こう。上層には陛下や四し夫ふ人じんの室がある。馬ば鹿か笑わらいできないぞ」

「それもそうか」と丈鉄は疑いなく朱西とともに室を出た。歩きながら丈鉄が何げないふうに、「理美とはその後、なにもないのか？」と訊きいた。内心ぎくりとしたが、顔に出さず頷く。

「無論だ。二人とも割り切った」

「なら、いいさ」と答えた丈鉄だったが、すこしだけ申し訳なさそうな顔をした気がした。

　一方の朱西は平気な顔をして歩いていたが、心の中は乱れきっていた。

（理美はなぜ、あんな真似を。なぜ……）
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（不思議な夢を見たなぁ……）

　翌朝理美は身み支じ度たくをしながら、昨夜の夢を思い出していた。夢の中で理美は透とう明めいな壁かべに閉じこめられており、その壁の外側で見知らぬ女性が泣いていた。彼女は麗春と名乗った。

　夢はそこで途と切ぎれた。

　あんな女性に会ったこともないし、麗春という名も聞いたことがない。見ず知らずの人が夢に出てきたことを不思議に思いながらも身支度を終え、「珠ちゃん、行きましょ」と寝台の上にいる珠ちゃんに声をかけた。

　珠ちゃんはくあっと大おお欠伸あくびすると、しゅるりと寝台を下り、理美の裳もの中へ潜もぐりこんだ。

「あら、そっち？　今日は陛下のお顔を見る気分じゃないのね」

　成せい華か城じように到とう着ちやくしてから珠ちゃんは溜ため息いきをつかなくなったが、そのかわり欠伸ばかりする。

　裳の中で「くぁ～」「ふぁ～」と欠伸を連発している珠ちゃんの気配を感じながら、祥飛の室へと向かった。宮城を離れても、毎朝祥飛に珠ちゃんの無事な姿を見せる義務は変わらない。

　祥飛の室のある北の棟むねの上層は、廊ろう下かの左右に常に侍じ官かんがいる。彼らに取り次ぎを頼たのみ皇こう帝ていの居室へ入ると、祥飛は朝あさ餉げの最中だった。傍かたわらに朱西と丈鉄も控ひかえている。

「おはようございます陛下。朱西様、丈鉄様。珠ちゃ……ではなく、五ご龍りゆうをお連れしました。今日は眠いらしくて、裳の中でうとうとしてます」

　いつもの挨あい拶さつを述べた理美に向かって、祥飛と朱西はもの問いたげな妙みような顔をしている。

（あれ？　陛下も、朱西様も。なんだか、わたしを見る目が変？）

　祥飛はしばらく考えるように目を伏ふせていたが、おもむろに箸はしを置く。

「朱西、丈鉄。席を外せ。余はすこしの間だけ、理美と二人で話がある」

　朱西の背を丈鉄がぽんと叩たたき「出るぞ」と促うながす。朱西は躊躇ためらう素そ振ぶりを見せたが、仕方ないと諦あきらめたように、丈鉄とともに出て行った。

（皇后のこと。とうとう、あの返事を求められるのかも）

　まだ決断できないでいる理美は、身構えた。しかし同時に、祥飛の顔色がひどく悪いことに気がつく。見れば卓たく子しの上にある朝餉の粥かゆは冷え切って、ほとんど手つかずで残っている。

「陛下？　お顔の色が優すぐれません。食しよく欲よくがないんですか？　具合がお悪いんですか？」

　思わず問うと、祥飛は軽く眉まゆ根ねを寄せた。

「すこし怠い。昨夜のおまえの、あれから……」

　ぽつりと呟つぶやく祥飛の言葉の意味はわからないが、彼の不調は見過ごせない。

「朝から体が怠いのは放ほうっておけません。朱西様にご相談して、お体にいい食しき学がく的な料理をすぐにでもお食べください」

「そんなことはどうでもいい。それよりもおまえの昨夜のあれは、なんだったのだ？」

　理美は首を傾かしげた。皇后の件に関して返事を求めているわけではないらしいが、問われた意味がわからない。

「昨夜の、なんですか？」

「忘れたとは言わせぬ。昨夜、おまえは余のもとに来て、なにがしたかったのだ」

　ぽかんとしてしまった。

「え？　わたしは昨日から今朝まで、成華城に入ってから陛下のお顔を見ていません」

「しらばっくれるな！」

　椅い子すから立ちあがると、祥飛は理美の手首を摑み壁に押しつけた。

「昨夜おまえは余の部屋に来て、余に甘えたではないか！」

（わたしが陛下に甘えた!?）
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　なにがなんだかわからず、ただ驚おどろき焦あせった。

「そんなことしてません！　わたしは昨夜、早々に寝ました。朝までぐっすり」

「なら昨夜のおまえはなんだ!?」

「だって、本当にそんな覚えがないんです」

　祥飛の昂たかぶりが恐おそろしくて、答えた声が震ふるえた。涙なみだ目めになって訴うつたえたとき、裳も裾すそから珠ちゃんがぱっと顔を出した。裳を駆かけあがり理美の肩かたに乗ると尾おを立て、シャッと警けい戒かいする声を発し歯をむき出す。それで祥飛もはっとしたらしい。

「覚えがないというのか」

「なにも心当たりがないんです」

「まさか覚えていないなどと……。いや、思い返せば様子がすこしおかしかったような……もしや寝ぼけて……」

　愕がく然ぜんと祥飛は宙を見つめ、その後肩を落とす。摑んでいた手を放し、椅子に戻もどって腰こしを落ち着け、額に手をやり俯うつむく。

「もう、よい。さがれ理美。五龍が健在なのもわかった。……威い嚇かくされたからな」

　落ちこんでいる祥飛の様子に、理美は狼狽うろたえた。

「あの、陛下。昨夜は本当にわたしでしたか？　そんな真ま似ねをしたのは」

「間ま違ちがいない。この手でおまえに触ふれた」

　触れたと言われ、かっと恥はずかしくなる。まったく身に覚えがないのだが、祥飛に甘えかかり彼に触れられたというのは、どういうことだろうか。

「そんなこと……あの、本当に。わたしは覚えがなくて……」

「だろうな。その様子では」

　椅子に沈しずみ込む祥飛の落らく胆たんぶりよりも、彼の顔色の悪さと覇は気きのなさがさらに気になる。

　一いつ瞬しゆん見せた感情の昂ぶりで、なけなしの体力と気力を使ってしまったような感じすらした。

「陛下。お体は本当に大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

「大事ない。宮城を離れ、気が抜ぬけているだけだろう。とにかく今はさがれ理美。頼む」

　理美が近くにいることが祥飛の神経の負担になりかねないと察し、逃にげるように室を辞した。

（わたしが昨夜、陛下の側そばへ？　そんなこと……。まさか……。でも陛下は間違いないと。それに陛下のご様子も、すこしおかしい。お顔の色が悪くて、怠だるいと。昨日まで元気だったのに。それも昨夜のわたしのせいなの？　覚えがないのに……）

　混乱しながら、早足に東の棟へ帰ろうとした。

「どういうこと？　わたし昨夜は、珠ちゃんと一いつ緒しよに寝ねていたよね？」

　珠ちゃんはキュウと困ったような声で鳴く。ぐっすり寝ていた珠ちゃんにも、わからないのだろう。

　早足で逃げるように歩いていると、北の棟と東の棟が交わる曲がり角で「理美」と、空き室の中から声がかかる。それが朱西の声だと理解する前に、手首を摑つかまれ、中へと引っ張りこまれた。たたらを踏ふんでふり返ると、朱西が後ろ手に扉とびらを閉めるところだった。

　何ごとだろうかと、理美は目をぱちぱちさせるしかない。

「朱西様？　いったいどうなさって」

「理美。昨夜はなぜ俺のところへ来たんです」

　そう言われて仰ぎよう天てんした。

（昨夜って、陛下だけじゃなくて朱西様まで!?）

　肩の上にいる珠ちゃんも、さすがに驚いたように目をくりくりさせる。珠ちゃんが「そんなことしたの？」と問いたげに理美の顔を見るので、力ちから一いつ杯ぱい首を横に振ふる。

「行ってません！　夜に、朱西様のところへなんて」

「とぼけないでください」

「本当に、なにも覚えがないんです」

　二度目の濡ぬれ衣ぎぬで半泣きになる。必死さが伝わったのか、朱西の方が驚いた顔をした。

「…………え？　本当に……本当ですか？」

「わたしは、昨夜は早くに寝てしまって。朝までぐっすり」

　祥飛に比べ朱西の方が、いくぶん冷静らしい。理美の言葉を聞いた彼は、「では、昨夜のあなたのあの行動は……」と考える様子で眉根を寄せ、「夢遊病でしょうか」と呟く。

「考えてみれば、あなたが正気であんなことをするとは思えない。夢うつつに歩き回ったのかも知れませんね。もしそうなら危険なことですよ。しかも、俺は神経がすり減りました」

「すみません。でも、本当に身に覚えがなくて」

　溜ため息いきをつき、朱西はしばし考えてから口を開く。

「なにか対策を立てた方が良いですね。俺は今夜から陛下のためのお夜食を準備する予定ですから、ついでにあなたにも、眠ねむりを整える食材をさしあげます。それをお上がりなさい」

「ありがとうございます」と感謝半分申し訳なさ半分で項うな垂だれるが、夜食の言葉で、さっきの祥飛の様子を思い出し顔をあげた。

「そういえば、朱西様。陛下のお顔の色がとても悪くて、体が怠いと仰おつしやっていました。気がつかれましたか？」

「確かに食欲はないように見受けられましたが。陛下は怠いと仰いましたか？」

「はい。あのご様子からすると、早めに朱西様の準備する食事をさしあげたほうがいいかと」

「そこまでですか？　気になりますね。俺はもう一度陛下のもとへ戻り、ご様子を確かく認にんします」

　表情を引き締しめた朱西は、室を出ようと促うながすように理美の背に手を当てる。二人揃そろって歩を進めながら朱西が優やさしく微び笑しようした。

「俺が気がつかなかった陛下のご様子を教えて頂けて、助かります。でもあなた自身も、おかしな夢遊病を発はつ症しようした可能性がある。用心なさい。念のため寝しん台だいに鈴すずでもつけますか？　あなたが無意識に歩きだして鈴が鳴るようなら、俺が止めますが」

「え、じゃあ朱西様はわたしの寝室に」

　朱西の頰ほおに赤みがさす。

「おかしな意味ではありません。ただ純じゆん粋すいに心配なので、あなたが」

（心配してくださってる？）

　じんとして、胸が震えた。朱西は理美への気持ちを捨ててしまったのかも知れないが、こうやって思いやりだけは残してくれている。

　そしてこんなに優しいから、理美は彼を諦あきらめられないのだ。

　見つめ合うと、まだお互たがいに同じ思いが流れている気がしてしまう。

「ありがとうございます。朱西様」

「あなたは俺の助手で、食しき学がくに俺とは違う視点をもてるはずですから貴重です。陛下のご様子に関しても、よく気がついてくれますし。ただ、それだけのことです」

　廊ろう下かに出ると朱西は「それでは」と断り、先に歩み去る。その背中を見送っていると、久しぶりに感じる彼の思いやりに、胸の中に明かりが灯ともるような嬉うれしさを感じる。しかし同時に、自分自身が不安でたまらない。

（陛下は、わたしが甘えたと。朱西様も「あんなこと」と。わたし、はしたないことをしたの？）

　はしたないことの内容を想像して青ざめる。二人が具体的になにも言わないから、とんでもなく烈はげしく、はしたなかったのかと思ってしまう。自分がなにをしたのか確かめるのも恐こわい。

（はしたない行動をする夢遊病を発症したのだったら、どうしよう。間違いなく大だい迷めい惑わく）

　恥ずかしいやら血の気が引くやらで、顔を覆おおいたくなった。

（絶対に、絶対に、今夜は眠らない）

　そう固く誓ちかい、その夜は眠るまいと膝ひざの上に書を広げ、長なが椅い子すでがんばったものの───。

　真夜中過ぎ、つい、うとうとしたらしい。







　ふと気がつくと、理美は昨夜の夢と同じ暗くら闇やみの中にいた。それに気がついて焦った。

（起きなきゃ。寝ちゃ駄だ目めだったんだ）

　慌あわてて起きようとするが、夢の中でどうすれば目が覚めるのか見当がつかず、うろうろと周囲を見回す。すると桃もも色いろの襦じゆ裙くん姿がぼんやり見えた。昨夜も夢の中に現れた女性だ。

（麗春さん!?　昨夜と同じだ）

　二夜続けて同じ夢を見ている自分に驚おどろき啞あ然ぜんとした。透とう明めいな壁かべの向こうの麗春は宙の一点を見つめていて、理美に気がつかないらしい。昨夜と同じく足あし下もとには小さな菓か子しが散り、同様に菓子がついた華はなやかな枝もうち捨てられたまま。彼女の両目からは絶え間なく涙なみだがぽろぽろとこぼれる。

　いじらしいほど静かな泣き方を見ると、胸が痛む。

（あの人、今日も泣いている。ずっと泣いている。どうしてあんなに哀かなしそうに）

　目覚めなければと焦あせる気持ちを忘れ、声をかけていた。

「麗春さん。なんで泣いているの？」

　麗春が目を瞬またたきこちらを見た。

「あなた確か……理美？」

　夢の中に現れる麗春にも、前夜理美と会った記き憶おくがあることが不思議な気はした。

（そういえば斎さい宮ぐう様が言ってた。夢には二種類あるって）

　一つは、自分の頭の中で作り出す、とりとめもないただの夢。

　もう一つは、神や精せい霊れいや魂たましいなどの通常は目に見えないものが夢の中に入り込んでくる、神かん夢む。

　ただの夢と神夢の違いは、『感かん触しよくでわかる』と姉斎宮は言っていた。理美が今見ている夢は、いつも見る自分の夢とは感触が違う。

（これは神夢かもしれない）

　そうであってもなくても、とにかく麗春というこの女性の涙があまりにも痛々しいから、どうにかして泣きやんで欲しい。

「どうして泣いているのか、教えてくれる？　わたし、助けになれることある？」

　麗春は躊躇ためらうように何度か唇くちびるを嚙かんだが、その後にぽつりと呟つぶやく。

「誰だれにも助けられない。わたしは、恋こいしい人と別れるの」

「どうして別れるの？　事情を話してくれたら、わたしじゃなくても誰かが助けになれるかも」

「助けられない。だってわたしが、助けて欲しくないから」

「なんで!?」

「わたしが望んで別れるから」

　意味がわからなかった。混乱して言葉に詰つまった理美に、麗春はぽろぽろ泣きながら告げた。

「わたしが望んで別れるの。わたしは彼との別れを望んでいるの。だから助けは必要ないの」

「その方が、恋しいんでしょう？」

「恋しい。恋しくてたまらない」

　麗春の唇が震ふるえる。これほど哀しみながら、なぜ別れを望むのか。

「じゃあ、どうして」







　そう夢の中で麗春に問い返したとき、目が覚めた。頰に当たる朝あさ陽ひの明るさを感じ、膝から床ゆかの上に落ちた書を目にして、理美は飛び起きた。

「寝ねちゃった！」

　既すでに朝陽は昇のぼっている。うっかり眠った自分が夜中になにかしでかしたかもしれないと不安になり、慌てて朱西の室へと走って行く。すると廊下へ出てきた彼と鉢はち合あわせした。彼は理美の顔を見るなり、ものすごく困ったような顔をして、

「昨夜も、あなたは来ましたね」

　と、言った。青ざめていいやら赤面していいやら、理美はいたたまれなくなった。

（一度ならず二度までも。穴があったら入りたい）

「すみません。それで、わたしはなにを？」

「あなたは、また……俺の寝台へ潜もぐりこもうとするので」

「また!?　またってことは、一度目にもそんな真ま似ねを！」

「ええ。ですが俺も、あなたが寝ぼけているのは承知していますから。今度は冷静に『お帰りなさい』と言えました。素す直なおに帰ってくれたので、安心しました」

　あまりのことに理美は頭から湯気が出そうで、目が回りそうになった。「すみません……なんとか、します」と項うな垂だれて謝罪すると、朱西がとことん疲つかれたような溜ため息いきをつく。

「そうですね。なんとかしてもらわなければ、俺も困ります」

（朱西様を困らせてる。ご迷惑なんだ。朱西様は思いをきれいに捨ててしまわれたのに、わたしが無意識にでも、未練がましく朱西様に近づくことが）

　つんと鼻の奥が痛くなり、申し訳なさも手伝って泣きたくなる。

「気をつけます。朱西様にご迷惑をおかけしないように努力します」

「お願いできますか？」

　拒きよ絶ぜつすらもあくまで優しい朱西に、理美は「はい」と真しん摯しに頷うなずく。すると朱西はこの話は終わりだとばかりに、表情を改めて促す。

「さあ、五ご龍りゆうを連れて陛下の室へ朝のご挨あい拶さつに行きましょう」

　理美は一いつ旦たん自室に帰り珠ちゃんを抱だいて、朱西とともに祥飛の室へと向かう。

「そういえば、昨日の陛下のご様子はどうでしたか？　朱西様」

　相変わらず欠伸あくび連発の珠ちゃんを撫なでながら問うと、彼は「心配ありません」と請うけ合った。

「お顔の色が悪くて体が怠だるいと仰おつしやるので、気力体力を増強する崑こん姜がの絞しぼり汁じるを飲んで頂きました。今朝には回復していると思います」

　皇こう帝ていの朝は早い。いつもなら祥飛はとっくに起き出して、身み支じ度たくも終えている。扉とびらを開き朝に来訪する臣下たちを出で迎むかえる準備は整っているはずなのだが、今朝は扉が閉まっていた。

　野鳥が渓けい谷こくに遊ぶ様を浮うき彫ぼりにした扉は閉とざされたまま、中からは物音がしない。

　朱西が「おかしいですね」と、中へ向かって声をかけようとすると扉が開いた。出てきたのは丈鉄だった。

　丈鉄は「おっ」と目を見開く。

「よお、お二人さん。今朝もご苦労様だな」

「なにかあったのか丈鉄。扉が開いてないが」

　心配そうな表情になる朱西に、丈鉄は軽く首を振ふってみせる。

「陛下の具合がちょいと悪いってだけだ。熱もないし、おかしな症しよう状じようもない。単純に食しよく欲よくがなく、怠くて起き上がるのが億おつ劫くうなんだそうだ。まだ寝しん台だいの中にいらっしゃる」

　朱西の表情が曇くもる。

「起き上がれないと？　なぜ昨日より悪く？　昨日の様子では、そんな兆候はなかった」

（熱もないのに、怠くて起き上がれない？）

　熱があれば怠くて当然だが、逆に熱もないのに起き上がれないほど怠いのは異常ではないか。

「当然医師の判断は仰あおいだのだろう丈鉄。医師はなんと？」

「特に病の所見はないから、気の持ちようだろうとさ。て、ことで。今日は急ぎの用件以外で陛下にお目にかかることはできない。ただ五龍の健在だけは確かく認にんしたいと仰っていたからな。理美だけ中へ入れ」

　促うながされるが、一人で祥飛の寝室へ踏ふみこむことが躊躇われる。

　皇帝の寝室に足を踏み入れるなど、一いつ介かいの女によ官かんに許されることではない。理美が意見を聞くように朱西を見やると彼は、「お行きなさい。あなたの義務ですから」と励はげます。

「わかりました」と頷き室内へと踏みこむ。居室は薄うす暗ぐらく、最さい奥おうにある寝室へ続く扉がぼんやり見える程度。薄暗い中で扉の前に立ち、中へ問いかける。

「陛下。雪理美です。五龍をお連れいたしました」

「入れ」と声がしたので、遠えん慮りよがちに扉を開く。

　扉の正面、室の最奥に天てん蓋がい付きの寝台があった。刺し繡しゆうの施ほどこされた分厚い緞どん子すの帳とばりは開かれていたが、薄絹の帳は半分垂れている。外はもう明るいのに、寝台の傍かたわらには蠟ろう燭そくが灯ともっていた。

　頼たよりない蠟燭の明かりに照らされ、祥飛が寝台の上に上半身を起こして座っていた。

「陛下!?」

　理美は息を吞のんだ。




　　　二




　祥飛の顔色は紙のように白く、美しい人形めいて見えるほどに生気がない。睫まつげの作る濃こい影かげも頰ほおの線もぞっとするほどに魅み力りよく的で、人形めいているからこそ、見るものを誘ゆう惑わくするような艶なまめかしさがある。

　しかし常の祥飛を知っている理美にすれば、そんなふうに見える彼こそ異常だ。寝台の傍らに駆かけ寄ると、珠ちゃんも驚おどろいたように首を伸のばし、祥飛を覗のぞきこむ。

「どうされたんですか。具合がお悪いと」

「なんでもない。ただ怠いだけだ。休めば良くなるだろう」

　そこで祥飛は、青い瞳ひとみで祥飛を覗きこむ珠ちゃんに向かって苦く笑しようした。

「どうした、五龍。余が寝台にいるのが珍めずらしいか？」

　珠ちゃんは困ったように首を傾かしげる。

（熱もない。医師も病ではないと。でも陛下のお体は絶対おかしい。普ふ通つうじゃない）

　なんとかしなければならないと、焦あせりが沸わきあがってくる。

「怠いのならば、今日も食しき学がく的なお食事を召めし上がってください。朱西様がきっとよい食材を見み繕つくろってくれます。お味が不満なら、わたしも手伝って味を調ととのえますから。そうすれば」

　言いつのろうとする理美の言葉を、祥飛が手をあげ制した。

「それより先に、おまえが余のもとへ来るのをまず止やめよ。おまえは昨夜また、寝ぼけて余のもとへ来た」

　あまりのことに理美は声を失う。昨夜、朱西のもとへ行ったのみならず、また祥飛のもとへも来たのか。己おのれの行動の不可解さに驚き、恥はずかしさにいたたまれない。耳が熱くなる。

「す、すみません。陛下。わたし……その……覚えていなくて……」

「そうであろうな。だが、いい加減にしろ。今度そんな真似をしたら容よう赦しやなく襲おそうぞ」

　低い声で脅おどされ、項垂れる。

「ご迷めい惑わくをおかけしないように、夢遊病の対策を立てます。それよりも陛下のお体が心配です。わたしにできることがあれば何でもします。とりあえずお食事は、朱西様と相談して、わたしも作るのをお手伝いしてお持ちします。召し上がってくれますか？」

「おまえが作ってくれるなら、嬉うれしい。作ってくれるのか？」

　はにかむように祥飛は言う。彼が理美の申し出を快く受けてくれたことにほっとして、顔をあげられた。

「はい。今からお作りします」

　請け合って祥飛の寝室を出る。廊ろう下かに出ると、朱西と丈鉄が心配顔で待っていた。

「陛下のご様子はどうでしたか、理美」
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「ご自分では大だい丈じよう夫ぶだと仰っていますが、とても弱っていらして。朱西様の準備する食事でなんとかならないかと思って、陛下に召し上がっていただくお約束はしました。陛下はいつからあんなご様子なんですか？　丈鉄様」

「昨日も朝起きると怠いと仰っていたが、一日変わりなかった。一晩寝れば回復すると思っていたが、今朝起こしに行ったら起き上がれないと仰った。眠ねむって逆に悪くなったようだぜ」

　丈鉄の答えに、朱西は眉まゆをひそめる。

「にもかかわらず、医師は病の所見なしというのか」

　三人で顔を見合わせると、互たがいの胸に沸きあがる不安を感じた。

（いったい、陛下の身になにが）

　丈鉄は困ったというように眉まゆ尻じりを下げるが、それでも深刻ぶることを嫌きらうようで、朱西と理美に笑って見せる。

「ま、とりあえずお二人さんは、陛下にさしあげる朝あさ餉げでも作ってくれ。それを食ったら、陛下は寝台から出てくるかもしれないしな」







　でこぼこした太い草の根のような見た目の崑姜は、気力体力を増強する効能がある。

　朱西はそれをすり下ろし、絞り汁を祥飛に提供する方法をとっているようだった。

　理美とともに厨ちゆう房ぼうに立った朱西が「どうぞ」と、器うつわに入れた崑姜の絞り汁をすすめたので、理美は受け取り香かおりをかいでみた。

（すごく強い香。でも悪い香じゃなくて、爽さわやかな香がする）

　しかし一口口に含ふくむと、うっと青ざめた。朱西が顔を覗きこんでくる。

「今の陛下にはこれを毎日召し上がって頂くことが必要なんです。味はどうですか」

　必死の努力で飲みくだし、理美は呻うめいた。ちりちりする辛からみと苦みで舌が痺しびれている。

「どひらかというと、おいひくないへす」

「どちらかというと、美味おいしくないです」と言おうとしたが、舌が痺れて言葉が不ふ明めい瞭りようになる。祥飛はよくこんなものを素す直なおに飲んでいると感心した。

　しかし気力体力が落ちている祥飛がなんとか今の状態を保っていられるのは、食学的な見地から饗きようされる食事を口にしているからに違ちがいない。

「まあ……、俺も自覚はあります。陛下も毎回、おまえは余を殺そうとしていると、ひどい苦情を仰おつしやいますから」

「でも、朱西様の選ばれる食材は陛下に必要なものです。ただ、お味を調えた方がもっと召し上がれると思います」

　ようやく舌の痺れがとれてきた。

「お願いできますか。おそらく三食、食学的なお食事を召し上がって頂くのが最善と思いますから、俺が毎日食材を選びあなたに託たくします。それを調理してください。まず今朝は崑こん姜がのみで」

「はい」と頷うなずくと、朱西は「ではお願いします」と背を向けた。てっきり一いつ緒しよにいてくれると思いこんでいたので「えっ？」と思わず声が出る。彼は足を止めふり返る。

「なにか？」

「え、いえ。朱西様もご一緒に、調理されるのかと思っていました」

「あなたに一任します。俺は食材を選び、あなたが料理する。その役割で良いでしょう。あなたの調理が終わる頃ころを見計らって、また来ます」

　最後にちょっとだけ笑え顔がおを見せてくれたが、朱西はそのまま素っ気なく厨房を出た。

（避さけられてる……朱西様に）

　理美への思いをきれいさっぱり消し去った彼のもとへ、理美は昨夜も夢うつつに会いに行ったらしい。そんなことをされれば、朱西も迷惑だろう。やんわりと「未練がましくするな」と、理美に伝えようとしているのかも知れない。

（駄だ目めだ。陛下のお体が大変なときに、こんなことで落ちこんでいては。わたしは料理をしているからこそ、食学博士の助手という場所にいられる。そして陛下の臣という場所にいられるんだから。役に立たないと）

　沈しずむ気持ちに活を入れ、崑姜を手にとる。それをさくりと包丁で切ってみると、その手て応ごたえは悪くない。歯は触ざわりが良いかも知れない。

「香は悪くない。歯触りも。ただ刺し激げきが強い。ならばそれを緩かん和わするために……卵？　そして怠だるい体で朝食べやすいのは……湯タン？　粥かゆ？」

　ぴんときて笑顔になった。

「崑姜風味の卵粥！」

　爽やかな香は、重くて怠い体には活力になるし、卵が刺激を和やわらげる。理美はさっき崑姜の絞しぼり汁じるを一口飲んだが、それだけで手足の指先がほかほかし始めているのがわかる。

（温かい粥で崑姜を饗すれば、相乗効果が望めるかも！）







　祥飛の不調が顕けん著ちよになって以降、理美は毎日三食彼の食事を作った。

　朱西は崑姜の他ほかにも必要と思われる食材を選ぶと、理美に食材の特とく徴ちようを伝え託してその場を去る。調理が終わる頃に再び厨房に顔を出し、問題なければ祥飛に饗して良しと許可を出す。

　今朝も朱西は食材を渡わたすと厨房から去った。理美は朝餉の準備を整え終えると、朱西に知らせた。すると彼はやって来て、崑姜を練り込んだ一口大の餅もちを胡桃くるみの甘あま味み噌そで味付けしたものを、味見してくれた。

（わたしはまだ夢遊病で、朱西様にご迷惑をおかけしてるのかも知れない）

　やはり朱西は、ここのところずっと理美を避けている。間ま違ちがいなく夢遊病のせいだ。

　夜、無意識に歩くのを防ごうと、足首に鈴すずをつけてみたり、珠ちゃんにお願いしたり、いろいろと試みている。寝しん室しつの扉とびらに糸を張り、扉を開けば糸が切れ鈴が鳴る仕し掛かけまで作った。

　朝になっても糸は切れておらず、鈴も鳴っていない。

　自分としては、寝台から抜ぬけ出したとは思えない。

　なのに朱西がこうやって理美との距きよ離りをとろうとしている様子を見ると、まだ夢遊病は続いていると思わざるを得ない。なんらかの方法で理美は、糸も切らずに鈴も鳴らさずに、器用に寝室を抜け出している可能性がある。無意識にそんなことができるのかは疑問だが、人間、なにをやらかすかわからないものだ。

（しかもずっと同じ夢を見ている）

　成せい華か城じように到とう着ちやくした日の夜からずっと、透とう明めいな壁かべの向こうに麗春という女性がいる夢を見ていた。三日前に夢の中で麗春は、恋こいしい人と望んで別れると口にした。

　毎夜夢の中で理美は、その理由を問い続けている。しかし麗春は泣きながら「わたしが望んだ」と言うばかりなのだ。

（あんな夢を見ながら、寝台を抜け出して歩き回れるのかしら）

　そんなことを考えつつ朱西を見つめていると、彼が訝いぶかしげな顔をする。

「なにか？　理美」

「朱西様。わたしはまだ夜中に、ご迷惑をおかけしてますよね？　きっと……」

「大丈夫です。俺は承知していますから、問題は起こっていません」

（やっぱり、まだ続いて）

　朱西は、理美が様々に対策を講じていることを知っている。知っているからこそ優やさしい彼は、理美の夢遊病をあからさまに責めないだけ。

「すみません……。いろいろやっているんですが」

「かまいません。さあ、冷めないうちに陛下に朝餉を」

　追い立てるように言われると寂さびしさが募つのるも、これが理美の仕事なのだ。「はい」と頷き餅の器を手に捧ささげ持つ。祥飛の室へ行くと、彼は近ちか頃ごろいつも長なが椅い子すの上にいる。

　理美の顔を見ると嬉うれしげに微笑ほほえむが、日増しに弱っていた。

（陛下のご様子が、不安）

　祥飛の影かげすらも薄うすれていそうで、恐こわくなる。
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　数日経たっても祥飛は回復せず、ほとんどの時間を寝台で過ごすようになっていた。四し夫ふ人じんも心配して見み舞まいに来たが、人と喋しやべるのも億おつ劫くうだった。短時間で面会は終しゆう了りようさせた。

　この様子をいたく心配しているのは朱西だ。

　祥飛の不調を安寧へ知らせ、ことによっては宮城に帰るべきだと主張した。しかし祥飛は、たかだか怠いくらいで安寧に知らせを走らせることもないと言い、あまつさえ宮城に帰る気はないと拒きよ否ひした。

　五ご龍りゆうを回復させるために氾因に来たのだから、その目的が達成されない限りは動きたくない。

　祥飛は五龍の存在に安心感を求めていた。皇こう帝ていは五龍とともにあり、そのことによって国を統治する力を得る。そう伝えられているのだから、離はなれたくない。即そく位い直後、伯礼の仕し業わざにより五龍を失った不安に苛さいなまれて一年を過ごした。その時間が長かっただけに、二度と離れたくはないと思う。自分の治世が揺るぎないものである保証として、五龍が元気で側そば近くにいることを、なによりも望んでいるのだ。

　しかしやはり、己おのれの不調は不可解であり、不安でもある。

　今はさらに、もう一つ大きな悩なやみがあった。

（こんなに余が不調なときに、理美はなんという、ややこしい寝ねぼけ方をしてくれるのだ）

　祥飛は己の不調への不安と同時に、悩ましい衝しよう動どうをもてあまし悶もん々もんとしていた。

（理美が寝ぼけて、真夜中にふらふら来るようになって以来、夜が辛つらい）

　いったい幾いく夜よ、理美はやってきたことか。ほぼ毎夜のようにやってきて甘えようとする彼女を「近寄るな」と押しとどめ、冷静に帰れと命じるには、持てる全気力を投入するくらいの努力が必要だった。

　理美は朝昼夜と、せっせと食事を調ととのえてくれる。一いつ生しよう懸けん命めいな彼女に申し訳なくて、彼女が毎夜寝ぼけてやって来ることは言えずにいる。一度は「今度そんな真ま似ねをしたら容よう赦しやなく襲おそうぞ」と脅おどしたが、結局襲うこともできず、「帰れ」と命じるにとどまっている。

（しかしこの怠さは、どうしたことか）

　日に日に、体の芯しんから力が抜けていく。

　薄うす暗ぐらい寝室に居つづけては気力が萎なえると、朱西が昼間、無む理り矢や理り扉と窓を開け祥飛を居室へと連れて行く。長椅子に心ここ地ちよく上うわ掛がけなどを入れて、そこで過ごせと命じられた。

　なんとなく朱西の言うことをきく習慣がある祥飛は、衫さんの上に深衣を羽織り、長椅子の上で過ごす。すると薄暗い寝室にいるよりは気が晴れるのは確か。

　今日も朝あさ餉げを終えると、長椅子の上に移動し、ひんやりとする初春の空気を頰ほおに感じていた。

　すると丈鉄が周考仁の来訪を知らせて来た。初日に顔を見せて以来しばらくぶりの周考仁の訪問だったが、祥飛は訝しく感じた。

「今日、考仁は来る予定だったか？　丈鉄」

　官かん吏りの訪問予定はあらかじめ組まれており、考仁も来る日が決まっていた。彼が次回訪おとずれるのは二日後だったはず。その日はいくら怠いとは言え、身なりを整えて迎むかえようと思っていたのだ。こんな急な来訪では、体調不良を誤ご魔ま化かす暇ひまはない。

「お忍しのびでいらっしゃいました。陛下にだけ、ご報告があると」

「忍んできたと？　なぜ」

「さあ。俺にはなにも仰おつしやいませんでしたがね。どうしますか？」

　と丈鉄が訊きいたのは、こんな有様を見られていいのかと確かく認にんしたのだ。

　体調不良が知られれば、考仁はすぐに安寧に戻もどれと言いかねない。

「会うしかないだろう。会わなければよけいに怪あやしまれる。通せ」

　ここは覚かく悟ごして考仁に会い、氾因にとどまる意思を示すしかないだろう。

　長椅子の上ではあったが、背筋を伸のばし胸むな元もとを整えた。そうやって待ち構えてはいたが、考仁の報告がさして重大案件には思えなかった。明めい来らい告こく地ちも無事に終わり、後宮も安定している。西沙国との国交交こう渉しようは進展の兆きざしがあるし、今の崑国宮きゆう廷ていには問題がないはず。

　しばらくすると丈鉄に案内されて、黒衣を身に纏まとった考仁が入ってきて礼をとる。

「突とつ然ぜんの訪問、お許しください陛下」

　顔をあげた考仁は、祥飛の様子にわずかに眉まゆをひそめる。

「体調が思わしくないのですか、陛下」

「体が怠だるいだけだ。熱もないし、医師たちも病の所見はないと言う。大事をとって休んでいるだけだから気にするな。それで？　急な訪問はなんのためだ考仁」

「病の所見もないのにそのご様子ですか。不可解ですね」

「余のことはあとで良い。おまえの用件を言え」

　考仁は祥飛の心の動きを見み透すかすように目を細めるが、祥飛の要求どおりに答えた。

「そうですね。用件を申しましょう。陛下に内密にご報告があるゆえ参りました」

「なんだ？　改まって、内密などと」

「鈴すずが鳴りました」

　考仁がすっと息を整え、告げた一言。意味をはかりかね、祥飛は「なに？」と眉根を寄せた。

　壁かべ際ぎわに控ひかえていた丈鉄が、なぜか非難するような眼まな差ざしで考仁を睨にらむが、口は閉じたまま。

「陛下の治世を快く思わない者どもが、新たな皇帝をたてようと動いています」
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　考仁の言葉で、一いち撃げき、拳こぶしを腹に叩たたきこまれたような気がした。

「新たな……皇帝だと？　まさか、なぜ。余は即位してまだ一年だ。経済も治安も、悪化させるようなことはしていない。そもそもたった一年で、そんなに変わりはしない」

「これは陛下ご本人の問題というよりも、先代皇帝陛下から続く問題です」

　膝ひざの上で握にぎる拳が、怒いかりのために微かすかに震ふるえる。癇かん癪しやくを起こして怒ど鳴なり散らしたいが、ぐっとこらえ考仁を睨みつける。

「どういうことだ。父上の時代からの問題とは」

「陛下から数えて三代前の皇帝陛下が双ふた子ごであったことは、御ご存ぞん知じでしょう。一方が皇帝となり、一方は鳳姓せいを賜たまわり鳳家の初代となったことを」

　考仁は淡たん々たんと続ける。

「代だい替がわりの度たびに龍家と鳳家、どちらが帝位を継つぐべきか双そう方ほうが候補を擁よう立りつして揉もめましたが、結局は四代続けて龍家が帝位を継いできました。それは龍家鳳家ともに、どちらが帝位を継いでもさほどの差はないと、臣下たちが思っていたからです。それならば鳳家の者を帝位に据すえる必要はなく、現皇帝の流れをくむ公子を皇帝に据えるほうが問題が少ないと誰だれもが思ったからですが。しかし陛下のお父上のときは、少々事情が違ちがったのです」

「どのように違ったというのだ」

「鳳家に、陛下のお父上と同年の青せい修しゆうという人物がいたからです。彼は鳳寧孫の嫡ちやく子しで、寧孫自身も礼れい部ぶ尚しよう書しよとして有能で、官吏たちの信しん頼らいを集めていたこともある。しかもその嫡子の青修は、人じん品ぴん卑いやしからず、寛かん容ようで、なによりも賢かしこかった。失礼ながら、陛下のお父上、先代皇帝陛下はその真逆でした」

「貴様無礼だぞ！」

　祥飛は肘ひじ掛かけを叩く。しかし考仁は顔色一つ変えず、あまつさえ薄ら笑いを浮うかべる。

「反論がおありですか？」

　悔くやしさに、祥飛は唇くちびるを嚙かむ。確かに考仁の言うとおりなのだ。

　冷れい酷こくな延えん貴き妃ひの本質を見み抜ぬけず、その讒ざん言げんを鵜う吞のみにして伯礼の母蔡さい徳とく妃ひに不義の疑いをかけて死に追いやった。そして死に追いやっていながら、その後に自らの過あやまちに気がつき、取り繕つくろうように伯礼の命だけ助けた。しかし彼を公子として遇ぐうする勇気もなく、宦かん官がんにした。

　この一件だけでも、先代皇帝の器うつわの小ささがわかる。

「しかしおまえは、余の父に仕えたではないか」

「ええ、わたしは青修よりも先代陛下を選びました」

「青修はなぜ、争いに敗れた」

「争いにはなりませんでした。青修を皇帝の座に押し上げようとする動きが活発になると、彼は姿をくらまして、それ以降行方ゆくえ知れずです。今も」

　そこでふと考仁は言葉を切ったが、すぐに続ける。

「青修の出しゆつ奔ぽんでことは終わるはずでした。しかし鳳寧孫は、鳳家に皇帝の地位を取り戻すことを諦あきらめ切れていない。青修の存在で、龍家ではなく鳳家を帝位につけようと考える官吏が増えたこともあり、寧孫は機会を狙ねらっていたのです」

「では寧孫が帝位を狙っていると？　あの老人が今さら」

「いいえ、あの年ねん齢れいで帝位につくことには誰も賛同しない。そのために寧孫は必ず、鳳家の血を引く者で、鳳家の意のままに操あやつれる誰かを帝位につける計画を立てる。そう推測していました。ですから寧孫が動き出したとき、確実にその動きを捉とらえられるように、わたしは鈴を準備しました。その鈴が鳴ったのです」

「鈴？」

「鳳家の血を引き、なおかつ帝位にも近く。不遇の身であり、陛下に弓引く動機を抱かかえる者。寧孫がその者を新皇こう帝ていに立てようと画策すれば、必ず接せつ触しよくしてくる。わたしはその者が鈴となるべく策を講じ、常に監かん視し下に置いておりました」

「その者とは誰だ？」

「伯礼です」

「伯礼は宦官だ。皇帝にはなれぬ」

　考仁の目が鋭するどく光る。

「陛下。彼に関して昔から、奇き妙みような噂うわさがありませんでしたか？」

（昔からの噂といえば、伯礼は男のままだとか馬ば鹿かな噂が……）

　まことしやかに囁ささやかれるその噂は、宮廷にはよくある種類のもので、気にとめたことはなかったのだが。

（いや、待て。もし寧孫がその噂を信じたとしたら……それは！）

　気がついた瞬しゆん間かん、ぞっと背筋が凍こおった。

　目の前にいる周考仁が、得体のしれない生き物に思えた。

「まさか、おまえは伯礼を鈴とするために、あえて自らそんな噂を流していたのか」

　考仁は肯こう定ていも否定もせず、薄く笑う。

（十一年前。考仁が伯礼の処分に立ち会ったのは、このためだったのか）

　伯礼の処分に立ち会ったのは周考仁だ。本来ならば吏り部ぶが立ち会うべきところ、考仁が立ち会った経けい緯いはなんだったのか、子どもだった祥飛は知らない。気にもしなかった。

　考仁は確実に伯礼を処分し、なおかつあえて「伯礼は処分の際に手心を加えられた。男のままだ」と噂を流した。その噂を否定しようとしない考仁の態度が、ますます噂に信しん憑ぴよう性せいをもたせたということ。

　伯礼が男のままなら、鳳家にとって格好の人物だ。必ず接触してくるはず。

（十一年も前から伯礼は、自身は知らずに鈴としての役割を与あたえられていたというのか）

　愕がく然ぜんとする。

「寧孫は伯礼に接触しました」

「伯礼が……余を裏切るというのか」

「ご安心を、彼は間違いなく宦官。立ち会ったわたしが保証します。しかも彼は寧孫を拒きよ絶ぜつしました。しかし寧孫は諦めません。新たな駒こまを手に入れようとしています」

「まさか、出奔したという青修という男が」

「いいえ。彼は見つけられない」

「なぜそう言える」

「死んでいるからです……おそらく」

「根こん拠きよは？」

　考仁は苦く笑しようした。

「先代陛下と青修とともに、同じ青春時代を過ごした者の勘かんとだけ申しておきます。しかし青修が死んでいても彼が市し井せいに子を残していれば、その子は陛下にとって最悪の、鳳家にとっては最良の駒となります」

「青修の子が存在するのか？」

「断言はいたしません。しかしご用心ください。官かん吏りの中には寧孫に賛同する者も多数あります。もしもの時、陛下は情け容よう赦しやなく対処してください」

　考仁がこんなもってまわった言い方をするということは、確実に青修の子が存在するということなのだ。衝しよう撃げきのため祥飛は呆ぼう然ぜんとしていた。

（余の功績や適性とは別のところで、余の治世を望まない者がいるというのか）

　恐おそれと怒りが、祥飛の胸の中で混じり合い荒あれ狂くるっていた。
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　目立たないように泉せん佳か宮きゆうを抜ぬけ、考仁は早足に歩む。丈鉄は祥飛から考仁の見送りを命じられたので、それに付き従っていた。成せい華か城じよう西門近くに待たせてあった黒くろ塗ぬりの馬車のところへ来ると考仁は立ち止まり、丈鉄に向き直った。

「ご苦労、丈鉄。ここまでで良い。一つ訊きいておきたいが、陛下の体調はどの程度お悪い」

「これと言って悪いと言える症しよう状じようはなに一つありませんよ。しかし今まで経験がないほど、弱っているご様子なのは確かですね」

「なるほど。陛下の不調もなんとかせねばならんが、それはわたしが医師たちの意見を聞いて策を立てよう。おまえは今まで通りぬかりなく陛下の身辺に気を配り、彼の動きを注視せよ」

　丈鉄は沈ちん黙もくした。

「丈鉄」

　厳しい声で再度呼ばれ、丈鉄は硬かたい声で答えた。

「陛下に寧孫のことを告げる必要があるんですかね？　今の今まで黙だまっていたなら陛下になにも知らせず、全すべてを陰かげで始末すれば良いことではないですか？　陛下が動どう揺ようするのはわかりきっているでしょう」

「教えたのは、動揺するからに決まっているだろう」

　考仁は薄うす笑わらいで、声を落とし囁く。

「わたしはあの凡ぼん庸ような先代皇帝に仕え、その治世を守り切った。冷酷な女と凡庸な男から生まれた皇帝の治世も、守ってやるのだ。だから陛下が、なにも知らず威い張ばり散らしているだけが能では困る。臣下の大切さを知り、己おのれは臣下に支えられていると、この機に身に染しみて知っておいて頂かなくてはならない。我々が陛下の治世を守っているからこそ国の安定があるのだと」

　丈鉄の口元が、苦笑いの形に歪ゆがむ。

（そうだったな。このお方は、こういうお方だったな）

　今まで丈鉄は、この辺りでうんざりしてなにも言う気が起きなくなっていた。しかし今日は、さらに言葉を重ねたくなった。寧孫のことを告げられた祥飛の、衝撃に揺ゆらぐ瞳ひとみと強く握にぎりしめて震ふるえる拳こぶしを見たせいかもしれない。

「そもそも先代皇帝を帝位につけたのはあなたで、必然的に、陛下を今の位に押し上げたのはあなただと言える。自らその位に押し上げておきながら、それを言うんですかね」

「陛下は幼い頃ころから、皇帝位を望んでいたではないか？」

（しかしそもそも陛下の父上、先代陛下が帝位につかなければ）

　祥飛は、公子として生まれることすらなかった。その意味では考仁が祥飛を誕生させ、皇帝にしたと言ってもいい。

「おもしろいですか？　人の運命を操って、自らの望みを果たすことが」

　思わず問いかけていた。考仁は驚おどろいたようにわずかに目を見開いたが、すぐに小さく笑う。

「おまえらしからぬ感傷的な物言いだな、丈鉄。どうした」

「別に。ただ陛下や、あなたのご子息が気の毒になっただけですよ」

「おまえの口からご子息、と？　おもしろい言葉を聞いたものだ」

　薄うつすら笑う考仁に、丈鉄は肩かたをすくめた。

「そうですね。確かに、おもしろい。我ながら笑える」

「ぬかりなく務めよ」と言い置くと、考仁は馬車に乗りこんだ。

　黒塗りの馬車が去っていくのを見送りながら、丈鉄は呟つぶやく。

「ご子息、な。笑えるぜ本当に」

　丈鉄は祥飛の護衛として約十年務めてきた。表向き彼を主あるじとあおいできたが、───本当の主は、あの冷れい酷こくで狡こう猾かつな宰さい相しようなのだ。

（しかし十年だ）

　十年の時間を過ごすことで、当初思いもしなかった情が生まれ、葛かつ藤とうが生まれる。
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（伯礼は絶対になにか隠かくしている。お祖父じい様さまと彼の間になにがあるのかしら）

　夜も更ふけ、闇やみと静せい寂じやくが泉佳宮を支配している。庭院にわの中央に湧わき出す泉の表面に、ときおりぽこりぽこりと、あぶくが立つ音が聞こえるほど。

　鳳徳とく妃ひは寝しん室しつで一人、寝台に座って膝ひざの上に書を広げていた。しかし目が文字を追っていたのはごく短い時間で、その後はずっと物思いにふけっていた。

　思い出すのは、西沙国の使節団が崑国を離はなれる日のこと。まだ寒さ厳しかったその日、鳳徳妃の祖父鳳寧孫が宮城に来ていた。祖父が宮城に来ることを知らなかった鳳徳妃は祖父と鉢はち合あわせし、珍めずらしいことがあると驚いた。その時の、寧孫と伯礼のやりとりが引っかかっていた。

　寧孫は伯礼を知っている口ぶりで、伯礼も寧孫のことを知っているようだった。しかし互たがいに初対面という態ていを取り繕つくろっていた。

　伯礼に災わざわいが降りかからなければ良いと思ってしまうのは、まだ彼に対して幼い日の憧あこがれが残っているからだ。成長した彼は昔と同様に美しく、魅み惑わく的で、幼い日の優やさしさを想起させるように柔やわらかな物もの腰ごしだ。

　内ない侍じという立場上へりくだっているが、もし彼が、立場のない場所で鳳徳妃と向き合えば、昔のように優しい笑え顔がおで親しげに語りかけてくれるのではないか。そんな期待を捨てきれない。

「馬ば鹿かなこと。道理のわからない小こ娘むすめ呼ばわりされたのに」

　しかしあれも、後宮内だったからかもしれない。伯礼の真意は読みにくく、あの微び笑しようの下にどんな思いを隠しているのかわからない。そんなことを考える自分を愚おろかしいと笑う冷静な自分もいて、うんざりしてしまう。

　眠ねむろうと書を閉じ顔をあげ、びくりとした。

　いつの間にか室の出入り口に人が立っていたのだ。

「なぜこんな奥にまで。無礼だわ伯礼」

　そこにいたのは伯礼だった。

　内侍が許可もなく、四し夫ふ人じんの寝室まで踏ふみこんでくることは許されない。ましてや夜中だ。さっきまで彼のことを考えていたものだから動揺したが、そこは厳しく躾しつけ育てられた鳳徳妃のこと。動揺をおさえ、衫さんの胸むな元もとを隠しながら責める。

　彼はいつもの曖あい昧まいな微笑を浮うかべ無言のまま寝台に近づくと、鳳徳妃の頰ほおに触ふれた。吐と息いきが触れるほどに顔を近づける。鳳徳妃は目を見開く。

「伯礼!?」
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「あら、鳳徳妃様はいらっしゃらないの？」

　宋貴き妃ひの声に、理美ははっとした。

　四夫人たちは毎日午後、誰だれかの一室に集まりお茶を楽しむ。理美はお茶ちや請うけを持参し、お茶を淹いれ、四夫人たちの世話を焼きながら談笑に加わる。

　今日のお茶請けは香かおり漬づけと、乾かん燥そうすももを糖とう蜜みつにつけこみ煮にこんで、とろとろにしたもの。すももの糖蜜煮は香かおり高い熟成茶と一いつ緒しよに味わえば格別で、ことに鳳徳妃が好む。毎日四夫人の誰かが好きなお菓か子しを準備していたので、今日は鳳徳妃の当たりの日というわけだ。

　しかし卓たく子しに座っているのは、宋貴妃と余淑しゆく妃ひ、温賢けん妃ひのみだ。

「雪宝ほう林りん？　ぼんやりしていらしたわね。なにか心配事でも？」

　温賢妃が優しく問いかけてくれる。

　ぼんやりしていたのは、毎夜見続けている夢のことを考えていたからだ。

　麗春という女性が泣いている夢は続いており、夢の中で何度問いかけても彼女は、恋こいしい人と望んで別れる理由を語らない。「別れがそんなに哀かなしいなら別れなければいい」と言っても、彼女は「別れを望んでいる」と言い張る。わけがわからない押し問答が続いているのだ。

（神かん夢むかもしれないけど、麗春さんを心配してる場合じゃない、現実に心配事が山積みなのに）

　祥飛の容体は良くなる兆候もなく、不安は募つのる一方だ。しかも理美の夢遊病は続いているらしく、朱西の態度がずっとすげないので、彼に会うと余計に落ちこんでしまう。

　理美は気持ちを入れ替かえ笑顔を作る。

「ありがとうございます、温賢妃様。大だい丈じよう夫ぶです。それより鳳徳妃様はどうされたんですか？」

　三人に茶を給きゆう仕じしながら首を傾かしげた理美に、温賢妃が答えた。

「わたしがお誘さそいに上がりましたけれど、すこし怠だるいから、お茶は結構と仰おつしやいましたわ。お風か邪ぜでもめされたのかも」

　すると宋貴妃が心配そうに眉まゆをひそめる。

「陛下もずっと体調が優すぐれないご様子なのに、鳳徳妃様もなんて。雪宝林。陛下のご様子はどうなの？」

「あまり、思わしくないです。医師の見立てでは、病の所見はないんですが」

　余淑妃は、卓子に並ぶ菓子に目をやり残念そうに呟く。

「なんにしても鳳徳妃様は可か哀わい相そうね。今日は鳳徳妃様のお好きなお菓子なのに」

「お菓子といえば、細い木の枝に、小麦粉か米粉で練ったような色とりどりの小さな珠たまをつけるお菓子が、ありますか？」

　ふと思いだし、理美は宋貴妃、余淑妃、温賢妃に訊きく。

　それは夢の中に現れる麗春の足あし下もとに無残にうち捨てられている菓子だ。普ふ段だん口にするお菓子とは違ちがう、祝い事の飾かざりめいたそれはなんだろうかと、気になっていたのだ。

「婚こん約やく祝いの席に飾られる、花はな菓か子しですわね。わたしたちは後宮入りしましたから、生しよう涯がい縁えんはないですけれど。普ふ通つう、結婚相手が決まると両家が顔を合わせる祝いの席が設けられ、そこに飾られるお菓子なのよ」

　温賢妃が微笑ほほえむ。さらに余淑妃が言う。

「わたし、異母姉様の婚約祝いの席で食べたことあるわ。米粉の餅もちで香が良くて、一口で口に放ほうりこめて、ほんのり甘くて美味おいしいの。でもお姉様、どこで花菓子なんか目にされたの？」

「近ちか頃ごろ、夢に出てくるんです」

「まあ、あいかわらず夢の中でも食べることばかりなのね。鳳徳妃様は体調がお悪くて、お茶に来られないのに。あなたの食い意地をわけてさしあげたら？」

　宋貴妃の突つっ込みに、理美は苦笑する。

「そうですね。わたしの食い意地は、わけてさしあげられませんが、今日のお茶菓子なら体調が悪くても召めし上がれますから。あとでお届けします」

「あとでといわず、今お届けしなさい雪宝林。その方が鳳徳妃様もお寂さびしくないから」

　つんとした表情で茶に口をつけつつ、宋貴妃は命じる。まったく冷れい淡たんな声なのに、言っていることが思いやりに満ちているのがおかしい。

　苦笑しながら「はい」と頷うなずき、すももの糖蜜煮を器うつわに取り分け、鳳徳妃の室へと向かう。

　お菓子をお持ちしましたと室の前で告げると、侍女が応対に出てきた。そして鳳徳妃が休んでいる寝室へ通される。

　室内はすっきりと整っていた。爽さわやかな香こうの薫かおりがする中で、鳳徳妃は衫の上に衣きぬを羽織り寝台に腰こしかけていた。

「鳳徳妃様。具合はいかがですか？　すももの糖蜜煮をお持ちしました」

　卓子に菓子の器を置くと、鳳徳妃が立ちあがり近づいてくる。着き飾かざっていなくとも、すらりと背が高く細身の彼女はまるで優ゆう雅がな水鳥のようで、溜ため息いきが出るほど美しい。

「ありがとう。心配をかけたみたいね。でも、病というわけではないから大丈夫よ。ただ」

　そこで言葉を切る鳳徳とく妃ひの横顔には、深い困こん惑わくが見て取れた。

「鳳徳妃様？　なにかあったんですか？」

　問うと、しばらく躊躇ったあと、鳳徳妃は言いづらそうに口を開く。

「雪宝林は知ってるわよね……わたしと伯礼が昔……知り合いだったこと」

「伯礼様に、なにかあったんですか？」

「伯礼になにかあったのじゃなく、伯礼が……」

　鳳徳妃の頰が赤らんだ。恥はじらいを含ふくむその表情に面めん食くらう。こんな顔の鳳徳妃は初めてだ。

「伯礼が……昨夜来た」

　耳まで真っ赤になる鳳徳妃を、理美はきょとんと見つめた。

「伯礼様は四夫人のお世話もお役目ですから、鳳徳妃様の室にいらっしゃることもあるかと」

「違う！　伯礼は夜中に、わたしの寝しん台だいに来た！」

　理美のとぼけぶりにかっとしたように鳳徳妃は声を高くしたが、そう告げたあと、もうこれ以上ないくらい顔を赤くして俯うつむいた。

「へぇ、寝台にですか。…………えっ!?　えええっ……！」

　悲鳴をあげそうになる理美の口を、鳳徳妃が慌あわてて塞ふさぐ。

「大声を出すのじゃない！　隣となりには侍女がいる」

　むぐむぐと頷くと、鳳徳妃はやっと手を離はなしてくれた。理美は恐おそる恐る問う。

「あの、それで。いったい、なにが。まさかあの、なんというか、くんずほぐれつの」

「生々しいことを言うな！」

「ち、違いましたか!?　えっと、ええと、なんだっけ。そうだ、姦かん通つうだ！　姦通……。でも伯礼様は宦かん官がん……。あ、でも。伯礼様は男のままだと噂うわさも……」

「姦通はない！　伯礼はわたしに触れて、囁ささやいて、帰って行っただけ」

（伯礼様がまさか、そんな大だい胆たんな行動を!?）

　啞あ然ぜんとした理美に、鳳徳妃は消え入りそうな声で言う。

「伯礼がそんなことをしたと、知られるのが恐こわい。思い悩なやんでお茶など楽しめない」

　それはそうだろう。姦通していないまでも、内ない侍じが鳳徳妃の寝台に潜もぐりこめば双そう方ほうに厳げん罰ばつが下っても不思議はない。

「だから雪宝林。お願いがある。なぜあんな真ま似ねを働いたのか伯礼に真意を訊いて欲しい。そして二度と、あんな真似はしないで欲しいと伝えて」

「真意を訊く!?　そ、そんな勇気ないです」

「お願い。わたしからはとても訊けない、言えない」

　消え入りそうな声で言うと、鳳徳妃は目を伏ふせた。

（ああっ、鳳徳妃様ってば！　なんてお可愛かわいらしい!!）

　恥じらい戸と惑まどうその様があまりにも健けな気げで愛らしくて、理美の胸はきゅんとした。普段が凜りんとしているだけに、余計に可愛い。その愛らしさに、思わず理美は頷いてしまった。

「わかりました。訊きます、伯礼様に！」

　己おのれの使命を胸に秘ひめ、理美は鳳徳妃の室を後にし、鼻息荒あらく伯礼の室に向かう。

　室の扉とびらは開いていた。中を見ると右手の窓辺に文ふ机づくえがあり、そこに伯礼の背中があった。書き物をしている最中らしい。「お邪じや魔まします」と告げて決然と中へ踏ふみこむと、彼は手を止めふり返り、「おや」と意外そうな顔をするも、すぐにいつもの魅み惑わく的な微び笑しようで迎むかえた。

　薄うす茶ちやの瞳ひとみが美しい。その美しさにたじろぐ。

「理美。一人でどうしたの。なにか御ご用よう？」

（う～わ～。勢いで来ちゃったけど、この超ちよう絶ぜつきれいなお顔に向かって『夜よ這ばいしたでしょ』なんて訊きづらい～）

　あの、その、とへどもどするも、伯礼は筆を置き文机に頰ほお杖づえをつくと、ゆったりと待つ構え。

「あの、あの……昨夜。昨夜、伯礼様はなぜ鳳徳妃様の……」

　やっと口にすると、つと伯礼の眉まゆ根ねが寄った。

「もしや鳳徳妃様の使いできたの？」

「はい。徳妃様は伯礼様はなんのつもりで、と。その理由を伺うかがいたいと」

　額にかかる髪かみを軽く手で払はらい、伯礼は表情を厳しくする。

「それはこちらから鳳徳妃様に伺いたいね、なぜあんな真似をされたのかと。理由はどうでもいいけれど、二度とあのような真似はしないで頂きたいと伝えて、理美」

　奇き妙みような伯礼の言い分に、理美は顔をしかめた。

「おかしな行動をされたのは伯礼様ですよね。二度とあのような真似はやめて欲しいと、鳳徳妃様の方が」

「わたしは、正しくふるまったつもりだけれど？　鳳徳妃様の奇妙な行動は、内侍として拒きよ絶ぜつするのが当然でしょう？」

　なにか変だ。話がかみあっていない。しかたがないと、理美は遠えん慮りよを捨てた。

「伯礼様、失礼を承知で伺います。昨夜、伯礼様は鳳徳妃様の寝台に行かれましたよね？　徳妃様はそのことで思い悩まれて」

　今まで見たことがないほど、伯礼が驚おどろいた顔になった。

「お待ち理美。君は勘かん違ちがいしているね。昨夜わたしの室に来たのは、鳳徳妃様のほうだよ。ご本人に確かく認にんしてごらん。わたしは鳳徳妃様に、一人で真夜中にこんなところに来るものではないと説き、お帰り頂いたのだから」

「え……？　鳳徳妃様の方から？」

　伯礼は頷く。

「そう。鳳徳妃様が、わたしのもとへいらした。間違いない」
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　理美は混乱してしまった。

（どういうこと？　どちらかが噓うそを？　でも……お二人とも噓をついているように見えない）

　なにかが、おかしい。

　なにかが変だ。

　そうは思ったが結局なにが正しいか判断がつかず、理美はそのまますごすごと伯礼の室を辞した。明日、鳳徳妃になにをどう伝えれば良いのかすらわからず、困り果てた。

「あ～、どうなってるのかな、珠ちゃん。よくわからない」

　その夜。理美は寝台で珠ちゃんの腹をくすぐって一いつ緒しよに遊びながら、時々溜息をつく。

「わからないと言えば、陛下が衰すい弱じやくされている理由もわからないし。どう思う？　珠ちゃん」

　珠ちゃんは「わかんない」と言いたげに首を傾かしげ、寝台の端はしに丸まってしまう。珠ちゃんはこのところ溜息も欠伸あくびもなくなったが、眠ねむる時間が長い。夜はすぐに寝ねてしまうので、理美は手持ちぶさた。するとまた、

（……寂さびしい）

　無意識に心が呟つぶやいていた。今日も朱西は理美を避さける素そ振ぶりだった。きっと朱西は、理美が彼を未練がましく慕したう気持ちが迷めい惑わくなのだ。

　はやく割り切ってくれと願っている彼に、理美は無意識に真夜中に会いに行くという迷惑行こう為いを繰くり返しているらしい。優やさしい朱西は強きよう烈れつに理美を批判したりしないが、やんわりと拒絶している。そのやんわりした拒絶を見るにつけ、どれほどうんざりされているかと涙なみだがにじむ。

　寂しいと思うことすら、朱西には迷惑かも知れない。

　ぱたりと寝台に仰あお向むけになると、夢の中に現れる麗春の泣き顔を思い出す。麗春は夢の中に現れる人だが、毎夜会っていると馴な染じんでしまい、友だちのような気持ちになってくる。彼女のことも気になってしまう。

（朱西様のことを思うとこれほど切ない。麗春さんはあんなに泣いているんだもの。きっとわたしと同じくらい、好きな人がいるのに。なんでその人と別れたいなんて望むのかな？　もしかしたらやむにやまれぬ事情がある？）

　しかしそうだとしたら、けして「別れを望んでいる」なんて言わないだろう。彼女ははっきり「自ら望んでいる」と言ったのだ。

（でもあんなに泣くんだから。やっぱり「別れを望んでいる」というのは本心ではなくて、誰だれかに言わされているとか？）

　もし恋こいしい人との別れを強要され、あまつさえそれを「望んでいる」と言わされているとするならば、麗春はあまりにも不幸だ。助けてあげたいと思うのは、今自分も恋しくてたまらない人がいるからだ。

（ずっと続く麗春さんの夢は、神かん夢むに違いない。けれどその神夢を、なぜわたしが見ているんだろう。斎さい宮ぐう様は神夢は、神や目に見えない存在が夢に入り込むものだと言っていた。ということは麗春さんが、わたしの夢に入り込んでいるということ？）

　麗春とは何者なのか。人か神か精せい霊れいか、はたまた魔まか。

　丸まって眠っていた珠ちゃんが、突とつ然ぜんぴくりと耳を動かし顔をあげた。

　それと同時に室の出入り口付近に人ひと影かげを見た気がした。ぎょっとして起き上がると、揺ゆれる蠟ろう燭そくの明かりに照らされた慕わしい人の姿がそこにあった。心臓が跳はね上がる。

「朱西様!?」

　珠ちゃんがぴくぴくと長い尾おを揺らす。

　理美は、乱れた裾すそを大急ぎで整えた。衫さん一枚の姿が恥はずかしくて掛かけ布ふを引き寄せる。

「朱西様。どうされたんですか。こんな時間に」

　朱西は優しく微笑ほほえむ。このところ彼の笑顔の奥には、微かすかな戸惑いや遠慮のようなものがあった。しかし今向けられている笑顔は久しぶりに見る、以前と同じ優しいばかりの笑顔。

　ずっと避けられていると思って、胸の奥がいつもすこしだけ痛かった。だから微笑みを向けられただけでも、息苦しいほど嬉うれしさがこみあげる。

「朱西様」と笑顔を返すと、彼も笑顔のままこちらにやって来る。そして当然のように近寄ってくると、膝ひざを寝しん台だいに乗せた。

「え……、え？」

　どうしたのだろうかと目を丸くすると、朱西は理美の頰ほおに手を添そえた。心臓が跳ねる。

「朱西様？　なにを」

　訊きいた声が震ふるえた。朱西の唇くちびるが理美の唇に近づく。鼓こ動どうが速まる。

（もしかして、朱西様）

　上うわ掛がけを握にぎった手に力がこもる。朱西の吐と息いきが理美の唇に触ふれると「理美」と甘く囁ささやく。

（もしかして、まだわたしのことを思ってくださっているの？　わたしと同じ？　そうなの？）

　喜びに躍おどりあがりそうになるが、同時に恐こわくもなる。

「駄だ目めです。そんな、……朱西様！」

　咄とつ嗟さに理美は朱西の肩かたを押した。

（こんなことしたら、もう自分の心を隠かくせなくなる！）

　考仁が告げた「朱西が好きならなおのこと、皇后になるのだ」という言葉が耳に反はん響きようして聞こえた。「天下の大罪人として、首をさらされる」と。
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　朱西は切なげに理美を見つめた。その瞳ひとみにどきりとすると同時に、彼が理美の両手首を摑つかみ寝台に押し倒たおした。息が詰つまるほど驚き身を強こわばらせた理美の首筋に顔を埋うずめ「もう、俺が嫌きらいなんですね」と、なにかを諦あきらめたように、哀かなしそうな熱い吐息で一言囁く。

　突然、朱西は手を離はなした。寝台を下り早足に室を出ようとする。

「違います！　朱西様、違います！」

　焦あせり、理美は跳ね起きた。寝台を飛び下り裸足はだしでその背を追う。

　珠ちゃんもぱっと立ちあがり駆かけ、理美に追いつき、衫の裾から背中に駆けあがり肩に乗る。小さく鋭するどく「キュウ！」と鳴く。珠ちゃんがなにか訴うつたえている気はしたが、まずは朱西を追わなければと焦りが先立つ。

「待ってください、違います！　嫌いだなんてそんなことは！」

　朱西がなんのつもりでやって来たのだとしても、理美が朱西を嫌って拒きよ絶ぜつしたのだと思って欲しくない。そう思われたら哀しすぎて、どうにかなりそうだ。互たがいに思いを殺そうと決意しても、絶対に嫌いにはなれない。それだけは知って欲しい。

　理美が廊ろう下かに出ると、既すでに朱西の姿は廊下の曲がり角の向こうへ消えるところだった。怒おこっているような早足で、理美を無視する背中。

　角へ向かって理美は走った。優しい彼を怒らせたと思うと、涙が出てきた。

（嫌いになんかなれない。朱西様！　それだけは知っておいてください）

　抑おさえつけていた思いが、一気に吹ふき出していた。
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　文ふ机づくえに置かれた手紙を目にしたとき、また鳳寧孫からの手紙かと朱西は身構えた。しかしそれには、陽よう英えい香かという差出人の名が書かれていた。

「陽夫人か」

　表情がゆるむ。陽夫人は周考仁の妻であり、朱西の育ての親。血のつながりはないが、おだやかで優しい陽夫人は朱西をことのほか愛し育ててくれた。

　手紙には、朱西が周家の屋や敷しきに顔も出さずに氾因へ行ってしまったので、ながらく顔を見られず寂しいと書かれていた。そして近々氾因へ行く用があるので、使いをやる。そのときは氾因の街で朱西の顔を見たいとあった。

　自らの不義理を再さい認にん識しきし苦笑いする。返事をしたため、明日の朝一番で安寧へ届けてもらおうと、安寧との連れん絡らく係をしている侍じ官かんを探して部屋を出たそのとき。

「朱西様！」

　ところどころに蠟燭の火が灯ともる薄うす暗ぐらい廊下の曲がり角から、衫一枚の姿で肩に五ご龍りゆうを乗せた理美が駆けてきた。

「どうしたんですか理美。なにが」

　ぎょっとする間もあらばこそ、駆け寄ってきた彼女は息を切らしながら、震える声で唐とう突とつに言った。

「朱西様！　わたしは朱西様を嫌いになんかなれません。人として尊敬しています。ただ、それだけは知って欲しくて。だから怒らないでください。お願いです。怒らないで……」

　その瞳は涙に濡ぬれている。理美は顔を覆おおった。泣き声が響ひびき細い肩が揺れる。

「理美。泣かないで。どうしたんですか」

　彼女がなぜこんなことを言うのか、泣いているのか、わからない。けれど朱西のことを「嫌いになんかなれない」と告げ、泣き出した彼女を目の前にすると、思い切り抱だきしめたい衝しよう動どうにかられる。

（触れてはいけない）

　朱西はここ数日、祥飛に饗きようする食しき学がく的な食事を準備する役目を、理美とともに果たしていた。その間も極力理美との接せつ触しよくを避さけた。彼女の側そばに長時間いることで、自分の心を抑えきれなくなる恐きよう怖ふを感じたからだった。

　今まで苦心し耐たえたのだ。だから今ここで触れてはならない。

　それはよく分かっているが、目の前で理美が泣いている。労いたわり慰なぐさめたくて、我が慢まんできない。

（これは恋心ではない！）

　自分を誤ご魔ま化かし抱きしめた。抱いた体は細くて温かく、幸福感が満ちる。

　肩に乗る五龍が困ったように首を傾かしげ、朱西を見つめていた。その五龍に対しても心の中で言い訳する。

（五龍。これはただ慰めているだけだ。誓ちかいは破っていない。ただ彼女が泣いているから慰めているだけ。恋ではない。だから許して欲しい）

「どうしました。落ち着いて理美。なにがあったんです。話して。俺はなにも怒っていません」
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　抱きしめられた温ぬくもりで胸が満たされる。喜びの涙なみだがあふれて理美の体は震えた。

（朱西様。優やさしい……怒っていないって……）

　迷めい惑わくがられていると思っていた。しかし朱西はこうやって、泣いている理美を慰めてくれる。きっと朱西は、理美のことを迷惑とは思っていない。それを感じる。

（恋心じゃないとしても。嬉しい）

　涙がいつのまにか嬉しさの涙に変わっていた。胸が喜びに温かくなり、涙がこみあげてくるのだ。しゃくりあげながら朱西の胸にすがると、彼は理美の頭を抱かかえ髪かみを撫なでてくれる。

「泣かないで。理美」

　朱西は理美の肩を抱え、人目を避けるために自室へと導く。室に入ると珠ちゃんは理美の肩を下り、窓辺にちょんと座る。

　肩を抱かれたまま長なが椅い子すに並んで座ると、二人とも無言になった。理美は朱西の温もりに安あん堵どし、全身は幸福感に満ちていた。けれど二人とも、これが許されざる事と知っていた。

　しばらくして理美の涙が止まると朱西が言う。

「これは、あまり良くないことですよ。わかっていますよね、理美。こんなことは……誤解を生みます。なぜ俺のところへ来たんです」

「なぜって、朱西様が来てくださったから」

「俺がですか？　いつ」

「今です。わたしは、わたしの室から出て行かれた朱西様を追って」

「俺は今まで居室で手紙を書いていました。それを侍官に渡わたそうと室を出たら、あなたが来て」

　二人は目を合わせ、「え？」と首を傾げた。

「でも、朱西様は確かにわたしの室へ来られて。わたしに、もう自分のことは嫌いになったのかと仰おつしやって」

「それは俺ではありません」

　理美の前に現れたのは、朱西そのものだった。彼が朱西以外の何者かであるはずがない。しかし朱西自身がそれを否定している。混乱してくる。

（あれは朱西様だった。お声もお姿も。綺き麗れいな指の長さも、なにもかも。でも朱西様は違ちがうって）

　理美の戸と惑まどいを見み抜ぬいたように、優しく朱西が問う。

「俺があなたの室へ行き、あなたに自分を好きかどうか訊きくと思いますか？」

　こうやって冷静に問われれば、ありえないと理美は首を横に振ふる。

「でも本当に、お声もお姿も、朱西様そのものの人でした」

「なにか奇き妙みようなことが起こっているようですね。俺と寸すん分ぶん違たがわぬ偽にせ者ものが現れたと……」

　考え深げに呟つぶやく朱西は、そこでなにかに気がついたようで目を見開く。

「待ってください！　寸分違わぬ偽者？　もしかすると先日来、俺の寝しん台だいに現れているあなたも、あなたが寝ねぼけて歩き回っているのではなく、あなたと寸分違わぬ偽者の可能性も？」

　夢遊病を発はつ症しようしたと思い悩なやんだ理美は、毎夜様々な対策を施ほどこしていた。その対策の結果、自分では寝室から出ていないと思っていたのだが、実際に祥飛や朱西のもとに自分は現れている。

　だからやはり、自分は無意識に歩いているのだと思い込んでいた。しかし。

（わたしと寸分違わない偽者がいて、それが出現していたとすると）

　その可能性に思い至り、そこで「あっ」と小さく叫さけんで朱西の袖そでを摑つかむ。

「そういえば鳳徳とく妃ひ様と伯礼様も、お互いが室に来たと困こん惑わくされてました。しかもお二人とも、行った覚えはないと言い張っていて。実は陛下も、わたしが陛下の寝室へ何度か行ったと仰っていて。もしかして、いろんな人の偽者が現れているんじゃ！」

「そうであれば人にん間げん業わざではない。人ならざるもの、魔ま物ものや怨おん霊りようの仕業かも知れません。しかし」

　と朱西は眉まゆ根ねを寄せる。

「陛下が成せい華か城じようでの休養を決定されてから、宮きゆう廷てい道士たちによる調査が徹てつ底てい的に行われたはずです。これほどの怪かい異いが起こる予兆を、見み逃のがすとは思えませんが」

　祥飛が成華城へ静養に行くと決まってから、成華城の安全確認が行われている。それは警備に関してもだが、呪じゆ術じゆつ的なものに関しても宮廷道士たちが念入りに調べているはず。

　宮廷道士たちは「皇こう帝てい陛下の休養の場所としては問題なし」とした。

　しかし今、人ならざるものの力が現実に働いているのだ。

　ということは祥飛が成華城に入った後に、呪術的ななにかが起こったと思わざるを得ない。

（陛下が成華城に入った後に起こったなにか……）

　はっとした。

「朱西様！　わたし、成華城に到とう着ちやくした日に、余淑しゆく妃ひ様と一いつ緒しよに夜に泣く井い戸どの底から、箱の中に入れられ厳重に封ふうをされていた手鏡を引きあげてしまったんです」

　余淑妃が成華城七不思議にまつわる肝きも試だめしに行きたがったこと、伯礼に夜に泣く井戸の場所を聞いたこと、そしてそこで起こったことの顚てん末まつを理美は詳しよう細さいに語った。

「手鏡の入った箱を開いたとき、奇妙な感じがしました。もしやそれが」

　理美が余淑妃とともに井戸の底から引きあげた箱には呪術的な封印らしきものが施されており、理美はそれを開いたのだ。

　もしあれが原因と特定できれば、解決方法もわかるはず。鋭するどく朱西の目が光る。

「その手鏡は持っていますか？　あれば手鏡が入っていた箱も一緒に、俺に見せてください」

「はい」と頷うなずき、理美は急ぎ自室に戻もどると、手早く襦じゆ裙くんを身につけた。髪を結ゆうほど悠ゆう長ちようにしていられなかったが、さすがに衫さん一枚の姿で再度朱西の室へ行く勇気はない。

　手鏡と箱を持って戻ってきた。

　手鏡と箱を卓たく子しに置くと、朱西は数本の蠟ろう燭そくを引き寄せて検分を始めた。理美は朱西の傍かたわらで、彼の手元を覗のぞきこむ。

　鏡は相変わらず曇くもっていたが、やはり禍まが々まがしい感じはない。箱も同様だ。

（これが怪異の原因かと思ったけど。この手鏡からはなにも感じない）

　長い時間、朱西は箱を調べていた。それから次に手鏡をひっくり返したり縁ふちに目をこらしたりしていたが、最後に、縁の浮うき彫ぼりの一カ所に指をあてた。

「この手鏡と箱から俺が読み取れることは、さして多くありませんね。俺には何の変へん哲てつもない、古い箱と手鏡にしか見えない。ただし箱と手鏡が作られた年代には、百年ほどの開きがあります。箱はおそらく崑国初期。百年ほど前に作られたものでしょう。これほどなめらかな銅の加工ができるようになったのは、崑国建国の頃ころですから」

　その言葉に、理美は一気に落らく胆たんした。

（やっぱりただの古道具なのかな）

　淡たん々たんと朱西は続ける。

「手鏡の方は縁の意い匠しようの様式から燭国中期、二百年ほど前のものだと推測されます。そして縁の意匠の中に、持ち主らしい女性の名が装そう飾しよくとして組み込まれていますね。大変読みづらいですが、ここに人の名が刻まれています」

　さらに文字に目をこらす。

「女性の名です。おそらく手鏡の持ち主でしょう。名は───麗春と読めます」

（麗春!?）

　ぎょっとした。

「その手鏡の持ち主の名が麗春なんですか!?」

「なにか心当たりでも」

「成華城に到着した日の夜からずっと、見ず知らずの女の人が毎夜わたしの夢の中に出てくるんです。その人はずっと泣いていて、名を問うと麗春と」

　膝ひざが震ふるえてきた。朱西は眉まゆをひそめ「それは……」と、呟く。

　麗春の手鏡が封じられていたということは、そこには麗春の魂たましいを封じたと考えるのが妥だ当とう。その封印を解いたからこそ、麗春は理美の夢に入り込むようになったに違いない。

　箱や手鏡が、封印を解かれる前の禍々しさを失いただの古道具になっているのは当然。それらは、封じられていたものが抜ぬけ出したあとの抜け殻がらだから。

（わたしは、もしかして、大変なものの封印を解いたの？）

　震えは膝から全身へと広がってくる。

「箱に封じられていたのは、麗春さんの魂？」

「おそらく、そうでしょう。箱は百年前のものです。百年前誰だれかが、二百年前の女性の魂をそこに封じたのでしょう。ただ普ふ通つう、人の魂を封印し井戸の底へ沈しずめる必要はない。過去の魂といえど、通常ならただの幽ゆう霊れいです。宮廷道士が簡単に祓はらいます。しかし祓うことができず、封じる必要があったということは……」

　言いにくそうに朱西が言葉を濁にごすが、理美は、その先の言葉を呆ぼう然ぜんと口にした。

「封じなければならないほどの───怨霊になったから」




　　　二




　麗春は理美の夢の中でただいじらしく泣いていた。あの人が怨霊だとは信じられないが、実際に理美や朱西、鳳徳妃や伯礼の偽者が跋ばつ扈こしている。震える声で確かめた。

「陛下の不調も無関係じゃない。そうですよね、朱西様」

　成華城は安全だと宮廷道士が宣言したあと、封印を解かれた怨霊がいくつもあるとは思えない。きっと全すべては麗春の仕業なのだ。

　朱西はしばし沈ちん黙もくしたあと「ええ。おそらく」と重々しく頷く。

（全てわたしのせい）

　自分が奇妙な夢を見ることはかまわない。偽者が跋扈して、いろいろな人が迷めい惑わくしているのは申し訳ない。しかしなによりも、皇帝に仕える自分が、皇帝その人を衰すい弱じやくさせるようなことをしでかしたのが衝しよう撃げきで、あまりにも自分が情けない。

　衝撃のあまり、突とつ然ぜんぐらりと視界が揺ゆれた。体が傾かしいだのを朱西が抱だき留める。

「理美」
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（理美は気がついていない）

　朱西は血の気が引いていたが、それを悟さとられないように平静を装よそおう。

　理美は自分が解き放った悪霊が祥飛の不調の原因だったことに衝撃を受けている。だが理美自身も毎夜麗春の夢を見ている。それは結局、理美自身も怨霊に取り憑つかれているということだ。祥飛ほど急激でないとしても、精気を吸い取られてじわじわと弱ってくるだろう。

（封印を解いたときに、おそらく怨霊の影えい響きようを受けたのだろう。聖せい餐さんを饗きようする仙せんの資質があるだけに、怨霊は彼女からその力を吸いあげる。陛下にあれほど影響を与あたえられたのは、おそらく理美の力を吸いあげて怨霊が強くなっているからだ）

　しかし下手へたにこんなことを言って、理美を怯おびえさせてはならない。怯えは人から、なにかに立ち向かう勇気を奪うばう。どうにかして理美を勇気づけ、彼女を麗春に立ち向かわせなくてはならないのだ。

　なぜなら彼女が封印を解いたから。

　朱西は崑国一と言われる博識だ。礼れい部ぶ配下祀し部ぶに所属しているのだから、宮廷道士が持ち合わせている知識はだいたい持っている。

（なにかの封印を解くことを戒いましめるのには、理由がある）

　危ないものに安易に近寄るなという、単純な話ではない。

（同じものを封印しようと試みる場合、その封印を解いた者にしか、再封印はできない）

　封印とは、封じたいものに対して錠じよう前まえを作り取りつけるのと同じ。ただし鍵かぎが準備されない錠前だ。開かないことを前提としているからだ。

　しかし誰かが封印を無む理り矢や理り解くとき、封印として施ほどこされていた錠前から鍵ができあがる。その鍵となるのが、封印を解いた人そのものなのだ。

　一度取りつけられた錠前ははずすことができず、再度封じたいときには鍵によって錠前をとじるしかない。

　鍵となった者が唯ゆい一いつ再度封ふう印いんを施せる。しかしどうやれば再び封印できるのか、封印によってやり方は千せん差さ万ばん別べつ。鍵となった者自身にすらわからないことが多い。

　理美は封印を解いた。ということは、麗春を再度封印できるのは理美だけということ。しかしおそらく理美にも、自分がなにをすれば再度封印ができるか、わからないはず。
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「朱西様。わたしは、陛下をあんなふうに衰弱させるようなことを……」

「あなた一人の責任ではありません。発ほつ端たんは余淑しゆく妃ひ様の好こう奇き心しんで、しかもあなたが箱を開いたのは淑妃様を守ろうとした結果です。さあ、しっかり立って」

　優やさしく諭さとすように言うと、理美の肩かたを両手で支えしゃんと立たせるようにした。しかし理美は申し訳なさで項うな垂だれたままだった。

　わずかに膝を折った朱西は、俯うつむく理美を下から覗のぞきこむようにする。

「俺があなたと同様の立場なら、今のあなたのように後こう悔かいに溺おぼれるはずです。けれどそれでは、陛下の臣としてお役には立てません。陛下のお役に立つべきなのに、ただ俯いている俺を見たら、あなたはどう言いますか？　どうしろと助言しますか？」

「それは……」

　理美が戸と惑まどいつつ言葉を探すのを朱西は待つ。待ってくれる彼のために、理美は停止しかけていた思考を動かす。

「それは、陛下のお役に立ってくださいと言います」

「そうですね。あなたはよく分かってる。だったら、あなたは今、なにをするべきですか」

「陛下のお役に立つべき、です」

「どうやってお役に立ちますか？」

　理美はようやく顔をあげて朱西と視線を合わせる。

「それは今の陛下の容体をなんとか良くするために……」

　そこで朱西が力づけるように頷うなずく。

（そうか。朱西様の言うとおりだ）

　無理矢理に励はげますのでもなく、叱しつ責せきするのでもない。彼は優しい言葉で理美の気持ちを汲くみ取ってくれたあと、思考を正しい方へと導いてくれる。

　朱西の言葉に導かれ、なすべきことが見えた。

「陛下を苦しめているものを排はい除じよします。怨おん霊りようを鎮しずめます」

　良くできましたと褒ほめるように、朱西が目を細める。

「原因がわかったのです。今度は鎮める方法を探しましょう」

「でも、どうやって」

「どこの城にも圖ず書しよ庫こがあり、大量の記録が残されているものです。まずは崑国建国当初。怨霊の封印。その二つに関すること。さらには燭国中期、麗春という名。これだけわかれば記録からなにかの手がかりを得られます。さあ、行きましょう」

　促うながす朱西の優しい力強さに導かれるように、理美も頷く。歩き出す朱西の背を追って踏ふみ出すと、その背中がどうしようもなく慕したわしい。彼の優しい強さに導かれ、自分ももっと優しく強くなれる気がするほど、尊敬に似た思いを抱いだく。

　窓辺にいた珠ちゃんは、どことなく緊きん張ちようした目で歩き出す理美を見ていた。だが意を決したように駆かけ出し、理美の裳もを背後から駆けあがり肩に乗る。

「一いつ緒しよに来てくれるの？　珠ちゃん」

　青い瞳ひとみを見つめると、珠ちゃんは答えるようにキュウと鳴いた。

　卓たく子しの上に置かれた手鏡が目にとまる。ここに置いて行くのはなんとなくまずい気がして、理美はそれを懐ふところに入れて歩き出した。







　圖書庫として利用されているのは成せい華か城じようの西にある建物だという。篝かがり火びが焚たかれた泉せん佳か宮きゆうから出ると城内は真っ暗だ。雲に隠かくされ月の明かりはなく、ひとけもなく、城じよう壁へきを越こえてくる冷たい風が、ときおり狼おおかみの遠とお吠ぼえのように唸うなる音が聞こえるだけ。

　陽ひが沈しずんでさほど時間は経たっていないのに、巨きよ大だいな城は太陽が沈むとともに一気に眠ねむりに落ちてしまう。成華城に来てから、四し夫ふ人じんも祥飛も、もちろん理美も、寝しん台だいに入る時間が早くなった。三千もいるはずの兵士たちも、建物の中で静かな時間を過ごしているらしい。

　朱西が手にした蠟ろう燭そくの光が唯一のよりどころで、その明かりも不安定に揺れる。あまりの闇やみの深さにビクビクしていると、朱西が理美の手を握にぎった。

「怖こわがる必要はありません。俺がいます」

「すみません。あまりにも、暗くて」

「こうやっていれば、はぐれません。俺がいる限り、誰だれもあなたを攫さらったりできませんよ」

　そのまま手を握って一緒に歩いてくれた。

　二人の足あし下もとだけが、ぼんやり明るい。繫つないだ手すらも闇に溶とけていたが、彼の温ぬくもりが頼たのもしい。暗闇での触ふれあいは、二人の許されない関係には相応ふさわしいかも知れない。

（ずっとこのまま暗闇が続けば）

　ふとそんなことを思うと、朱西の手にわずかに力がこもり理美の手をさらに強く握った。朱西の横顔を見あげるが、薄うす暗ぐらさでその表情はわからない。ただその手の力強さと温もりで、彼もまた永久に暗闇が続けばと願っているのかも知れないと感じた。

「着きました。ここですね。鍵はかかっていないようです」

　蠟燭の明かりで照らし出されたのは、鉄てつ鋲びようが打ちつけられた扉とびら。蠟燭の明かりの範はん囲いでは、建物の威い容ようはわからない。跳はねあげ式の閂かんぬき扉とびらを開くと、中からかび臭くさく湿しめった空気が流れ出た。

　中は鰻うなぎの寝ね床どこのようで、左右は天てん井じようまで木き棚だなが組まれ、木簡の巻物がぎっしり詰つまっている。

　踏みこむと、朱西は木簡の表面を蠟燭で照らしながら奥へと進む。

「ここが崑国建国当初のもの。その奥の、ここですね。このあたりが燭国中期のものです」

　朱西は巻物を手に取ると、つぎつぎと表面の文字を読んでいく。そして三十ほどの巻物を選ぶと床ゆかに広げ、理美をふり返る。

「理美。あなたは崑国建国当初の城じよう録ろくを読んでください。旧字で書かれていないので、読めるはずです。しかも箱の造作から年代の特定が容易なので、当たる資料が少なくてすみます」

　少なくてすむと言いながら、朱西がより分けた城録は三巻ほどあった。城録とは城で起こった出来事をまとめた記録らしい。

「俺は燭国中期の城録と、内ない侍じ省しようの文字が見える巻物を当たります。麗春は女性なので後宮の資料に名が残っている可能性が高いはずですから」

「わかりました」

　理美と朱西は床にそれぞれの巻物を広げ、隣となり合わせで座りこむ。二人の間に蠟燭を置き、その頼たよりない明かりで黙もく々もくと読む。

　読み始めると珠ちゃんは、二人の邪じや魔まをしないように気を遣つかったのか理美の肩を下り、巻物が並ぶ棚にちんまり座って二人を見おろす。

　時々隣となりに目をやると、端たん整せいな朱西の横顔が蠟燭の炎ほのおに照らされている。彼は理美には到とう底てい読めない、旧字が並ぶ木簡の上に指を走らせ、恐おそろしいほどの速度で読み進めている。

　そんな朱西につられるように、理美はさらに集中しようと文字に目を戻もどす。読み進めると、気になる記述を見つけた。

「朱西様。崑暦元年に、皇こう帝ていに取り憑つく怨霊を、宮きゆう廷てい道士が吏り部ぶの敷しき地ち内で鎮めたとあります。さらに崑暦二年に、魔物が出現し後宮敷地内で退治されたとも」

　朱西が理美の方へ身を寄せ、巻物を覗きこむ。

「それは崑暦元年の記述が怪あやしいですね。これが麗春を鎮めた一件の可能性が高い」

「どうしてですか？」

「宮廷道士は礼部配下なので通常吏部とは無む縁えんです。なのにわざわざ記き載さいしてあるということは、吏部の敷地内で宮廷道士がなにかをしたということ。そして夜に泣く井い戸どは、かつて吏部だった場所にあるんです。怨霊を鎮めるために手て頃ごろな井戸が必要で、特別に吏部の許可を得てそこを使用したからこそ、記述が残ったのでしょう。崑暦元年の、礼部の記録を探しましょう。吏部の敷地を使った経けい緯いが詳くわしく記録に残っているはずです」

　朱西は立ちあがり、数巻の巻物を棚から取り出し理美の前に広げる。理美はそれをさらに読む。するとその記述はすぐに見つかった。

「朱西様！　ありました！」

　巻物を朱西の方へ差し出す。

「ここです。燭国との戦いくさが終わり成華城に入城した途と端たんに、臣下の幾いく人にんかが身近な人の偽にせ者ものに会い混乱が生じたと。しかも皇帝陛下が臥ふしがちになり、長く回復しない。続く怪かい異いを鎮めるために、宮廷道士が成華城内にとどまる燭国の怨霊を見つけ出した。怨霊は吏部敷地内の井戸の底に沈められた手鏡から現れていた。手鏡を引きあげ箱に入れ封ふう印いんし、再び井戸に沈めたと……え？」

　首を傾かしげる。

「手鏡が吏部の井戸の中にあった？　麗春さんの怨霊は井戸の中にいたということですか？」

「そうなりますね。なぜそうなったのかは二百年前の資料をひもとくべきで、俺の方も関連の記述を見つけました。内侍省の記録に麗春という名があります。九きゆう嬪ひんの呉ご昭しよう儀ぎという方で名は定てい。字あざなは麗春と。父君は吏部の侍じ郎ろうだったようです。皇帝の寝しん室しつに呼ばれた回数の記録を見ると、たいそう寵ちよう愛あいされていたようですね。後宮に入ったその日から陛下に呼ばれるということは、陛下が望んで迎むかえ入れたに違ちがいない」

　そこで朱西はまた立ちあがり棚を覗のぞき込み、吏部の記録らしきものを取り出し広げる。

「吏部の侍郎に呉可か尊そんという者がいますね。呉可尊は娘むすめが後宮に入ったために、侍郎に出世したようですね。皮肉な感じで書いてある。これを記録したのは、彼の出世を快く思わなかった人物でしょう。この記録者の名は……淡たん双そう顕けん。淡の書いたものが他ほかにあれば、呉侍郎についてなにか言げん及きゆうしているかも知れません。となると日誌の類たぐい」

　つぎつぎと朱西は、書かれている文字から新たな手がかりを探していく。そしてその速度がとてつもなく速い。

「ここに淡が残した日誌がありますが。呉侍郎と、燭国皇帝を非難していますね。冷れい酷こくと」

　読み進めるうちに朱西の表情が険しくなる。

「淡は、呉昭儀が『我、国の臣たるに魂こん魄ぱくにおよび捧ささげることこそ務めなり』と発言したことを憐あわれと書いています」

「自分は皇帝陛下が支配する臣民であるのだから、魂たましいまでも捧げ尽つくすことが己おのれの務めだと、麗春さんが仰おつしやったということですよね？　立派な心構えですよね。それをなぜ憐れと」

　突とつ然ぜん扉が烈はげしい音を立て振しん動どうした。その振動のせいで蠟燭が消え、理美は小さく悲鳴をあげとびあがった。その拍ひよう子しに懐に入れていた手鏡が床に落ちて高い音を立てる。

　朱西が「まずい」と鋭するどく呟つぶやく。

　なにも見えない暗闇の中、理美は恐ろしさに身を縮める。

「朱西様!?　なにが」

「今の音は扉の閂が下りた音です！　閉じこめられた！」




　　　三




「すぐに明かりをつけます」と理美に告げ、朱西は手て探さぐりで再び蠟燭に明かりを灯ともした。

　それを手にして理美とともに扉へ向かうも、押しても引いても扉はびくともしない。叩たたいて声をあげてみたが、外に人の気配もない。

　扉の前で嘆たん息そくした朱西の傍かたわらで、理美は蒼そう白はくだ。

「なぜ閂が」

「外に人の気配はない。誰だれかが故意に閉めたとしか思えませんが、誰の仕し業わざか」

　そう言って手にある蠟燭を見おろし、朱西は舌打ちしたくなる。

（まずいな。蠟燭も残り少ない）

　朝になり、理美と朱西の姿がなければ一番に丈鉄あたりが気がつくはずだ。彼は独特の嗅きゆう覚かくがあるから、衛え士じや侍官たちの話を総合して圖ず書しよ庫こに見当をつけてやって来る可能性はある。

　だが彼が来るまでにどれほど時間がかかるか、見当もつかない。

「いずれ誰かが気がつくでしょうが、それまで待つしかありませんね」

　告げると、理美は心細そうにこくんと頷うなずく。突つっ立っていても仕方がないと、二人は並んで扉の脇わきの石いし壁かべに背をつけて座った。

　目の前に蠟ろう燭そくを置いたが、蠟はみるみる溶けて小さくなっていく。

　燭しよく台だいにしがみつくほどになった小さな蠟燭の炎を見て、理美が「明かりが」と不安げな声を出す。もう炎が消えると思った瞬しゆん間かん、朱西は咄とつ嗟さに自分の右みぎ隣どなりにいる理美の左手を握にぎった。

「間もなく暗くら闇やみになりますが、心配しないでください。俺はここにいますから」

　すこしでも安心させるためそう言ったとき、ふっと闇が下りた。

　真の暗闇。目を開いているのか閉じているのかすらわからなくなる。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　理美」

　問いかけると、「はい」と答えが返ってきて、朱西の空いた左手を柔やわらかい手が握った。

　はっと左隣に目を向けると、暗闇の中なのに理美の姿が見える。彼女は不安げではあるが薄うすく微笑ほほえみ、さらに強く朱西の手を握る。そして甘えるように、頭を朱西の肩かたにもたせかける。一瞬、喜びがわきおこりそうだった。しかし。

（おかしい）

　冷静な自分の声が聞こえた。

（俺の右手は、理美の手を握っている。彼女の不安を和やわらげるために、自ら握った）

　ぎゅっと右手に力をこめると、それに応こたえるように理美の左手が朱西の右手を握り返す。

（これが本物だ）

　右隣にいるはずの理美の気配は感じられない。左隣に別の理美が出現したせいで、右隣との間に見えない壁ができあがっているようだ。息いき遣づかいさえ聞こえない。けれど握った手だけは、隔かく絶ぜつされた右隣の理美と朱西をしっかりと繫つないでいる。

　朱西は左側にいる理美の手を振ふり払はらった。頭をもたせかけていた理美は哀かなしげな顔をし、そしてなぜと問うように瞬きする。朱西は冷静に告げた。

「閂かんぬきもあなたの仕業ですか。麗春」
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　明かりが消える直前、朱西が理美の左手を握ってくれた。暗闇に落ちる恐きよう怖ふに怯おびえていた理美は、その手の温ぬくもりに勇気づけられた。

「ありがとうございます。朱西様」

　はにかみながら礼を言うと、理美の空いた右手が大きく優やさしい手に握られる。

（え？）

　目を丸くして右隣を見ると、朱西が微笑みながらこちらを見ていた。暗闇の中、なぜか朱西の姿がぼんやり見える。

「恐こわくないですか？」

　と問いかけながら、朱西は理美の瞳ひとみを覗きこむ。理美は咄嗟に自分の右手を握る朱西の手を振り払い、左手をしっかりと握ってくれている本物の朱西の手を強く握り返した。

（見えているのは本物の朱西様じゃない！）

　本物の朱西は理美の左にいるはずだ。しかしその存在感は薄く、そこに誰だれもいないかのようだ。左隣と空間がずれたようで、隣にいる人の声も気配もわからない。

　ともすれば右隣の朱西の方が、現実みが強い。

　しかし繫いだ左手に本物の朱西の温もりを感じる。だからわかった。自分の右隣にいる朱西が偽者だと。鋭く声を発する。

「やめて、麗春さん！」

　もう正体はわかっていた。

　すると微笑んでいた朱西が消えた。左隣の朱西の気配が強くなるかわりに、目の前数歩の距きよ離りがぼんやりと光こう輝きを放ち女性の姿を闇に浮うかび上がらせた。

　愛らしい桃もも色いろの襦じゆ裙くんと上品な瓜うり実ざね顔がおの女性は、麗春だ。

　麗春は無表情だ。夢の中で泣いていたいじらしさは感じられず、ただひんやりとこちらを見つめるその目。怨おん霊りようの目だ。あまりの恐怖に、理美は左手を握ってくれている朱西の胸に抱だきついた。すると彼も応えるように抱きしめかえす。

「朱西様！　朱西様！」
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「閂もあなたの仕業ですか。麗春」

　と告げると同時、左隣に見えていた理美の姿はかき消え、かわりに数歩先の目の前がぼんやりと明るくなる。そしてその中に一人の女性の姿を浮かび上がらせる。

（あれが麗春か!?）

　悟さとるのと同時、手の温もりしか感じなかった理美が「朱西様！　朱西様！」と声をあげ、怯えたようにしがみついてきた。彼女との間にあった奇き妙みような壁の消失を察し、朱西は理美を抱きしめかえし、麗春を睨ねめつけた。

　理美にも麗春が見えているのだろう。ひどく震ふるえている。

「落ち着いて、理美。大丈夫です、俺はここにいます」

　虚うつろな麗春の目は理美を見ている。闇の中、木の洞うろを通り抜ぬける風音のような声がした。

『その子が欲しい』

　理美がさらに怖こわがるように朱西にしがみつく。

（怨霊は理美を欲ほつしている）

　怨霊は封ふう印いんを解いた者だけが、再び己を封じられると知っているはず。しかも理美は巫み女こに近い、聖せい餐さんを饗きようする仙せんとなれる身。彼女の力を欲している。

（夢に現れ精気を吸いあげ、徐じよ々じよに理美の力を奪っていくつもりだったのだろうが。こうやって存在を知られたからには、一気に片をつけて理美の力、命を奪う算段か。力を奪い、同時に自らを封じる鍵かぎを消す）

　そう推察したが、あえて問う。

「なぜこの人が欲しいのですか」

『力が欲しい』

　怨霊にとって人の精気は力になるのだ。朱西は歯がみする。

　魔まや怨霊を祓はらうような特とく殊しゆな力は朱西にない。あったとしても、並の道士の歯がたつのかは疑問だ。百年前の宮きゆう廷てい道士は、麗春の怨霊を祓うのではなく封じた。ということは、麗春の力が強すぎるあまり祓いきれず、苦肉の策として封じたと考えるのが妥だ当とう。

（しかし守らなければ。命に代えても、この人を）

　様々な知識が脳内を駆かけ巡めぐる。それらを総合し推測し、理美を守るための可能性を導き出す。

（そうか。あの手がある）

　思いついた危機回かい避ひの方法は、失うものが大きすぎた。しかし今ここで麗春に負けたら、おそらく理美は早晩怨霊の餌え食じきになる。それを避さけるためなら致いたし方ないと思えた。

（しかしまさか、こんな覚かく悟ごを怨霊相手にするはめになるとは）

　内心苦く笑しようするが、心を決めた。迷いはほとんどなかった。

「この人はあげられません。去りなさい」

　まずは断固とした拒きよ絶ぜつが必要だ。魔や怨霊は人の弱い心につけこむ。

『この子は、あなたのものではない』

　麗春が答えたので、朱西はしめたと思った。怨霊とてかつては人なのだ。会話が成立しないほど荒あれ狂くるっていなければ、人と同じ。交こう渉しようができるはず。

「ええ、俺のものではない。ですがこの人を守ろうと決めています」

『なぜ？』

「大切な人だからです」

　その言葉に理美がぴくりと肩を揺ゆらした気配がする。朱西は手て探さぐりして理美の唇くちびるを探し当てると、片方の掌てのひらで優しくその口を塞ふさぐ。それで彼女には「喋しやべるな」という意図が伝わるはず。

「だからこの人の代わりに、俺をさしあげます。この人には手を出さないでください」

　びっくりした理美が、朱西を阻そ止ししようともがくが、その声も動きも、朱西は彼女を腕うでの中に閉じこめることで制した。

「俺にはこの人のような仙に近い力はない。しかし人としての精気は、もちろん持ち合わせています。俺一人の精気でも、あなたにとっては大変な力になるのでは？　なにしろ百年もの間封じられていたのですから、今はすこしでも力が欲しいでしょう。しかも確実に」

　麗春は沈ちん黙もくし、朱西を見つめている。疑うような怨霊に対し言葉を重ねる。

「あなたはこの人が欲しいと言いましたが、この人の真の名は知らないはずです。この人は和国の姫ひめで、生まれながらに授さずけられた真の名は、崑国に来て名乗らない。ということはこの人の魂たましいは授けられた名で守られている。確実にあなたが望むほどの精気を得られるとは限らない」

　名には力がある。

　和国ではどうか知らないが、崑国では生まれた子にまず母親が名を与あたえる。その名は母親と父親、本人にしか明かされず、その人の魂がもつ本当の名になり、真名と呼ばれ魂を守る役目を果たす。

　真名を知られれば魂を支配される。

　もし和国に真名の考えがなかったとしても、理美は和国で和国名を与えられている。それが真名の役目を果たすはず。理美の魂はその和国名を知られない限りは、ぎりぎり守られる。

　たとえ怨霊にどんなに精気を奪われても、魂は守られる。命を奪うまでは行かないはず。

　しかし抜け殻がらになる程ほど、理美の精気を奪われては困る。魂がかろうじて救われても、それでは彼女を守ったことにならない。

「かわりに、俺の真の名を明かしましょう。そうすればあなたは人一人分、あますところなく精気を奪える」

　沈黙する麗春に、朱西は考える暇ひまを与えまいと言葉を続ける。

「名乗りましょう。俺の姓せいは周。名は閃せん。字あざなは朱西。真の名は」

　阻止しようとするように烈はげしくもがく理美を、朱西はさらに強く抱きしめる。

「融ゆうです」
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（やめて朱西様！）

　悲鳴をあげて暴れて、朱西をとめようとした。しかし朱西の腕は強く理美を抱きしめ、口を塞ぐ掌も離はなしてくれない。

　朱西が麗春に知らせようとしているのは、自らの真名なのだと理美も悟っていた。和国にも真名の風習があり、それは大陸から伝わったものだ。

　必死にもがく理美の抵てい抗こうを押さえこみながら、朱西が告げた。

「真の名は融です」

　その声を聞いた瞬しゆん間かん、絶望感が頭の上から降ってくる。

（告げてしまった。怨霊に、真の名を。わたしを守るために！）

　名乗り終わった途と端たんに朱西が力を緩ゆるめる。自由になった理美は、

「朱西様！」

　朱西の首に抱だきついた。どっと涙なみだがあふれ、声は悲鳴になった。

「いやです朱西様！　いや、いやです！」

「落ち着いて、大だい丈じよう夫ぶ。麗春はあなたの本当の名は知らないのですから」

「違ちがいます！　そうじゃない、そうじゃないんです！」

　朱西の命が麗春に奪われる。そう思っただけで気が変になりそうだった。頭の中は真っ白で、なおかつ高温でたぎっているようだ。朱西の首にすがりついたまま、我を忘れて理美は麗春をふり返った。

「この方に指一本触ふれることは許さない！　この方の体にも、魂にも、夢にも、触れないで！　触れないで！」

　泣きながら怒ど鳴なる理美を、麗春はじっと見み据すえ低い声で言う。

『わたしはその人の真の名を知った。今、ここで、その人を簡単に連れ去ることができる』

「許さない！」

　強く朱西の首に抱きつくと、さらに声を張る。

「この人を連れ去ったら、どんな手を使っても、あなたの魂を影かげも形もなく消し去ってみせる！　どんな神にすがっても、どんな魔にすがっても、必ず！」

　愛いとしい人の命に手をつけようとする怨おん霊りように、今まで経験がない、目がくらむような怒いかりが爆ばく発はつする。

　もし朱西の命を奪われたら、きっと理美は怒りに我を忘れ麗春を食い殺すほどの怨霊になる。

（この身が怨霊になっても許しはしない。いっそこのまま怨霊になって、朱西様に手を出す者を食い殺しても！）

　怒りに見開かれて光る目。理美の気配に朱西は危あやうさを覚えたらしい。「理美」と焦あせったように呼び彼女の腰こしを抱くが、怒りは収まらない。いやいやするように首を烈しく振ふる。

「理美。俺は覚悟して名乗ったのですから、いいんです」

「いやです！　絶対に朱西様に、指一本触れさせない！」

　高く声をあげ、理美は朱西の肩かたに顔を埋うずめる。絶対にこの手を放すものかと決意し、もし麗春が近づいてきたら闇やみ雲くもにでも抵抗しようと決めていた。怨霊相手にどうやって抵抗するかもわからないのに、決意だけが強く渦うず巻まく。

「朱西様をお守りできるなら、今この場で崑国にいる全すべての魔まに祈いのり、怨霊になってもいい！」

　混乱した頭で、必死になにかに向かって念じる。自分がなにに向かって念じているかもわからずに、ただ一心に祈る。

（誰だれも朱西様に触れないで！）

「おやめなさい理美！」

　朱西が理美の気配の変化に驚おどろき、焦ったように呼ぶ。

「神気の強い場所で魔に祈ってはいけません！　本当にあなたが怨霊になってしまう！」
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　その時。闇を引き裂さくような鋭するどく高い声が響ひびき渡わたる。それは真っ暗闇に淀よどんだものを、鋭い刃やいばで切り裂くような清澄な声。

　理美ははっとし、朱西が息を吞のむ。

「あれは」と朱西が呟つぶやき、声が響く方向に目を向ける。理美もその方向へ顔を向けた。涙でぼやけた視界の中に見えたのは、巻物を収めた棚たな。その棚の上で、ぼんやりと銀色に輝かがやく小さな生き物の姿。雄お々おしく尻尾しつぽを振り立てて、鋭い声で闇を裂くように鳴いていた。

「珠ちゃん!?」
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（珠ちゃん）

　五ご龍りゆうが全身を震ふるわせ、小さな口をかっと開いて鳴いていた。その声はその小さな体から発せられたとは信じられないほど鋭く大きく闇を震わせる。

（わたしは、なにを……）

　珠ちゃんの声が耳に響くと正気づく。さっきまで理美はなにを思っていたか。朱西を守れるなら怨霊になってもいいと、なにに対して祈っているのかもわからずに祈った。それはきっと危険な行こう為い。ここは神気の強い場所だ。そこで感情のまま怒り狂くるって祈ったら、本当に理美は生きたまま怨霊となったのかも知れない。

　珠ちゃんは棚から飛び下りると、理美と朱西の前に立ちはだかる。驚き怯おびえた顔をしている麗春の前で再び鋭く鳴く。

　すると床ゆかの一部分がぼうっと光を発する。それは理美の懐ふところから落ちた麗春の手鏡だ。鏡面から発する輝きが、わずかに強さを増す。

　麗春の姿がすうっと、その輝きに吸い込まれるように溶とけ消えた。

　鏡面の輝きが徐じよ々じよに弱まり、暗くなる。

（麗春さんが、鏡に）

　闇の中に、銀色に輝く珠ちゃんの姿だけが浮うかぶ。珠ちゃんの発する輝きのおかげで、理美と朱西の互たがいの顔はぼんやりと見える。

　信じられないというように、朱西が呟く。

「五龍があなたを守った。信じられない。五龍は本来皇こう帝てい陛下に国を治める力を与あたえるのみ。よほどのことがない限り、皇帝すらも助けることはないのに」

「珠ちゃん」

　感謝と喜びがあふれてくる。

「珠ちゃん、ありがとう。ありがとう……」

　泣き出しそうなほど嬉うれしくて、珠ちゃんを抱きしめたかった。しかし理美は腰が抜ぬけたようになりその場から動けなかったし、それよりもなによりも、珠ちゃんが白銀に輝く姿が神こう々ごうしくて、下手へたに近づいてはならない気がした。

　呆ぼう然ぜんとしている二人の前で、珠ちゃんはくるりとふり返る。そして広げたままにしてあった巻物の方へ悠ゆう然ぜんと近づくと、文字に鼻を近づけた。

「三？」

　珠ちゃんの鼻先にある文字を理美が読むと、珠ちゃんは頭を上げ、今度は別の文字へと鼻を近づける。そこには「日」の文字。

「三日？」

　珠ちゃんが青い瞳ひとみで理美を見つめ、「続けて」と促うながしたような気がした。

「珠ちゃん。なにか、教えてくれようとしてる？」

　さらに珠ちゃんは、つぎつぎと鼻先を文字に近づける。珠ちゃんがなにかを伝えようとしていることはあきらかで、それを読み解かなくてはいけない。

（三。日。の間。鏡に。閉じる。入れた。あなた。だけ。できる。再度。封ふう印いん。三。日。以内）

　珠ちゃんの示す文字を順次拾っていく。それらを頭の中でつなぎ合わせて、口にした。

「三日の間、鏡に閉じこめた。あなただけが再度の封印をできる。三日以内に……」

　意味を考えず口にすると、珠ちゃんが大きく頷うなずいた。そしてこれで安心というように、すうっと輝きが消えていく。

　暗闇になる。

「珠ちゃん!?」

　焦って呼ぶと、闇の中でキュウと鳴く声がした。それは珠ちゃんが眠ねむる直前に出す声で、「すごく眠いから寝ねる」と言ったような気がした。

「五龍が三日間だけ、怨おん霊りようを鏡に閉じこめた……ということでしょうか。まさか五龍が皇帝でもないあなたを助けるとは。回復途と中ちゆうの五龍には、それが限界だったのでしょうが。とりあえず、助かったのですね」

　朱西は安あん堵どしたように息をつく。理美は珠ちゃんが教えてくれたことの意味を、じわじわと理解していた。

「でも三日間だけって。三日以内に麗春さんを封じないと朱西様は……。しかも珠ちゃんは、麗春さんを再度封印できるのは、わたしだけと。それは……」

　朱西が申し訳なさそうに口を開く。

「それは本当です。教えるべきでしたが、あなたを下手に脅おどかすことは避さけたかった。落ち着いた頃ころを見計らい告げるつもりでしたが」

　そこでくすっと朱西は笑う。

「下手を打ちましたね。あなたにそれを知らせる前に、あわや自分が怨霊の餌え食じきになりかけたのですから。すみません。早々にあなたに知らせておけば良かった。しかしあのときは、とりあえずあの場を切り抜けることしか頭になかった」

　当たり前のように朱西は話しているが、彼は理美を守るために己おのれの命を怨霊の前に差しだしたのだ。その勇気と優やさしさと思いやりに、全身が感謝と喜びに熱くなる。

　理美はまだ朱西の首に抱だきついたままだった。離はなれなければと思うのだが、今までの出来事の衝しよう撃げきが強すぎて体に力が入らず動けない。首に抱きついた腕うでもその形で固まってしまったように動かせない。朱西の膝ひざの上に座っているのははしたないと思うのだが、どうしようもない。

　朱西の腕が理美の腰こしを抱いている。彼の手もまた動かない。

（こんなに優しい人を諦あきらめるなんて無理だ。こんなに好きなのに、この思いを殺すなんて無理だ。好きなのに。好きなのに。無理……）

　暗くら闇やみの中で二人は衝撃を引きずって無言だったが、無言の中に互いの秘ひめた思いを感じるのは気のせいだろうか。朱西もまた理美が朱西を慕したうのと同様に、理美を愛いとおしんでくれていると感じるのは、勝手な妄もう想そうだろうか。

（珠ちゃんがくれた三日だ。三日以内に麗春さんを封じてこのお方を守る。絶対に）

　暗闇の中、二人は抱き合ったまま離れられないでいる。
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（愛しい）

　細い腰を抱いたまま朱西は動けない。こんなことは良くないと知っていたが、怨霊との対たい峙じの衝撃は強く、頭も体も動きが鈍にぶっている感がある。それ以上にこの華きや奢しやな少女が朱西を守ろうとして見せた気き迫はくが驚おどろきであり、嬉しくもあり、手放せない思いでいっぱいになってしまう。

（言葉にはしない。態度にも見せまい。だが今、この暗闇の中でだけは抱いていたい）

　長い時間、二人は互いの温ぬくもりと呼吸だけを感じていた。

　どのくらい時間が経たったのか、扉とびらの外で人の話し声がした。理美の体がぴくりと反応したので、朱西は囁ささやく。

「どうやらやっと、人が来たようです。立ちましょう。誤解される」

　理美は「はい」と頷くと朱西の首から腕をはずし、膝を下りた。闇の中で理美の手を探さぐって握にぎり立たせてやると、理美が静かな決意を秘めた声で言う。

「朱西様。わたしは必ず、三日以内に麗春さんを封印します。誓ちかいます。朱西様のために。そして陛下のために」

　朱西は微笑ほほえむ。

「俺もお手伝いします。頼たのみます」

　珠ちゃんが圖ず書しよ庫この奥からととっと駆かけて来て、理美の肩かたに乗って頰ほおずりしてきた。

「珠ちゃん。ありがとう。よく眠れた？」

　問うと珠ちゃんはキュッと小さく、機き嫌げん良よく鳴く。

　閂かんぬきが跳はねあげられる音がして、重い扉が外側へ向けて開かれた。明るい朝の光が一筋、理美と朱西の足あし下もとにのびると、二人は取りあっていた手を離した。

　麗春が三日間だけその中で鎮しずまっている手鏡を拾い上げ、理美は外へ出た。
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　朝あさ陽ひが射さすとともに、祥飛は丈鉄に起こされた。居室に向かうと長なが椅い子すに座り、無気力に天てん井じようを見あげる。朝あさ餉げにはまだ早く、当然理美もまだ姿を見せない。丈鉄は窓と扉を開くと、用事があるらしく姿を消した。室には一人きり。

（余は、今、泣きたいのかもしれぬな）

　考仁からもたらされた、祥飛を廃はいする動きがあるとの情報が、ことのほか彼を打ちのめしていた。自分の全すべてを否定されたような気がした。最初は怒いかりに震ふるえたが、一夜明けると胸の中を満たしているのは、虚むなしさに似たもの悲しさ。

　運命を呪のろい泣いて喚わめけば、すっきりするかも知れない。

　しかし、もうずっと泣いたことがなかったので、泣き方を忘れてしまったようだ。

　開いた窓から初春の風が吹ふきこみ、微かすかに白梅が香かおる。白梅は最も早く春を告げる花だ。まだ雪がちらつく寒さのなかでも、春は近いと人を励はげますように咲さく。

（昔、白梅が好きだった）

　そんなことを思いだし、侍じ官かんを呼んで室に白梅の枝を生けるよう命じた。すぐに運ばれてきた小さく健けな気げな花を見つめていると、幼かった頃の自分に戻もどった気がした。

（幼い頃から、余は、自分が一番欲しいと願ったものは手に入らなかった）

　小さい頃は、母の温もりや優しい言葉が欲しくて、母の周りをうろついては、無視され邪じや険けんにあつかわれた。そのうち、優しさも温もりも母から与えられないと薄うす々うす気がつき始めた頃に、伯礼に声をかけられた。優しい彼が、もしや祥飛が求めるものを与あたえてくれるかと思った。だが彼は無残な形で祥飛の生活から切り離され、同時に母への愛情が消え失うせた。

　温もりも優しさも、欲しいと思わなくなった。

　そして寒風のなか希望を語るかのような白梅の存在を、好きと思えなくなっていた。

　そのかわり力を欲ほつした。ようやく皇こう帝ていという最も力ある存在になれたと思ったのに、即そく位いしてみれば官かん吏りたちは年若い皇帝を侮あなどった。

　さらに今、祥飛を廃し新たな皇帝を擁よう立りつする動きがあると。

（ただでさえ余のことを軽かろんじる官吏が多いというのに、証しよう拠こもなく鳳寧孫を断罪すれば官吏どもは本気で余を皇帝失格と見なすはず。現状では、手も足も出ぬということか。そして最も気がかりな存在が）

　祥飛は唇くちびるを嚙かむ。

（鳳青修の子だと。今さらそんな者が亡ぼう霊れいのように）

「陛下」

　呼ばれて物思いから引き戻された。心配そうな顔で室に入ってきたのは、朱西だった。

　朱西の顔を見ると、寧孫のことを彼に相談すべきかと思う。しかし考仁が祥飛に伝えた情報が少なすぎて、憶おく測そくの域を出ないと言われればそれまで。突つっこんで考仁を問い質ただせば良かったのだが、後の祭り。あのときは動どう揺ようしてそれどころではなかった。

（もう一度考仁から情報を得て朱西に相談しても、遅おそくはないだろう）

「お辛つらそうでしたが、大だい丈じよう夫ぶですか。今から俺の考案した湯タンを作ってお持ちしましょうか」

「いや、いい。おまえの湯タンは、飲むと余計に具合が悪くなる」

「どういう意味ですか」

　不満そうな朱西の表情がおかしくなり、祥飛は吹き出す。笑い出した祥飛に安心したのか朱西の表情も緩ゆるみ、卓たく子しの上の白梅に目を移した。

「愛らしい。陛下は昔から、白梅がお好きですね」

「おまえ、そんなことを覚えているのか？」

「ええ。それがなにか」

　当然のように頷うなずく朱西の横顔に、祥飛はえもいわれぬ慕わしさを覚える。臣下としての節度を保った態度しか示さないが、朱西は幼い頃から変わりなく、誠心誠意祥飛に尽つくしている。

　白梅が好きだったことなど祥飛自身すらも忘れていたのに、彼は覚えてくれているのだ。

　さっきまで感じていた孤こ立りつ感かんが、すこしやわらぐ。すくなくとも朱西は、祥飛を裏切ることはないだろう。

（ありがとうと、ここは言うべきか。しかし、ありがとうは変だ。おまえがいてくれて良かった、か？　あるいは、ずっと余の側そばにいてくれと……？　いや、妙みようだろう！　まるで愛の告白のようだ）

　内心で自問自答を繰くり返していると、朱西の方が先に口を開く。

「ところで陛下。ご報告があって来たんですが」

「な、なんだ？　報告とは」

　結局なにも言えないまま、いつものとおりの返事をした。

「成せい華か城じようには怨おん霊りようが解き放たれています。おそらく陛下の体調不良も、怨霊の仕し業わざです」

「怨霊？　まさか。余が成華城で休養するにあたり、宮きゆう廷てい道士どもが安全を確かく認にんしたはずだ」

「怨霊は、陛下が成華城に到とう着ちやくした日に解き放たれてしまったのです。井い戸どの底に沈しずめられていた怨霊の封ふう印いんを、偶ぐう然ぜんにも余淑しゆく妃ひと理美が引きあげて解いてしまったのです」

　朱西は、伯礼が七不思議の場所を余淑妃に教えたこと、さらには井戸の底から手鏡が引きあげられた経けい緯いを詳くわしく話した。

「そして古い文ぶん献けんを探ると、この度たび解き放たれた怨霊は崑国初代皇帝に祟たたり、なおかつ皇帝陛下の臣下の幾人かが身近な人の偽にせ者ものに会い、混乱が生じたようです」

「偽者？」

　はっとした。

（偽者!?　では毎夜、余のもとに現れた理美は）

　確かに様子がおかしいとは思っていた。夢遊病にしても奇き妙みようだとは思っていたが、しかし、そういうことであれば納なつ得とくがいく。

「そうか……、そういうことか。夜中、幾いく度ども余のもとに現れた理美は……どうりで」

　祥飛は頭を抱かかえ、ははっと笑った。やはり、本当に欲しいものは手に入らないものらしい。

（そもそも理美は、余が皇后になってくれと願った翌日から、余と二人きりになるのを極きよく端たんに嫌いやがっている。避さけている。顔を合わせづらそうにしている。そんな理美が寝ねぼけていても、余のもとへなど来るはずない）

　寂さびしい、と。誰だれかが頭の隅すみで呟つぶやいた気がしたが、それは自分の声ではないと無視した。

「陛下。大丈夫ですか？」と朱西が長椅子の前に跪ひざまずき顔を覗のぞきこむ。

　しばらくして顔をあげた祥飛は、ふと気になって質問した。

「おまえは、偽の理美に会わなかったか？」

　偽の理美は、現れる度に祥飛に甘えてきたのだ。もし朱西の前にも現れて同じようにふるまっていたらと思うと、嫌だった。理美が朱西に甘えていたら、とりあえず朱西を一発殴なぐりたい。

「……会っていません」

　答えに間があった気はしたが、朱西はそう答えた。
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（俺は陛下に噓うそをついた）

　偽の理美に会ったかと訊きかれたのに、「会っていない」と答えてしまった。朱西が偽の理美に会ったことを知れば、祥飛は朱西と理美の仲を疑うかも知れないと思った。後ろめたいが故ゆえに、そんな不安が先立ったのだ。

　とにかく心苦しくてたまらない。

　理美は後宮女によ官かんで祥飛のものであり、そのうえ祥飛が理美に好意を抱いだいていると重々承知しながら、昨夜朱西はなにをしてしまったのか、と。

「とにかく怨霊はこの三日間、鎮しずまってくれます。偽者も現れないはずですからご安心を」

「三日間鎮めたと？　どうやって」

「五ご龍りゆうが理美の危機を察し、怨霊を鎮めてくれました。本来五龍の力をもってすれば怨霊を消すことはできるのでしょうが、なにしろ五龍は今力が弱っていますから。三日間が限界だったようです。この三日間で怨霊を再度封印する必要があり、それができるのは封印を解いた理美だけです。理美は今自室に帰り、五龍の様子の確認と、陛下に失礼のないように着き替がえをしています。着替えが終われば、怨霊封印の任につくお許しを頂きに来る手はずになっています」

「三日間で封印できなければ、どうなる？」

「引き続き理美が封印の試みを行いつつ、理美が封じきれない場合を考こう慮りよして、宮廷道士たちに号令し、彼らに知ち恵えを絞しぼらせ怨霊を祓はらう算段もつけなければなりません。一度放たれた怨霊は、おそらく陛下が安寧へ帰られても追って来るでしょうから。ただご安心ください。陛下が命を落とす、というようなことにはならないでしょう。怨霊は百年閉じこめられて力を失っている。しかしこのままでは、陛下はずっと起き上がれないでしょう」

「しかしおまえは、三日間で再度怨霊を封じる必要があると言ったぞ。今の話では、三日過ぎても現状と変わりない」

「すみません、つい」

　苦笑いした。

「三日間と言ってしまったのは、それを過ぎると俺の命がなくなる可能性があるからです。そしてそれによって怨霊がすこし力を増す可能性があるというだけです。それでつい」

「そうか。おまえが……なんだと!?」

　思わずのように祥飛は身を乗り出し、朱西の胸むなぐらを摑つかみ引き寄せ嚙みつく勢いで怒ど鳴なった。

「おまえが死ぬというのか!?　なぜ、そんなことに!?」

「理美を守るために仕方ありませんでした。なにしろ怨霊を再度封印することができるのは、彼女しかいないので」

「なにを吞のん気きな顔をしている！　馬ば鹿か者！」

「俺が焦あせっても始まらないことですから」

「すこしは焦れ！　手っ取り早く三日の間に五龍を回復させ、怨霊を退治させろ！」

「五龍は神しん龍りゆうですよ陛下。お願いしたからと言ってほいほい怨霊退治してくれませんし、ましてや俺の命が危あやういからと動かないでしょう。今回五龍が理美の危機を救ったのは奇き跡せきです。よほど五龍は理美を好きなのかと。とにかく理美にやってもらうしかないのです」

「なら、今すぐに理美を呼べ！　衣い装しようなどなんでもかまわん！　すぐに呼べ！　怨霊を封じる許しが欲しいならば今すぐに許すと！」

　祥飛が突とつ然ぜん怒おこりだしたので、朱西は急ぎ室を出て理美の室に向かった。その途と中ちゆうで侍じ官かんに呼びとめられた。「お手紙です」と渡わたされた書簡に、ぎくりとする。

（鳳公か？　こんなときに）

　しかし手にした書簡の裏には差出人の名があり、陽英香と署名してある。

　陽夫人からの手紙だ。その場で開くと端たん正せいな文字で「氾因に滞たい在ざいしています。お顔を見せにいらっしゃいませ」としたためられており、滞在している茶さ楼ろうの名が記してあった。

「陽夫人が氾因にいらっしゃるのか……」

　夫人と茶を飲んでいる場合ではないが、ここまで来ている夫人に顔を見せないのはあまりにも薄はく情じようだ。しかも、

（俺は三日後に命を落とすかも知れない。恩ある人には、ひとめでも会っておかなければ）

　可能性は充じゆう分ぶんにあるのだ。自ら望んだことなので今さら後こう悔かいはないが、それでも若い朱西にはやり残すことに未練があるものは多い。特に食しき学がく研究は道半ばになる。

　しかし理美を救えるのであれば、静かに受け入れるべきだという思いが強く、さして心は乱れない。しかも理美は必ず封じると誓ちかってくれた。それを信じたい気持ちも強い。

（とりあえず、顔を出してすぐにお暇いとましよう）

　朱西は侍官に「すぐに陛下の室へ出向くように」そして「自分は母に会うためにすこしの間城を空ける」と理美への伝言を頼たのむと、急いで成華城を出て氾因の街へ向かった。




　　　二




　珠ちゃんは室に戻もどるなり、寝しん台だいの上でぐうぐう眠ねむり始めた。

「本当にありがとう。珠ちゃん」

　着替え終わると理美は、眠る珠ちゃんの小さな頭と背中を柔やわらかく撫なでた。すると珠ちゃんがフゥーンと、気持ちよさそうに息をつき、またぐうぐうと寝息を立てる。

（三日でこの手鏡の中に鎮まっている麗春さんを封じないと）

　卓たく子しの上に置かれた手鏡を見おろすが、鏡面は理美の姿を映すのみ。しかし昨日まで感じなかった禍まが々まがしい気配が、手鏡からは立ちのぼっている。

　これから祥飛の室へ行く手はずになっていたが、その前に鳳徳とく妃ひと伯礼を訪ねた。

　二百年前の怨おん霊りようが成せい華か城じよう内を跋ばつ扈こしていること、そしてその怨霊が本物と寸すん分ぶん違たがわぬ偽にせ者ものとなり、混乱を生み出していたことを知らせなければならないと思ったからだ。

　起き抜ぬけの鳳徳妃に怨霊のことを告げ、さらに鳳徳妃の前に現れた伯礼も怨霊だったのだと教えた。聞きながら彼女は、どこか上の空で宙を見つめていた。

　その表情に不安を覚え、「鳳徳妃様」と呼んだ。すると彼女は正気づいたように目をぱちぱちさせて苦笑いし「偽者だったのね」と言った後、「でも、苦しいわ」と小さく呟いた。

（偽の伯礼様と触ふれあったことで、鳳徳妃様の中に燻くすぶる思いが騒さわいでいるのかも……。わたしだって偽の朱西様が出現した夜、騒ぎ出した思いを鎮しずめきれずに駆かけ出してしまった）

　鳳徳妃の様子は気がかりだ。

　一方の伯礼は淡たん白ぱくなものだった。

　怨霊のことと、それを理美が再度封ふうじるつもりだということを告げると、伯礼はうんざりしたような顔で「偽者とは迷めい惑わくな話ですね」とだけ言った。それよりも祥飛の容体が気になるらしく、理美は怨霊を封印する自信はあるのかと問われた。ことは陛下のお体に関する重大事だと。

　そのことで一層、理美は気持ちを引き締しめた。

（三日間で封じなければ朱西様のお命が危ない。しかも陛下も快復しない。できなかったじゃ、すまされないこと）

　重くのしかかる責任は息苦しいほど。

　しかし理美にしかできないことなのだ。逃にげられはしない。やるしかないのだ。

　伯礼のところを辞して廊ろう下かへ出たところで、一人の侍官と行き会った。彼から朱西の伝言を聞いて、理美は急いで祥飛の室へと向かった。

　祥飛は居室の長なが椅い子すの上に座り待ち構えていた。彼は怒ったような顔で理美を迎むかえる。

「陛下。朱西様からあらましはお聞きおよびかと思いますが……」

　礼を終えた理美が説明するのももどかしそうに、祥飛が言った。

「許す。怨霊を封印する任につくのだろう。許す。今からすぐに任につけ。そしてなんでも必要なものは使え。人でも、場所でも、宝玉でもなんでも使え。朱西の命を消してはならない」

　背筋を伸のばし威い厳げんを保っているが、その顔色は相変わらず白い。おそらく背もたれから背を起こすだけでも辛つらいだろう。強がっているが、長年仕えてくれた朱西のことが心配でたまらないのが、不安げな目の色でわかる。

　理美は深く頭こうべを垂れる。

「お許しを頂き感謝します。けれどどうかお詫わびを言わせてください、陛下。この度たびのことはわたしが怨霊の封印を解いたから起こったことです。陛下の身を危うくし、朱西様の身も危うくしています。全すべてわたしの責任です。申し訳ございません。封印をなしえたあかつきには、どんな処しよ罰ばつも受ける覚かく悟ごです」

「おまえ一人の責任ではない。曰いわく付きの井い戸どの底にそのような危険が潜ひそんでいると、調べきれなかった宮きゆう廷てい道士たちの責任もある。好こう奇き心しんにかられた余淑しゆく妃ひの責任もあるし、それを言うなら、そのような物好きのじゃじゃ馬を四し夫ふ人じんとしている余の責任もある。奇き妙みような井戸の場所をじゃじゃ馬に教えた伯礼の責任もあるし、無論、封印に触れたおまえの責任もある。誰だれの責任とも言えず、そして少しずつ関かかわった全ての者の責任だ。全員に少しずつの責任があるなら、全員ができることをすれば良いだけのことだ。今回はたまたまおまえの役割が大きくなってしまったが……逆にそのことは申し訳ない。しかし頼む」

　驚おどろき、理美は何度か瞬まばたきして祥飛を見つめた。ゆっくりと嬉うれしくなってくる。

（寛かん大だいなお言葉）

　祥飛は理美を見つめる。その瞳ひとみが不安に揺ゆれていた。

「怨霊を三日で封印する自信はあるのか」

　これには力なく首を横に振ふるしかない。

「わかりません。けれどわたしは、かつて和国で神に饗きようする食事を作っていました。食事を饗することで、荒あらぶる神を鎮しずめることもできます。わたしにできる技わざは一つしかありません。それで怨霊を封じるしかないと思っています」

　道士でもない理美が怨霊に対たい抗こうできるとすれば、それしかない。

（荒ぶる神を鎮められるのだから───だから）

　和国で神に聖せい餐さんを饗するときの手順を思い返す。弱気になっては駄だ目めだ。十年務めた美味うましの宮みやとしての経験を信じるべきだ。

「封じられる可能性はあります。成華城内の厨ちゆう房ぼうを一つ、わたしにお貸しください。そこを聖域として聖餐を作ります。それを怨霊に捧ささげ、どうなるか試ためさせてください」

「いいだろう」

　快かい諾だくすると祥飛は侍官を呼び、成華城内で利用できる厨房を探し、使えるように整えろと命じた。侍官はおそらく夜までには準備ができるだろうと請うけ合った。

「これで良いのか？　他ほかに必要なものは」

「ありません。ただ朱西様にもお力を貸していただければと思ってます。それは良いですか？」

「かまわん。朱西もそのつもりだろう。朱西はおまえ一人に事を任せて、平気でいられる性しよう分ぶんではない。いつも人の心配ばかりして……」

　祥飛はわずかに眉まゆ根ねを寄せた。

「朱西を死なせるな、理美。朱西がいなくなったら余は……寂さびしくなる」

　寂しいという言葉に、理美は耳を疑う。出会った頃ころの祥飛は、寂しいという感覚がいまひとつわからないような素そ振ぶりだった。その彼が今、朱西がいなくなれば寂しいと自覚できている。

（小さな男の子のよう）

　迷子の少年が、途と方ほうに暮れて立ちつくしているような表情だった。

（なにか、慰なぐさめの言葉があれば。勇気づける言葉を、なにか）

　祥飛は自分の弱気を口に出したのをまずいと思ったのか、口を噤つぐむ。

　会話に困った理美は長椅子の傍かたわらの花台に置かれた花か瓶びんに生けられた、室を愛らしく彩いろどる白梅へ目を向ける。

「白梅。お好きなんですか？」

　話題を別の方向へ向けられ、祥飛もほっとしたように答えた。

「ああ、そうだな。好きだった……いや。今も好きなのかもしれんが、よくわからぬな」

　また沈ちん黙もくが落ちかけるが、そこでようやく理美は言うべき言葉を見つけた。

「陛下。わたしは、朱西様を死なせません。朱西様のためなのは当然ですが、朱西様を大切に思われている陛下のためにも、知ち恵えと力の限りをつくし怨霊を封じます」

　力強く告げると、祥飛は驚いたように瞬きした。耳にしたことがない新しい言葉を聞いたような顔だった。

　しばらくまじまじと理美を見つめていた祥飛だったが、自分の手元に視線を落とす。長い睫まつげが頰ほおに影かげを作り、白梅の花の隙すき間まを通る初春の冷たい光が、彼の端たん整せいな顔立ちをくっきりと見せる。その顔がまるで、泣き出しそうに見えた。

「陛下？　体がお辛いですか？」

「いや、辛くはない……」

　と、言いかけたとき、祥飛はさらに顔を伏ふせて目をきつく閉じ、唇くちびるを嚙かむ。その眦まなじりに光るものを認め、理美は息を詰つめた。
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（なぜ余のためにと言ってくれる。知恵と力の限りをつくすなどと言ってくれる）

　突とつ然ぜん、胸の奥からこみあげてきたものに祥飛自身が驚き、苦しくなる。自分がこれほどなにを苦しがっているのか、よくわからない。

　ただわかっているのは、理美が祥飛のために心から言葉を紡つむいでいると感じたから、このわけのわからない感情がわきあがってきた、ということ。

　頭の奥で、おまえは嫌きらわれ者だと囁ささやく声がある。即そく位い一年で皇こう帝ていの座から引きずり下ろそうとする輩やからが現れるほど、嫌われ侮あなどられている存在だと。

　心から欲ほつするものには、見向きもされない憐あわれな奴やつだと。

　しかし理美は、祥飛のものになってくれないくせに、なぜかこうやって来てくれる。

　いつもは顔を合わせづらそうにしているくせに、祥飛の身を案じてくれる。

　幼い頃、めそめそ泣いても誰も相手にしてくれなかった。侍じ女じよたちはちらりと一いち瞥べつし、忙いそがしそうに去って行く。母は姿すら見せない。そうしてずっと泣き続け、誰も慰めてくれないと理解した頃に涙なみだが止まった。そしていつか、泣かなくなった。誰の慰めも必要ない、と。

　泣くのは、誰かに慰めて欲しい弱虫だ。泣ける者は、泣いていれば誰かが慰めてくれる恵めぐまれた者だけだ。

　朱西と出会った頃、よく言われた。

「陛下はお小さいのに、お泣きにならない。お強いですね」

　と。しかしそれは強いのではなかった。慰められることを諦あきらめた結果だった。

　慰めを諦めきった今になって、なぜ、こんなふうに優しく接してくる人がいるのだ。朱西の不器用な労いたわりとも違ちがう、やんわりとした、女性らしい温かさ。それは祥飛が昔から求めて得られなかったもの。それを感じると、苦しくなって、押しこめていたものが吹ふき出す。

　朱西の命が危あやういと知らされた時、「この男は、またなにを吞のん気きなことを言っている」と腹が立った。その後刻々と、陽ひに照らされた影が伸びていくように、朱西を失う可能性は大きな不安に変わっている。

　朱西がいなくなったら、祥飛は幼い頃から当然のように側そばにいてくれた、唯ゆい一いつ気を許せる人をなくすのだ。そんな不安を見み透すかし、理美は勇気づけてくれる。力の限り、祥飛と朱西のために努めると言ってくれる。

（なぜ優しくする。理美。なぜ。余のものにならないくせに……なぜ）

　嫌われ者だ。皇帝になった今ですら、おまえはその場所に座るべきではないと喚わめく連中がいる。それなのに、理美は祥飛の傍らにいてくれる。
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（泣いていらっしゃる!?　陛下が）

　狼狽うろたえていたのはわずかの間で、理美は恐おそる恐る一歩近づき長なが椅い子すの前に跪ひざまずくと、祥飛の手に触ふれる。温かい手だ。

「陛下、どうして泣かれるんですか」

「おまえが、そのように優しくふるまうからだ。おまえのせいだ。おまえが余と顔を合わせづらそうにしているのは、わかる。それなのに、こうやって……」

「優しくするから」と続けた祥飛の声は、ほとんど聞き取れないほどだった。「陛下」と囁くと、祥飛はいきなり、すがりつくように理美を抱だきしめた。

　驚き息を吞のんだが抵てい抗こうできなかった。理美の体に回された腕うでの力は強く、そして微かすかに震ふるえていて、声を殺しているのだとわかったからだ。

　祥飛がおかしい。体が弱っていることや、朱西のことだけではなく、もっと深い悩なやみを抱かかえている。だからこれほど気持ちが乱れていると直感的に感じる。

「お体のことや朱西様のこと以外にも、なにかがあるんですね陛下。いったいなにが？　わたしになにか、できることがあれば」

　祥飛は無言だ。必死に、これ以上感情が昂たかぶるのを抑おさえようとしているらしかった。

　理美はそのまま祥飛が落ち着くのを待った。しばらくすると彼は深い息を吐はき、ゆっくりと理美の体から手を離はなした。

「……すまぬ。おまえが嫌いやがることを、してしまった」

　声はしっかりしていたが、目の縁ふちは赤く濡ぬれていた。

「いいえ、平気です。陛下、仰おつしやってください。なにがあったんですか」

「良いのだ。そなたには、なにもできぬ」

「けれど心配で、わたしが落ち着けなくなります」

　必死に訴うつたえると、祥飛は苦笑いした。

「余が悪いな。おまえはこれから怨おん霊りようを封ふうじねばならぬ役目があるのに、心配させるような真ま似ねをしたから……、話さねばなるまい。ただ、大したことではない。余を廃はいし、新しい皇帝を立てようと目もく論ろむ馬ば鹿か者どもがいるというだけだ。大したことはないのだ、こんなこと」

　ことの重大さに、理美はぎょっとした。祥飛は大したことはないと言い、あまつさえ強がるようにちょっと笑って見せたが、涙の痕こん跡せきが残る瞳ひとみに彼の動どう揺ようと苦く悩のうが見て取れた。

「陛下を？　そんな恐ろしいことを考える人がいるなんて、まさか」

「考仁が知らせてきた。鳳家の当主、鳳寧孫が余を排はい除じよし新たな皇帝を立てようとしているらしいと」

（鳳寧孫って、あの迷子のお爺じいさん。鳳徳とく妃ひ様のお祖父じい様さまだ）

　一度、食しき学がく堂どうに迷いこんできた老人を思い出す。

「寧孫は余を廃し、自分の息むす子こ青修が残した子に、帝位を継つがせようとしているらしい」

　息を吸い、祥飛は涙の余よ韻いんを瞳に残しながらも鋭するどく決意を秘ひめ、宙の一点に視線を据すえる。

「そのようなことは、させぬ。余は皇帝だ」

　姿勢を正すと、祥飛はいつもの傲ごう慢まんな態度で命じた。

「本来はおまえに知らせるべきことではなかった。このことは他言無用だ」

　背筋を伸のばし、弱さなど微み塵じんもないと言いたげに告げる姿が痛々しかった。

　室を辞して、理美は高こう欄らんにもたれかかり空を見あげる。春の空は、ぼんやり霞かすむ青。

（今はまず、怨霊を封じることが第一。でもそれと同時に、わたしは、どうすれば陛下を支えてさしあげられるだろうか）

　彼の望むように皇后になる決意はできないが、それでも祥飛の役に立ちたい。
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　朱西は氾因の街を、ある茶さ楼ろうを目指して歩いていた。

　さっきまで薄うす青あおい空が広がっていたのに、気がつくと天気は下り坂に向かっている。灰色の雲が低く流れ、今にも雨が降り出しそうな空模様だった。

　氾因の街路は広い。安寧に比べて人もまばらでもの寂さびしさを感じるが、ごちゃごちゃと雑多な感じはなく整然とした佇たたずまいだ。茶楼、酒楼、妓ぎ楼ろうと、店が集まる場所が決まっているため、目的の茶楼はすぐに見つかった。中に入るとすぐに店主らしき老人が近寄ってきた。

「陽英香と仰る婦人が滞たい在ざいされているはずですが」

　訊きくと、老人は「あっ」と小さく声を出し、「こちらです」と朱西を奥へ導く。

　店の奥から中庭に抜ぬけられるようになっており、中庭を囲んで室の扉とびらが並んでいた。その中の一つへ案内した老人は、扉を独特のリズムで打ち鳴らした。

　中からの返答はなかったが、老人は「そのまま中へどうぞ」と促うながす。

　陽夫人が滞在しているとなれば、身の回りを世話する侍女がいるはずで、いつも彼女たちは主人と楽しく談だん笑しようしている。しかし奇き妙みようなことに、そんな華はなやかな気配が室の中からは感じられない。

　訝いぶかしみながら中へ入ると、熟成茶の濃こい香かおりが漂ただよう。そして、

「やっと会えたな、朱西」

　と卓たく子しについて笑っていたのは鳳寧孫だった。

「鳳公!?」

　謀はかられたとわかり身の危険を感じ、朱西は身をひるがえした。しかし彼の行く手を、二人の屈くつ強きような男が遮さえぎった。彼らは扉の前に立ちはだかり、「どうぞ、お席へ」と告げた。

（この体つき、物もの腰ごし。腰に帯びる剣けん。衛え士じか？　しかも隊長級の）

　宮きゆう廷てい勤めの衛士らしき男たちが、寧孫に従っていることに驚おどろく。

「とって食うつもりはない。朱西、座るが良い」

　背中に寧孫の声が当たり、朱西は覚かく悟ごを決めた。気持ちを整えふり向き、ゆっくりと歩を進め寧孫の正面に座った。

「俺を呼び出す手紙は、確かに陽夫人の手しゆ蹟せきでした。どうやって準備されましたか」

「陽夫人は都きっての書家ではないか？　そなたも達筆と聞くぞ。多くの貴族の子女が、陽夫人からお手本をもらっている。書を真似る職人に頼たのめば、簡単に手紙は作れた」

「そこまでして、なぜ俺を呼び出したのです」

「そなたに話を聞かせると約束した」

「それはもう結構です。はっきりと申し上げます。話を聞く気はありません。ですから帰らせて頂きます」

　立ちあがりかけた朱西の手首を、寧孫が摑つかんだ。

「放してください」

「朱西。そなたは、わたしの孫だ」




　　　三




　言葉の意味を測りかね、朱西の動きは止まった。なにを言っているのかと寧孫を見やると、彼はまっすぐ朱西の目を見た。

「そなたは、わたしの息むす子こ鳳青修の子だ」

「……仰っている意味がわかりません」

　寧孫の言葉は突とつ飛ぴすぎて、なにかの比ひ喩ゆかと思った。

「言葉どおりの意味だ。そなたは青修の子で、わたしの孫。それ以上でもそれ以下でもない」

「俺は周考仁の子です」

「そういうことになっているらしいが、間ま違ちがいなく、そなたは青修の子だ。証しよう拠こも見つけた」

「証拠があると？」

　驚きのあまり、朱西は再び腰を下ろす。

「これはそなたが育った、関かん南なんの天てん神しん廟びように納められていたものだ」

　寧孫が卓子の上に取り出したのは、紙の代用品に使われる羊のなめし革がわ。庶しよ民みんが使うものだ。

　そこには鳳青修と署名があり、脇わきに「青修の長子。朱西」と記され、小さな手形と足形が押されていた。庶民の間には、子どもが三つになると両手両足の形をとり、それを天神廟に奉ほう納のうする風習がある。体が資本の彼らは、手足が頑がん健けんになるようにと神に祈いのるのだ。

「あれだけ捜さがしても見つからなかった青修の行方ゆくえが、そなたの経歴を辿たどることでわかったのだ。そなたが生まれ育った場所で調べなおしたら、青修らしき人物が見つかった。偽ぎ名めいを使い、身なりも変えていたためにうまく隠かくれ果おおせていたようだ。しかしその人物が廟に奉納したこれには、本当の名が記してあった。青修も、天神には噓うそをつけなかったのだろう」

「これが……青修様の書いたものだと明言はできません。しかもこの朱西とある名が、俺であるという確証もない。同じ名の別人ということも」

　理路整然と答えたが、動揺のため声に力が入らない。

「鳳家に残っている青修の書をもとに、手蹟は青修のものと確かく認にんした。そしてここに名がある朱西が、確かにそなただとは言い切れぬ。しかしここには手形もある。指先の紋もん様ようがはっきり見える。これは万ばん人にん不同、終生不変。今そなたの紋様と比ひ較かくすれば、本人か否か確かめられる」

　羊のなめし革を、寧孫はずいと朱西の方へ押し出す。

「今ここでそなたの手形をとり、この手形と比べてみるか、朱西」

　突とつ如じよ、恐おそろしくなった。これは事実かもしれないと直感的に思ったからだ。

（俺が青修様の子？　ならなぜ父上は、周考仁は、俺を実子として育てた。いや、そんなはずはない。これはなにかの陰いん謀ぼう）

　寧孫の子青修は、先代皇こう帝ていと帝位を争った人物だ。考仁は先代皇帝に仕え、今も祥飛に仕えているのだから、青修はいわば政敵。そんな人物の子は後の禍か根こんになる。その子を、考仁が実子として育てるだろうか。秘ひ密みつ裏りに抹まつ殺さつするほうが理にかなっている。

「帰ります」

　混乱の極きわみでまともに頭が働かない。ただここから逃にげ出さなければと、それだけを思い立ちあがった。

「紋様を比べぬか？」

　朱西は答えず、早足に扉に向かう。すると背後で寧孫が、もう一枚の羊のなめし革を取り出す。それに目を落とし鋭するどく呼ぶ。

「待て、融」

　雷かみなりに打たれたように足が止まる。

（融？　……融と!?）

　まさか、と一いつ瞬しゆん息が止まる。

「もう一枚、天神廟に納められたものに、青修の手蹟でおまえの真の名が記されていた。『融』と。これは父母と天神以外には明かされない名。これは、おまえの名ではないのか？」

　真の名は生みの母から聞かされた。それについては陽夫人にも考仁にも明かしたことはない。

　全身に震ふるえが来た。混乱し、声が震えた。

「帰ります」

　とにかくこの場から逃のがれなければ。そのことだけで頭がいっぱいになる。扉へ向かい再び歩を進める朱西の前に、二人の男が立ちはだかろうとした。かっとした。

「そこを退どけ!!」

　怒ど鳴なると、彼らはびくりと身をすくめる。すると「通してやれ」と寧孫の声がして、二人の男は道をあける。朱西は扉を押し開けた。

　一歩踏ふみ出すごとに足あし下もとが崩くずれて消えていくような感覚があった。

（俺は何者だ）

　当たり前だと信じていたことが全すべて噓であるなら、朱西はなにを信じれば良いのか。自分の輪りん郭かくが溶とけ、存在があやふやになるような恐きよう怖ふがわきあがる。

　ぽつりぽつりと、乾かわいた砂の上に雨あま粒つぶが黒く小さな点を作る。瞬またたく間に本降りの雨となり、砂から湿しめった匂においが立つ。
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　茶さ楼ろうの出入り口を見張れる屋台の床しよう机ぎに座り、丈鉄は俯うつむいて盃さかずきを舐なめていた。干し肉を焼く香かおりと、つんとすえた酒の香が混じり合う屋台の店先には、丈鉄を含ふくめ数人の客がいる。

　砂すな埃ぼこりが街路に舞まいあがっていた。しかし曇どん天てんからとうとう雨が降り出すと、砂埃のかわりに視界を遮るような雨がけぶる。一気に気温が下がって、ひやりと冷たい風が吹ふく。

　そうしていると茶楼から朱西が早足で出てきた。雨よけも持たず、濡ぬれるがままに歩むその顔色を見て、丈鉄は悟さとった。

（とうとう、知ったか）

　それで朱西がなにをどう考えるのか、それが問題だ。かつての朱西なら馬ば鹿かな決断はしないと断言できた。しかし今は理美の存在がある。彼がどれほど理美を愛いとしんでいるか手に取るようにわかるからこそ、なにをどう考えるか。

　そんなことを思いながら雨よけの布を被かぶると、卓に銭ぜにを置き立ちあがり、屋台の軒のき下したから街路に出た。そこで丈鉄は驚き足を止めた。

「朱西」

　今しがた茶楼から出て歩み去ったと思っていた朱西が、屋台の陰かげに隠れるように立ってこちらを見ていた。軒下にいたが肩かたや髪かみは濡れていた。

　茶楼から出た時に、朱西は丈鉄の存在に気がついたのだろう。丈鉄の死角に入った彼は上手に身を隠し、ここに近づいてきたらしい。朱西らしからぬ冷えた無表情で、鋭く丈鉄を見つめている。朱西がなにも言わないので、丈鉄の方がおどけた笑え顔がおで近寄っていく。

「よお、朱西。こんなところでどうした。おまえのような堅かた物ぶつでも酒を……」

　朱西は丈鉄の胸むなぐらを摑つかんだ。雨よけの布が地面に落ち、丈鉄の頭と肩に雨が降りかかる。

　自分も濡れるに任せたまま、朱西はこちらに顔を寄せ呻うめくように詰きつ問もんした。

「なぜおまえがここにいる。偶ぐう然ぜんではないだろう、丈鉄」

「なに言ってんだ。俺はただ酒を」

　言い終わらないうちに、胸ぐらを摑んでいた朱西の腕うでが強い力で丈鉄の体を背後の土ど塀べいに押しつけた。油断していた丈鉄は背中を強したたかに打ちつけられる。

「おまえは俺に理美のことを指して、最も危険な花を摘つむなと言っただろう。その意味がやっとわかった。陛下が理美を欲ほつしていると知りながら俺が理美と通じれば、それは陛下に対してあきらかな裏切り。しかし俺が青修の子であれば、ただの裏切りではすまない。間違いなく陛下の政敵となる。それを知っていたからこそあんな忠告をした」

　朱西の額と頰ほおを雨粒が伝う。息切れするように言葉を切り、彼はさらに続ける。

「鳳寧孫は先さき頃ごろようやく俺の存在を知った。そのずっと前から俺の出生を知っていた者と、おまえは通じているということだ。それは父上───周考仁しかいない。おまえはずっと以前から。いや、おそらく陛下に仕える前から周考仁の配下だった。違うか」

（ご明察と言ったら殴なぐられるか。あまりにも優やさしい男だから、こいつが切れるということをつい忘れる）

　丈鉄は観念した。もう隠かくすことはできない。

「ずっと前から、俺が周宰さい相しようの指令を受けているのは知っていただろう」

「そこまで深くつながっているとは思わなかった。おまえは陛下にそれなりの忠誠を尽つくしていたから」

「忠誠は尽くしているさ。だがな、俺はそもそも周宰相の剣けんだった。その剣が陛下の臣として仕えよと命じられたってだけだ。陛下に使われる剣であれ、本当の持ち主は周宰相。それだけのことだ。使われる剣は、使い手を好んで傷つけはしないぜ」

「忠誠？　ぬけぬけと……」

　胸ぐらを摑んでいた手を離はなすと、朱西は数歩後あと退ずさるように距きよ離りをとった。

「陛下にもおまえにも、たくさんの隠し事をしていたのは確かだ。けどな朱西。陛下にお仕えした十年で、俺は陛下にもおまえにも」

「おまえの言葉は聞きたくない！　なにを聞いたとしても、おまえを信じられない」

　断たち切るように告げると、朱西は背を見せて雨の中を歩き出す。
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「朱西！」

　柄がらにもなく焦あせり呼びとめたが、朱西はふり返りすらしなかった。

　完全な拒きよ絶ぜつに、丈鉄は呆ぼう然ぜんとした。

（朱西を）

　なんに対してもおおらかで、徹てつ底てい的に他者を拒絶することを知らないような男だ。丈鉄がどんなひどいことをしても、その行いに眉まゆをひそめ非難はするが、丈鉄自身を拒絶することはなかった。しかし今朱西は、丈鉄という人間そのものを拒絶した。

（失った）

　朱西とつながっていたなにかが断ち切られ、彼を失ったと強く感じる。

　常に柔やわらかく温かかった寝ね床どこが、突とつ然ぜん灰になったような衝しよう撃げきが丈鉄にはあった。

「朱西が事実を知れば、こうなることはわかっていたはずだ……」

　我知らず呟つぶやく。そして思い出すのは、焼け落ちた貧しい家。そこに漂ただよう焦こげ臭くささ。昨日まで確かに温かい場所だったのに、残ざん酷こくな焼け跡あとになった。あれを見た時の気持ちは、今の気持ちに似ていた。

　それが引き金のように、剣として停止させていた思考がふと動く。

（俺は周考仁の剣だ。剣は考えない。命じられたこと以外しない。なにを知っていても、ただ黙だまって見ているだけだ）

　策略家がどれほど人の運命を弄もてあそぼうと、見ているだけ。それが自分の役割だと思っていた。

　だが。

　丈鉄は朱西の歩み去った方向を見つめ、胸の中に広がる喪そう失しつ感かんに我ながら驚おどろく。策略家の命じるままに、人の運命を転がす片棒を担かついだ結果がこれだ。

（運命の歯車は複雑に絡からまりあっている。策略家はそれを上手に動かしている。動かされる者は、なにも知らず動かされるのみ。人として生きながら、これほど虚むなしいことがあるのか）

　しかし虚しいのは丈鉄も同じだ。見ているだけで誰だれの運命にも手出しできないのであれば、それは存在しないのと同じ。

　もし、と丈鉄は考える。策略家の整えた全てをぶちまけて見せたら？

（どれほど混乱が起こる？　誰が傷つき、誰が笑い、誰が泣く？　けれど策略家の計算の中で泣いて笑って生きるよりは、よほど人らしい生き方じゃないか）

　もし、と丈鉄は想像した。策略家の全ての計算が狂くるったら？

（秘されていた出生を知り虚きよ脱だつしている様子の朱西も、政敵に不安を抱いだく祥飛も、戸と惑まどっている理美も、悲運の伯礼も、全ての人が人らしく、自分で自分の運命を決められるのじゃないか？　そうすればどんなに哀かなしかろうと、苦しかろうと、彼らは満足しないか？）

　剣が、考えを巡めぐらしはじめる。

　丈鉄は全身濡れていた。初春の雨は冷たく、指先が痺しびれるほどに冷えていた。
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（朱西様がお帰りにならない）

　怨おん霊りようである麗春が鎮しずまっている期間は三日間。この間に封ふうじなければ朱西の命が危あやうい。それは朱西が一番よく分かっているはずで、理美の手伝いをしてくれると言っていた。

　しかし日が暮れても朱西は泉せん佳か宮きゆうに戻もどって来ない。

　なにかあったに違ちがいないと思うが、無む闇やみに街中へ捜さがしに出ても出会えないだろう。それよりも朱西が帰ってくるまでの間に、できることだけはしておく必要がある。

　祥飛から許しを得て使えるように段取りされたのは、成せい華か城じようの北辺にある厨ちゆう房ぼうだった。かつて後宮だった場所で、今はほとんど使われていない。柱の塗ぬりは剝はげ、井い戸どのある庭院にわは枯かれ草に覆おおわれていたが、急ぎ掃そう除じされた内部は清潔になっていた。

　そこへ燃料と水みず瓶がめ、調理器具、食材を運び入れた。さらに厨房の内側に細い糸を張り巡らし、四よ隅すみに塩を盛る。屋外の周囲にも塩を撒まき聖別した。

　和国風のやり方だったが、それでも厨房内の空気が澄すんでいく。

　井戸の底から引きあげた手鏡と箱も、念のため厨房の作業台に置いた。

　準備が終わっても朱西は帰ってこなかったが、彼の帰りを座して待てるほど、時間的余よ裕ゆうがない。

（なにを饗きようすれば怨霊は鎮まるか、それを考えなくちゃ）

　まず知ることが必要だ。なぜ麗春が怨霊となり、なぜ祥飛に祟たたり、なぜ奇き妙みような偽にせ者ものを作り出したりするのか。その理由がわかれば、饗するべきものもおのずと見えてくるはず。

　理美は圖ず書しよ庫こへと向かい、昨夜朱西が選び出した二百年前の巻物を両りよう腕うでいっぱいに抱かかえた。泉佳宮に戻る道すがら、疑問を感じた。

（不幸だった麗春さんが怨霊になるなら、死んですぐに怨霊になるはず。怨霊になったのは燭国が滅びた後。死後百年も経たってから怨霊になったということに、意味があるのかも）

　これらの中に麗春が怨霊になった経けい緯いを知る手がかりがあれば助かる。しかし残念ながら旧字で書かれているそれを読むことができない。朱西も帰らない今、旧字が読めそうな人といえば伯礼くらいしか思いつかなかった。彼に頼たのむしかない。

　抱えた巻物を自室に置き伯礼の室へ向かう。いつのまにか雨が降り出しており、ひやりとする空気が廊ろう下かに流れこんでいた。

　鳳徳とく妃ひの室の前を通りかかったとき、扉とびらがわずかに開いていた。その隙すき間まから伯礼の後ろ姿が見えた。

（あ、伯礼様）

　足を止めて、細く開いた扉の傍かたわらに立ち室内を覗のぞく。室内には伯礼と鳳徳妃のみ。侍じ女じよは用事を言いつかって室を離れているのか、姿がない。

「以上のことは内侍省からのお願いとお知らせです。他ほかのお三方、宋貴き妃ひ様、余淑しゆく妃ひ様、温賢けん妃ひ様には、既すでにお伝えしてあります。なにかご質問はおありでしょうか、鳳徳妃様」

　伯礼は手にした書面をひろげて淡たん々たんと喋しやべっている。内侍省から四し夫ふ人じんたちになんらかの知らせが来たのを、伝えに来ただけらしい。

　長なが椅い子すの上に横座りした鳳徳妃の裳も裾すそは、優ゆう雅がに流れていた。彼女はじっと伯礼を見ている。

「鳳徳妃様？　ご理解頂けていますか？」

　鳳徳妃が無反応なのに不安になった伯礼が確かく認にんすると、彼女は「わかったわ」と返事する。

「では書面は確認のため、徳妃様がお持ちになっていてください」

　丸めて差しだすが、鳳徳妃は動かず手にとる気配がない。

　伯礼は困ったように微び笑しようし、「こちらに置きましょう」と言って、長椅子の傍らにあった花台に置く。そのとき「伯礼様」と鳳徳妃が小さく、独り言のように呼んだ。伯礼は眉をひそめた。だがすぐに表情を消し、なにも聞こえなかったかのように鳳徳妃に向き直る。

「では、わたしはこれにて」

「あなたが、わたしのもとに来た」

　きびすを返そうとした伯礼に、唐とう突とつに鳳徳妃が言う。伯礼は足を止め苦笑する。

　雨音が烈はげしくなっていた。

「理美から聞きました。それは怨霊の仕し業わざです。それでわたしを責めようというのですか？　わたしのあずかり知らぬこと故ゆえ、責められても困りますが」

「責めているのじゃない。ただわたしは、現れたあなたを前にして……抵てい抗こうできなかった」

　伯礼の表情は動かない。鳳徳妃は泣きそうに目を潤うるませ、伯礼の視線を避さけるように目をそらす。しかし言葉は止められないらしく、震ふるえながらも続けた。

「わたしは、ずっと自分の気持ちをもてあましている。夜に現れていたのが怨霊だったと教えられても、心の中から掘ほり起こされた思いは消えない。わたしは今もまだ……」

　切せつ羽ぱ詰つまったような鳳徳妃の言葉を、伯礼が冷ややかな声で遮さえぎった。

「宦かん官がんに色目を使うほど欲求不満でございますか？　鳳徳妃様」
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　伯礼の目には冷笑があった。

「徳妃様ともあろうお方が、はしたない」

　理美はぎょっとした。なんという言葉を発するのだと、信じられない。

　鳳徳妃の顔から血の気が引き、その後真っ赤になる。それにかまわず伯礼は、おもむろに長椅子に近づき背もたれに両手をかけ、鳳徳妃の顔を上から覗きこむ。粘ねばり着くような声で囁ささやく。

「ですが、わたしは嫌きらいじゃありませんよ。そのはしたなさはね」

　薄うすら笑う彼に鳳徳妃は唇くちびるを震わせる。

「あなたは……なにを言って……」

「お相手いたしましょうか？　宦官でもそれなりには、お相手できますよ。今、お望み？　人ひと払ばらいをしましょうか」

　その瞬しゆん間かん、きっと表情をきつくした鳳徳妃の平手が伯礼の頰ほおを打つ。

「汚けがらわしい！」

　頰を打たれても微み塵じんも動じず、伯礼は薄ら笑いのまま囁く。

「その汚らわしい宦官に色目を使ったのはあなた様ですよ」

「あなたは！」

　怒ど鳴なった鳳徳妃の声は震えていた。

「あなたは、わたしが知っている伯礼様じゃない！　いつから、こんな人間になった!?」

「宦官には、宦官なりの楽しみもありますから、それなりに生きているだけです。子どもの頃ころのことを言われても困ります」

「わたしは……、わたしは、なんと愚おろかしい夢を見ていたのかしら」

　握にぎった鳳徳妃の拳こぶしは力を入れすぎているために白くなり、震えていた。

「自分の愚かさに吐はき気がするわ。おまえのような者を、あの伯礼様と一いつ緒しよだと思っていたなんて。おまえの正体はわかった。卑いやしき者だわ。人とは、これほど無残に変わるものなのね」

　怒いかりをたぎらせ、鳳徳妃が呻うめく。

「あなた様が色目を使ったと思ったのは、わたしの勘かん違ちがいでしたか？」

「まだ言うか！　勘違いに決まってる！　離はなれなさい伯礼！　さっさと出て行きなさい！」

　なぜか満足したように伯礼は笑った。

「勘違いでしたね」

　伯礼は長椅子から手を離し姿勢を正すと、きれいな礼をとり「では、失礼いたします」と、平然ときびすを返す。

　鳳徳妃は、屈くつ辱じよくと怒りに耐たえるように伯礼の後ろ姿を睨にらみつけている。

　理美が呆ぼう然ぜんとしていると、伯礼が扉を出てきた。そこに理美の姿を見ると驚おどろいたような顔をしたが、すぐにいつもの微笑ほほえみを浮うかべ廊下を去って行く。その後ろ姿と、室内で屈辱に耐える鳳徳妃を見比べ、理美の中に怒りがわきあがった。

（伯礼様は、こんなお方だったの!?）

　幼い頃から今まで、ずっと伯礼を慕したっていた鳳徳妃に対する仕打ちがこれか。

　伯礼の根っこの部分がこれほどねじ曲がり腐ふ敗はいしているのが衝しよう撃げきであり、また烈しい嫌けん悪お感かんを抱いだく。それ以上に、鳳徳妃に対するあの振ふる舞まいは許しがたい。

　理美は伯礼を追って駆かけ出した。

　曲がり角で追いついて「伯礼様！」と呼ぶと、彼は気負いなく足を止めふり返る。

「なんという無礼なことをなさるんですか」

「無礼？　そう？　わたしは求められることをするだけだよ」

「鳳徳妃様はあのようなことを望まれてません！」

　雨が激しくなり、廊下の端はしに吹ふきこんでいる。

「そのようだったね、あれはわたしの勘違い」

「伯礼様が、そんなお方だったなんて……」

　突とつ然ぜん、伯礼が理美の顎あごに手をかけて上向かせる。驚く理美に、彼は甘い声で囁く。

「わたしのなにを知っているの？　理美。ねぇ、考えてごらん。公子だった子どもが宦官になれば、内ない侍じや官かん吏りたちがその子をどうするか。後宮でも外朝でも、おもしろい玩具おもちやとしてあつかわれたんだよ、わたしは。長い間、延貴き妃ひ様も生きていらしたからね。様々に趣しゆ向こうを凝こらして、あのお方は存分に楽しまれた。そのなかを生き抜ぬいてきたら、どうなる？　卑しくもなるのじゃない？　鳳徳妃様も君も、あまり夢は見ないことだね。幼い日のままでいられるような美しいことは、この世にはないよ」

　手を離すと、伯礼はいつもの魅惑的な微笑を残して歩み去る。

（伯礼様……）

　理美は衝撃を受けて、しばし呆然としていた。雨音だけが耳に響ひびく。
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　朱西はずぶ濡ぬれだった。どこをどう歩き回ったのかわからなかったが、すっかり日が落ちてから、ふと正気づくと泉せん佳か宮きゆうに戻もどっていた。

　白い石の建物に囲まれた、白大理石の庭院にわに立つ。体の芯しんが冷え切っている。

　何げなく東の上層に目をやると、けぶる雨の向こうに理美の姿を認めた。彼女はなにかに驚き立ちすくんでいるようだ。

（そうだった。あと三日。今夜が終われば残り二日で、怨おん霊りようが目覚め俺の命を奪うばう）

　ゆっくりと思考が戻ってくると、朱西は己おのれの命の危あやうさを思い出す。

（今は、己の出生に動どう揺ようしている時ではないはず。命を失えば、出生がどうであれ俺自身が終わるのだから。しかも怨霊を封ふうじられなければ、陛下も快復されない）

　理美の姿を見つめることで冷静になってくる。常に彼女を守りたいと思うが故ゆえに、必然的に思考が冴さえるらしい。

（俺の出自がどうであれ、俺は陛下の臣に変わりない。陛下に仕え陛下のために働く。そこが俺のいるべき場所だ。だから）

　見つめていると、理美の表情は徐じよ々じよに途と方ほうに暮れたように変わっていく。歩き出そうと一歩踏ふみだしかけ、流れた視線が朱西を捉とらえた。目を見開き飛びあがる。

「朱西様！」

　理美は庭院に飛び出してきた。

「大変、ずぶ濡れです！　お早く中へ。いったいなにがあったんですか!?」

「なんでもありません。雨よけを忘れて外出しただけです。それよりも怨霊を封じるために陛下からのお許しはもらいましたか？　準備は」

　朱西の手を引きながら理美は小走りに駆け、数段の石段を上って建物の中へと朱西を連れ込んだ。雨の当たらないところへ来ると、理美はほっとしたような顔で答える。

「お許しは頂きました。聖せい餐さんを作るための場所も用意しましたけれど、なにを作って捧ささげれば怨霊を封じられるか、それを考えなくてはならないんです。そのために圖ず書しよ庫こからわたしの室に巻物を持って来たんです。でも、わたしには読めなくて」

「すぐにあなたの室へ行きましょう。俺が読みます」

「朱西様はその前に、お召めし物を換かえないと。風か邪ぜをひいてしまいます」

「そこまでやわではありません。読み終わって着き替がえをしても同じです。それよりも時間を無む駄だにしましたから、すぐにでも読み進めないと」

　逡しゆん巡じゆんする理美を説き伏ふせ、朱西はまっすぐ理美の室へと向かった。

　室に入ると長なが椅い子すの上で、五ご龍りゆうが理美の領巾ひれを相手にギャウギャウ言いながら格かく闘とうして遊んでいた。回復著いちじるしいその様子に安あん堵どする。五龍のためにこの城に来たのだから、その目的はほぼ達成できたようだ。

（あとは怨霊を封じられれば）

　理美は火ひ鉢ばちの火をかき起こして室を暖め、朱西に乾かわいた布を手て渡わたし、あれこれと気き遣づかってくれる。圖書庫の暗くら闇やみの中から出るときに、必ず三日以内に怨霊を封じようと互たがいに力強く頷うなずきあったのだ。あのときの決意を思い出し、朱西は持ち込まれた巻物を開く。

　集中し、巻物を素す早ばやく読み進める。

　読み進めていくうち、麗春───呉昭儀の名に突つき当たった。

　礼れい部ぶ配下祀し部ぶの資料の中に『呉ご昭しよう儀ぎ之の封ふう印いん』の項こう目もくがあったのだ。

（なぜ礼部に？）

　礼部は外交や儀ぎ式しきを取り仕切る役目を担になう。その礼部配下の祀部は宮きゆう廷てい道士が所属し、儀式や呪じゆ術じゆつ的な仕事をする。

　百年前礼部配下の宮廷道士が、吏り部ぶの敷しき地ち内にある井い戸どへ麗春の怨霊を鎮しずめた。怨霊が礼部の管かん轄かつで鎮められるのは当然だ。

　しかし今朱西が読んでいるのは、二百年前の資料だ。麗春は怨霊ではなく、その当時は生きている。しかも後宮の昭儀なのだ。その女性がなぜ礼部の資料の中に登場するのか。

　しかもそこに封印の文字。

（これは……）

　読んでいくと我知らず朱西の表情は曇くもる。その変化を見て取り、理美が巻物を覗のぞきこむ。

「なにが書かれているんですか？」

「後宮に入る前、麗春には許いい嫁なずけがいたようです」
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「許嫁？」

　おうむ返しに理美が問うと、朱西は文字から目を離し頷いてくれる。

「ええ。許嫁を持つ身で麗春は後宮に入ることを望まれた。彼女は父の立場も慮おもんぱかり、後宮に入る決意をしたようですが。その際に皇こう帝ていから、彼女が心中に抱かかえる許嫁への思いを捨てることを命じられ、その儀式を吏部が取り仕切って行ったと。本来呪術的儀式は礼部が取り仕切るものですが、この場合は罰ばつの意味が強かったため、礼部の宮廷道士が協力したものの、吏部の主導で行われたようです。軽い刑けい罰ばつです」

「刑罰を受けたということですか。麗春さんは」

「ごく軽い形式的なものでしょうが、そういうことです。彼女の恋こい心ごころを罪と見なし、礼部の協力の下もとで吏部敷地内で儀式が行われた。罪を吏部の井戸に捨てたとありますから」

「罪を井戸の底に捨てたということは、あの手鏡は儀式で使われたもの。そこに麗春さんの思いを込めて、手鏡は井戸の底に捨てられた？」

　理美の夢の中に現れた麗春は、恋しい人と自ら望んで別れるのだと口にした。

　おそらく彼女は許嫁と別れることを哀かなしみ、苦しみ、泣いていた。

　自ら望んで別れるという言葉は、きっと噓うそだ。建て前だ。本心とは裏腹な言葉に違ちがいない。

　さらには圖書庫で朱西がひもといた資料には、彼女が「自分は皇帝陛下が支配する臣民であるのだから、魂たましいまでも捧げ尽つくすことが己の務めだ」と口にしたとも記述があった。

　しかしそれも、そう言わざるを得なかったから口にしただけ。

　あれほど泣いている人が、そんなことを本心から口にするはずがない。

　恋しい人との別れを望んでいると、自らを皇帝に捧げ尽くすのが務めだと、そう言わされるのは、どれほど苦しかっただろう。

（夢の中に現れる麗春さんの足下に、花はな菓か子しがうち捨てられていた）

　花菓子は婚こん約やく祝いの席に飾かざられると、温賢けん妃ひは教えてくれた。あれは麗春が幸せだった頃ころの名残なごりのもの。それがうち捨てられた場所で、彼女はそれを拾うこともせず泣いていた。

「麗春さんは恋人への思いを、苦しい心と一いつ緒しよに手鏡にこめて捨てさせられた。捨てさせられた麗春さんの思いは結局麗春さんの魂の一部で、───麗春さんが亡なくなったあと、麗春さんの魂は手鏡の中にあった魂の一部に引かれるように手鏡の中へと入り、時を経て怨霊となった。そういうことですよね、朱西様」

「おそらくそうです。燭国が滅ほろび、崑国初代皇帝が成せい華か城じように入城したのをきっかけに怨霊は動いた。その存在に気がついた宮廷道士が手鏡を井戸から引きあげ、箱に入れ、入念に封印して再び井戸に沈しずめた」

　不安定に揺ゆれる蠟ろう燭そくの炎ほのおに照らされ、理美と朱西の影かげが大きく歪ゆがんで壁かべに映る。

（麗春さんは泣いていた）

　麗春は怨霊だ。しかし夢の中で見たいじらしい涙なみだを思い出すと、彼女が現在怨霊であれなんであれ、二百年前の人々の仕打ちが腹立たしい。

「でも、罪ですか？　麗春さんに許嫁があるのに、後宮にと望んだのは皇帝の方なのに」

「皇帝は彼女の身も心も、独どく占せんしたかったのでしょう」

　恋心を罪と見なされるのは、宮廷ではありえること。そこで朱西は巻物に目を落とし、

「怨霊が誰だれかの姿になり現れていたのは、手鏡に込められた麗春の思いがあったからか。それが怨霊の行動原理の一つ」

　ぽつりと独り言を言った。

（行動原理？　誰かの姿になったのは、なぜ？　それは……）

　恋心を捨てよと命じられた麗春は、心にあった恋心を鏡に託たくした。しかし捨てられても、恋心は恋しい人を求め続けるはず。

（それが理由!?）

　気がついた瞬しゆん間かん、理美は衝しよう撃げきを受けた。

（じゃあ、あの方がああ言ったのは！）

　呆ぼう然ぜんとしたあと、こみあげてきたのは後こう悔かい。

「朱西様！　わたしはあの方に、お詫わびを言わなくてはいけません！」

「あの方？　どうしました」

「すぐに戻もどります！」

　それだけ言うと、理美は室を飛び出した。
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　理美がその人の室の扉とびらを叩たたき「理美です」と告げると、静かに「お入り」と応いらえがあった。

　中へ踏ふみこむと室内には蠟燭が一本灯ともっているだけ。薄うす暗ぐらい中で彼は、開いた窓辺にいた。雨が吹ふきこむのもかまわずに、彼は外を眺ながめていたらしい。

「伯礼様」

「どうしたの理美。またわたしを責めに来たの？」

　いつもの魅み惑わく的で曖あい昧まいな微び笑しよう。理美は首を横に振ふると伯礼の側そばに寄り、息を整えながら微笑を見つめる。

「いいえ、お詫びに来ました。先ほどわたしは大変な勘かん違ちがいをしていました。わかったんです」

「藪やぶから棒に、なに？　お詫びとか、勘違いとか。なにをわかったと？」

　からかうように苦笑する伯礼に、理美は静かに告げる。

「わかったんです」

　伯礼の瞳ひとみをまっすぐ見つめる。

「伯礼様が、心密ひそかに鳳徳とく妃ひ様を思っていらっしゃるということが」

　伯礼の表情は変わらない。しかし目の色だけが、勝負を挑いどむような鋭するどい輝かがやきを宿している。けして負けてはならないというように。

「なんのこと？」

「成華城に出現した怨おん霊りようは、誰かの偽にせ者ものになって特定の人の前に現れました。どうして怨霊がその人たちに偽者を見せたか、わかったんです」

　伯礼の目が細まる。理美は続けた。

「怨霊は、二百年前に封じられた叶かなわぬ恋心が変じて生まれたんです。だから叶わない恋心を秘ひめた者の前に、心密かに思う人の姿になって現れたんです。似た思いに引き寄せられて」

　一つ息をつき、理美は断言した。

「伯礼様は偽者の鳳徳妃様の訪問を受けた。ということは、まちがいなく鳳徳妃様への思いがある。なのになぜ軽けい蔑べつされるようなことをしたのか。わたしは、わかったんです。それは」

「鳳徳妃様は、わたしを軽蔑した？　君の目から見てそう思ったの？」

　理美の言葉を遮さえぎり伯礼が問う。理美は細い声で答えた。

「残念ですが、きっと……心の底から伯礼様を軽蔑なさっています」

　曖昧で魅惑的な微笑が伯礼の表情から消えた。替かわって現れたのは、自然で穏おだやかな笑え顔がおだった。そして、「そう。よかった」と心から嬉うれしそうに呟つぶやいたのだ。

「それでいいんですか!?」

　思わず伯礼の袖そでを引く。怨霊がなぜ偽者となって出現していたのか、その理由を知った瞬間、理美にはわかってしまった。なぜ伯礼があんな真ま似ねを働いたのか。

　わざとなのだ。

　わざと鳳徳妃に、自分を軽蔑させたのだ。それは他ほかならぬ鳳徳妃のため。

「伯礼様は軽蔑されて良かったんですか！　伯礼様は鳳徳妃様を愛し……」

　伯礼の指が、理美の唇くちびるに当てられた。それ以上言ってはならないと、禁じる仕草。

「それで良いかと訊きくまでもないはず。この可愛かわいい頭で考えてごらん」

　だだをこねる幼子をあやし諭さとすように言う。

「わたしは、身も心も美しいとは言い難がたい。そしてただの内ない侍じ。そんな者を気にかけていては、あの方の評判が落ちる。陛下へ忠誠を尽くす心にもぶれが生じる。これは、あの方の尊厳に関かかわること」

「でも鳳徳妃様は今も伯礼様に」

「なにを言っているの？　理美。あれはわたしの勘違いだったよね。鳳徳妃様の言葉を、いやらしくはき違えたのは、わたし」

　理美は言葉を失う。

　切せつ羽ぱ詰つまった鳳徳妃の告白を、伯礼は無情な言葉で遮った。そのあと問答の末、怒おこった鳳徳妃に対し彼はなんと言ったか。彼は「あなた様が色目を使ったと思ったのは、わたしの勘違いでしたか？」と訊いた。当然鳳徳妃は、「勘違いに決まってる！」と答えた。

　そのとき伯礼は満足そうに笑った。

　鳳徳妃は、秘めた思いに耐たえきれずそれを口に出した。しかしそれは、侍女が聞き耳を立てていないとも限らないあの場で、けしてしてはいけないことだった。

　その言葉を伯礼は遮り、巧たくみに誘ゆう導どうし、鳳徳妃の言葉が伯礼への慕したわしさに聞こえたのは、「伯礼が鳳徳妃の言葉をいやらしくはき違えたから」という、会話のすり替えをやってのけた。

　誰かが聞き耳を立てていて、鳳徳妃が伯礼に恋れん情じようを打ちあけたと思ったとしても、その直後に鳳徳妃の口から「勘違い」と言わせ、伯礼自身も「わたしの勘違い」と重ねて確かく認にんする。そうなれば聞き耳を立てていた者がいたとしても、「あれは勘違い」と思考を誘導される。

　徹てつ頭とう徹てつ尾び、伯礼は鳳徳妃の尊厳を守った。守りきれたから笑ったのだ。鳳徳妃自身が自分の言葉を伯礼の勘違いだと断言した、その瞬間に。

　伯礼の袖を摑つかんだまま理美は呆然と彼の顔を見つめていた。その姿が滲にじむ。なにかが無む性しように哀かなしくて、涙があふれる。

「でも伯礼様の思いは、どうなるんですか。鳳徳妃様は伯礼様を軽蔑したまま」

「それは、どうでもよいこと。けれどわたしも、わたしの思いを封ふうじなければいけないかもね。二百年前の誰かに倣ならうよ。明日、手鏡をひとつ手に入れて井い戸どの底に沈しずめようかな。そうしたら数百年の後に、誰かがわたしの思いを解き放つかもしれない」

　伯礼は薄うすく笑うと理美から距きよ離りをとり、窓まど枠わくに手をかけて外へと目を向ける。闇やみに塗ぬり籠こめられ、烈はげしい雨音しか聞こえない場所に視線を彷徨さまよわせる。

「これは、誰にも知らせるべきではないこと。でもね、きっと君も自分の心を井戸の底に沈めなければならない人だから、君だけに教えた」

　君だけに、という言葉が理美の胸に突つき刺ささる。伯礼はなにかを察しているのか。

「秘密だよ、理美」

　呪まじないのように囁ささやく、切なさや哀しみを押し殺している無表情な横顔を見つめる。常に彼を美しいと思っていたが、これほど美しいと思ったことはない。

「さあ、お帰り」

　促うながされるままに室を出て歩き出す。

（伯礼様は哀しげだった。けれどそれ以上に、幸せそうだった。守るべき者を守れたから）

「よかった」と呟いた伯礼の笑顔は、心からの笑顔だった。彼が心から笑った顔を、理美は初めて目にした。

　様々な考えが嵐あらしのように頭の中を巡めぐり胸をかき乱す。

　朱西と理美は、伯礼と鳳徳妃と同じ。互たがいに惹ひかれあいながらも、けして愛し合ってはいけない場所に立っている。

（伯礼様は本当の人の愛し方を知っている。なら、わたしは？）

　圖ず書しよ庫この暗闇の中で触ふれあい、朱西を諦あきらめるのは無理だと心は熱くなっていた。けれどその熱を発した心に、おまえはどれほど朱西を愛しているのか、どんなふうに朱西を愛しているのかと、鋭い刃は物ものを突きたてられたのだ。

（わたしは、朱西様に恋こいしたことを不幸な出来事にしたくない）

　ずっと答えを出すことを躊躇ためらっていたものに、答えを出すべきなのかもしれない。

（大切な人を守り、それで伯礼様のように微笑ほほえむことができれば、それはきっと不幸じゃない）

　胸にしみこむように実感した。伯礼の佇たたずまいが哀しげなのに美しく、同時に満ち足りているように見えたから。

（わたしは朱西様の居場所と自分の居場所を守るために、朱西様への気持ちを、どんな形にしろ完全に、二度と燃えあがらないように終わらせるしかない）

　しかし簡単に消える思いなら、二人ともこんなに苦しんでいない。

　お互いに思いを殺そうと決意してなお、互いの心の中には思いが燻くすぶる。

　二人とも今でも必死に心を消そうとしているのに、消えてくれない。

　お互い、いつ思いが燃えあがるのかと恐こわがっているのがわかるのに。

　雨の降る夜空に細い紫し電でんが走る。遅おくれて轟とどろく雷らい鳴めいに、はっとした。

（そうか！　麗春さんも、きっと！）

　あることに気がつく。

（麗春さんは、自ら望んで恋しい人と別れると言った。皇こう帝ていに仕えることが務めだと言った。そう言わざるを得ない不幸な立場に立たされていたからだと、そう思った。不幸だったから怨霊になって暴れていると。けれど）

　別の可能性もあるのだ。

　麗春の魂たましいは百年、怨霊になることもなく鎮しずまっていた。不幸なまま死んだ人なら、死んだ後すぐに怨霊になって世を呪のろうはずなのにと疑問を感じた。その意味を考える必要がある。

（麗春さんが不幸じゃなかったとしたら？　百年の時の中で、麗春さんの魂がなにかを忘れてしまったから、自らを不幸だと思い込み怨霊になったとしたら？　麗春さんに本当の自分を取り戻もどしてもらうことで、麗春さんの魂は穏やかな魂になれる）

　理美の歩みは、徐じよ々じよに速まる。

（封じるのじゃなく、麗春さんを穏やかな魂に戻す。麗春さんに語りかけ、思い出させる）

　それが可能なら朱西の命も救われ、祥飛も快復するはず。

（今から、すぐにはじめよう。麗春さんが忘れているものを、取り戻すために！）

　雨音が耳につく。

（わたしと麗春さんは似ている）

　奇き妙みような巡り合わせだと、理美は自分と麗春のことを思う。

（今から、自分の気持ちにも決着をつける。自分が納なつ得とくしていないことを口にして、麗春さんを説得することなんかできない。わたしが本当の意味で心を決めなければ、麗春さんは鎮められない）

　今、怨おん霊りようとなった麗春の魂は珠ちゃんの力によって鏡の中にある。となると聖域の中で鏡に向き合い、麗春に語りかけることが必要。

　そして忘れているものを思い出させるために聖せい餐さんを饗きようする。

（これから始めることには、朱西様とご一いつ緒しよしないほうがいいんだ、きっと）

　彼が近くにいると、理美は朱西への愛いとしさに引きずられる。

（引きずられたら、わたしが麗春さんに語る言葉にぶれが生じる）

　朱西になんと告げて聖域へ向かうべきか。いっそこのまま何も告げず、聖域へ向かうべきか。

　それを考えながら自室へと近づいたとき、中から話し声がした。扉とびらの外で立ち止まった理美の耳に、朱西以外の声が聞こえた。

（この声は丈鉄様？）
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　突とつ然ぜん理美が飛び出していったので、残された朱西はしばらく待つしかなさそうだった。

（どこへ行ったのか。帰ってこない）

　疲つかれを感じて椅い子すに座り息をついたとき、出入り口に人の気配を感じ目をあげた。そこに丈鉄の姿があった。昼間よりいくぶん冷静になっていた朱西は、口元で苦く笑う。

　朱西の動どう揺ようした姿を見物に来たかと思ったが、摑みかかる気すらない。声をかけることも嫌いやだ。存在しないもののように彼を無視し、視線をそらす。

　丈鉄は無言で室内に入ってくると、朱西の前に立った。そして、

「周考仁の操あやつる運命から逃のがれられれば、おまえはどんな結果になっても満足いくか？」

　突然問う。ちらりと目を向けると、丈鉄は淡たん々たんとした無表情だった。

（なにをしようとしている？）

　丈鉄の言葉に不ふ穏おんな含ふくみを感じる。彼がなにをしようとしているのかわからないが、すくなくとも祥飛の身になにかあってはならない。

「俺が鳳青修の子であること、陛下は御ご存ぞん知じなのか」

「周考仁が俺に、知らせるなと命じているからな。今は御存知ない。伝えてやろうか？」

「よせ！」

　肘ひじ掛かけをつかんで身を乗り出す。

「恐いか朱西？　自分の出生を知られるのが。当然だろうな。なにが起こるかわからないから。ならばこのまま周考仁の操る運命の中で泳ぐのか、おまえは」

「もし俺の出自を知ったら陛下は動揺する。陛下には頼たよれる者が少ない。数少ない側近の俺が青修の子だと知れば、陛下は苦しむ。だからだ」

　朱西の居場所は祥飛の側そばであり、彼を支え続けるのが望みだ。しかし朱西の出自を知ったなら、祥飛は朱西の忠誠心にも懐かい疑ぎ的になりかねない。ただでさえ心を開ける相手の少ない祥飛が朱西を失えば孤こ独どくに苛さいなまれる。そんな苦しみは味わわせたくない。

「じゃあ、このまま周考仁の思おも惑わくの中で生きるのか」

「それも良しとはしない。俺自身がどうするべきか考える。父上───周考仁の思惑も、見み透すかしてみせる」

「周考仁の思惑、教えてやろうか？」

「なぜそんなことを言う？　おまえはただの剣けんだろう」

　丈鉄は苦笑いした。

「なぜかな。俺にもよくわからない」

　答えた丈鉄が急に出入り口の方を鋭するどくふり返ると、身をひるがえし扉を開く。

「どうした」

　丈鉄は扉の外を見回して首を横に振ふった。

「なんでもない。気のせいだ」
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（鳳青修！　あのとき陛下が口にしたお名だ）

　理美は、彼らの会話を聞いてしまった。

　丈鉄が理美の気配に気がついたが、その時理美はもう扉を離はなれていた。

　祥飛は「寧孫は余を廃はいし、自分の息むす子こ青修が残した子に、帝位を継つがせようとしているらしい」と言っていた。青修の子とは要するに、鳳寧孫が皇帝の座にある祥飛と挿すげ替かえようとしている人物。祥飛にとっては最大の敵である。

（それが朱西様!?）

　皇后になって欲しいと祥飛に乞こわれた日、考仁が言った言葉が耳鳴りのように反はん響きようする。

　──あなたと朱西になにごとかあれば、朱西は生かしておけない存在になる。

　──天下の大罪人として、首をさらされる。

　その意味が理美の中ではっきりとした。

（朱西様は陛下の敵となる存在）

　なのになぜか考仁が息子として育てていたから、忠実な臣下として今はあり続けている。

　しかしもし朱西の出生が祥飛に知られれば、どうなるのか？

　出生は朱西のあずかり知らぬところ。それで忠誠心は揺ゆるがないし、寧孫が朱西に近づいたことも、向こうが勝手に近づいて来たのだと言える。それだけなら、祥飛も周囲の者たちも、朱西を今まで通りの忠臣として遇ぐうすることができるかも知れない。

　しかしここで、朱西と理美が思いを通わせあっていると知られればどうなるか。

　祥飛が思いを寄せる女によ官かんと知りながら心を通わせたとなれば、いくら忠誠を誓ちかうと言ったところで、それは祥飛への裏切り行こう為い。青修の子が裏切り行為をしていたとなれば、どのような誓いを立てようと信しん頼らいされない。

　歩みながらも、全身が冷たくなる。

（わたしがいることで朱西様は陛下の敵と見なされ、天下の大罪人となる）

　理美さえいなければ、朱西には祥飛の傍かたわらに居場所があったはずなのに、理美がいることでその場所から追われ敵と見なされ、罪に問われ殺される。

　そしてそれは、ただ可能性があるといった程度の生やさしい話ではない。

　現実に周考仁が鳳寧孫のあやしげな動きを摑つかみ、それに対処しようと試みているのだ。

　あの冷れい酷こくそうな宰さい相しようが、朱西に対してどう出るのか。考仁の意図が見えないから余計に恐こわい。

（朱西様を守りたい）

　いっそ朱西を宮きゆう廷ていから遠ざける方法がいいのか？　彼を和国へ避ひ難なんさせれば、祥飛の政敵になり得る存在だとしても問題にされなくなる。理美が旧知の和国人に連れん絡らくを取れば、不可能ではない。

　けれどそれは朱西が望むことではないだろう。彼の居場所は祥飛の傍らなのだ。それを捨てろとは言えない。

（やっぱり……朱西様にとってもわたしにとっても、お互たがい自身とお互いの居場所を守るために、やるべきことは一つなんだ）

　だめ押しのように、決意を後押しされた気がする。

　結局最も朱西の願いに適かなう解決策は、理美と朱西が、心の底からきれいに互いへの思いを消すこと。

　朱西が氾因の街から戻もどってきたとき様子がおかしかったのは、そこで自らの出生を知ったからなのだろう。しかし彼は動揺を抑おさえて理美と向き合ってくれていた。それは自らのためと同時に、祥飛のためでもある。彼は常に祥飛を気にかけ、役立つことを考えている。それが朱西の願いだからだ。

（朱西様にお知らせするべきじゃない。今から一人で始めよう）

　激しい雨の中、理美は聖域として仕立てた厨ちゆう房ぼうに駆かけ込む。

　厨房内へ入ると、壁かべ際ぎわに並べた蠟ろう燭そくに火を灯ともす。聖別された建物内の空気は澄すみ切っている。中央の作業台に置かれた手鏡を覗のぞきこむと、自分の顔が映る。この中に、怨おん霊りようと化した麗春がいるのだ。

（朱西様が青修様のお子……）

　ともすれば動揺から雑念が生まれるが、強く首を振る。

（朱西様の出自がなんであれ、今はまず、なすべきことをなす。朱西様のお命を守るため、陛下を快復させるため、力を尽つくすべき。朱西様とも約束した。絶対に、と）

　そのために、麗春に忘れていることを思い出させる。

　聖せい餐さんを作るための聖域にありながら、理美は未いまだに、麗春にどんな聖餐を饗きようするべきかわからない。ただわかっているのは、麗春に理美の心からの言葉で語りかけ、彼女に忘れている自らの思いを思い出させなければならない、ということだけ。

（語るなかで、作るべきものを見定めるんだ）

　相対するものが求めるものに、その場で応じて饗する即そつ興きよう。

　深く息をつき、理美は手鏡に向かって告げた。

「麗春さん。あなたが忘れていることを、思い出して」

　静かに語りかける。

「あなたは二百年前、自ら望んで恋こいしい人と別れ、皇こう帝ていに仕えることが務めだと口にした。わたしは最初それは、あなたが周囲から無む理り矢や理り言わされたのだと思ってたけど、違ちがうの。それはあなたの本心だったのよ」

　低く唸うなるような空気の音が響ひびき、手鏡の縁ふちがちりちりと鳴り出す。

　手鏡に映っていた理美の顔がぬっと、鏡面からもりあがるようにして突つき出した。驚おどろき数歩後あと退ずさった理美の前で、手鏡からゆっくり、ゆっくりと、理美の姿が浮うかび上がってくる。

『恋しい人と別れ、愛してもいない皇帝に抱だかれ……それが本心？』

　鏡面から浮かび上がってきた理美は、理美の声で言った。圖ず書しよ庫こで姿を現した麗春と同様に微かすかに輝かがやきを帯びて、理美は理美の前に立っている。

「死後百年も安らかな魂たましいでいられたことが、その証しよう拠こよ。不幸と失意のうちに死んだ魂なら、すぐにでも怨霊になったはず。長い時間安らいでいたのは、納なつ得とくしていたから。けれど百年はきっと長かったのね。時間とともに大切なことを忘れたの」

『恋しくて、恋しくて、たまらない。その思いを捨てろと命じられ、恋しい人と引き裂さかれることを本心で望むの？　わたしは？』

　理美の声で、理美が言う。それは麗春が理美の姿と理美の声で告げているだけなのだろうが、まるで自分自身から問われているような錯さつ覚かくに陥おちいる。きっと麗春もそれを狙ねらっている。

　そんなきれい事は、他人の麗春にだから言えるのだ、と。

　自分の身に置き換かえてみて、それを言えるのかと。

（恋しくて、たまらない）

　麗春の目もく論ろ見みは成功だろう。自分の声で告げられる言葉に、胸が烈はげしく痛み思わず目を閉じる。心の半分は弱気になって、朱西への思いを捨てるなんて無理だと腰こしが引ける。

　しかし幼い頃ころから美味うましの宮みやとして務めた誇ほこりが、腰が引ける己おのれを叱しつ咤たする。

（わたしは斎さい宮ぐう様にお仕えした美味宮だ。難しいことじゃない。麗春さんを納得させるためには、わたし自身が麗春さんに語る言葉に納得していなければならない。ということは、わたし自身を納得させればいいということ。美味宮が己すら説得できないでどうするの）

　自らに言い聞かせると、今度は姉斎宮の声が聞こえた。

　──神の口からすら、おいしいと一言を引き出せるように向き合え。美味宮よ。

（はい。斎宮様。承知しました）

　心の中で答え目を開く。

　自分の体の中にあるものが、ぴんと冴さえる。
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『恋しくて、恋しくて、たまらない。その思いを捨てろと命じられ、恋しい人と引き裂かれることを本心で望むの？　わたしは？』

　問う声に、理美は頷うなずく。

「ええ、本心で望んだのよ。あなたは」

『そんなことがなぜ言える？　あなたは知ってる。誰だれかを好きでたまらない気持ち。それを知っていて、そう言える？』

「ええ。わたし、朱西様が恋しくてたまらない。最初から好きだった。崑国後宮に足を踏ふみ入れた日、香かおり漬づけの壺つぼを取りあげられそうになったのを、朱西様は助けてくれた」

　そこまで答えて、閃ひらめく。

（そうか。この聖餐は麗春さんにではなく、わたし自身を納得させるために作るべきもの。聖餐がわたしの真実の言葉に力を与あたえれば、それは間接的に麗春さんへ捧ささげられる聖餐となる）

　自らを通して、相手へ捧げる聖餐。聖餐を捧げるべきは己の心で、その心から相手へ伝える言葉に力が宿るはず。

（だったら一品目は）

　作業台の下に置いていた小さな壺を抱かかえ、作業台の上へと移動させる。蓋ふたを開き中を探さぐると、翡ひ翠すい色いろの瓜うりを取り出した。それを手早く薄うす切ぎりにすると白磁の皿に盛り、もう一人の理美の前に置く。

「香漬よ。朱西様が守ってくださったもの。これがきっかけよ。好きになったの、朱西様を」

『好きになった』

　もう一人の理美は呟つぶやき、香漬の皿に指を添そえる。なにかを思い出したように瞳ひとみが揺ゆれる。麗春がはじめて許いい嫁なずけに恋を感じたときは、こんな瞳をしていたに違いない。

「朱西様のおかげで、これを取りあげられずにすんだの。わたしは、嬉うれしくて。朱西様の助手として食しき学がく研究のお手伝いをはじめて、もっと朱西様を好きになったの。崑国料理も覚えたもの。北ほく嶺れい宮きゆうで朱西様と、四し夫ふ人じんのためにお夜食を準備していたときは、朱西様のための夜食は、崑国料理を作っていたの。楽しかった。あなたもそんな楽しい思い出が、あるでしょう？」

　もう一人の理美に問う。すると相手が微かに頷いたような気がした。

　北嶺宮で過ごした日々がとても懐なつかしく感じられた。朱西と二人きりで食事をすることもあったあの期間、様々に事件はあったが満ち足りていた。

（どんなものを、朱西様と一いつ緒しよに食べただろうか。思い出せる分だけ、作ってみよう）

　竈かまどに火を入れる。ゆっくりと気持ちを整えるように、火をかき立てていく。

　材料に目を向けると、野菜は春らしい菜の花と蕗ふきの薹とうが目につく。緑鮮あざやかな莢さや豌えん豆どう。みずみずしい蕪かぶと大根。魚ぎよ介かいは干した鮑あわび、鱈たら、鱶ふかの鰭ひれと、乾ひ物もの。乾物と言えば珍めずらしいところで燕つばめの巣も、木箱の中に鎮ちん座ざしていた。さすがは皇帝の食事を調ととのえる厨房から、食材をわけてもらっただけのことはある。

　肉は鶏とり肉にく丸ごと数羽わ、豚ぶた肉にく、牛肉、羊肉が各部位。

　果物は種類が少なく、柑かん橘きつが数種と干し柿がき。

　調味料は崑国特有の調味料、醬ジヤンが甘いのから辛からいのまで取りそろえられ、西沙国産の香こう辛しん料りようもかなりある。

　その他ほかにも、豆や、山羊やぎや牛の乳や、海草や、確かく認にんしきれないほどの材料。

（あのときは夏だったけれど、夏野菜の青さが美しかった。新しん鮮せんな野菜の青色と味を楽しんだ。朱西様は野菜の青が美しいと喜んで食べて下さっていた）

　竈に鍋なべをかけ湯を沸わかし、そこへ一ひと摑つかみ塩を入れ菜の花を茹ゆでる。軽く茹で冷ます間に、数種の醬を混ぜ合わせ、胡ご麻まをすり入れ、あえごろもを作る。冷めた菜の花の水を切り、食べやすい大きさに切ると、醬と胡麻のあえごろもでさっとあえる。

　菜の花を皿に盛ると卓たく子しに置く。

「これは思い出の料理なの。北嶺宮でよく作った菜ツアイ緑リユー。二百年前、あなたも許嫁と一緒にいろいろな話をして、恋に幸せを感じていたんでしょうね」

　もう一人の理美が、こんどははっきり頷く。

『楽しかった。好きだった』

「でも皇帝に望まれ、恋心を封ふうじろと命じられた」

　すると目の前の理美の瞳がきつい輝きを宿す。

『そう。恋を捨てろと命じられ』

　麗春も、最初に恋を捨て後宮に入れと命じられたときは、驚き哀かなしみ、そんなこと無理だと叫さけんだはず。けれど麗春は最終的に、泣きながら望んで自ら恋を捨て、後宮に入った。それが己の務めと納得して。

（次は主菜を作ろう。北嶺宮で作ったものを作りたい）

　怒いかりに燃える目をしたもう一人の理美に背を向け、理美は再び料理に取りかかる。

　鍋を竈にかけて鶏にわとりを丸ごと入れる。臭くさみ消しの生しよう姜がと葱ねぎを入れ煮にる。湯の表面に鶏の脂あぶらが浮き葱と生姜の香かおりが立つ。

　鶏は柔やわらかく煮えた。これを適当な大きさに裂き、茹でた莢豌豆と一緒に、胡麻の甘あま辛からだれで食べる皿。これは朱西が紅ホン酒ジユウとよくあうと言って、たくさん食べてくれた。

　さらにもう一品、近ちか頃ごろ習い覚えた西沙国風の味わいの料理も作りたくなる。

（シュリやグルザリ・シャー様がいらしていたときだった。朱西様と心が通ったのは）

　羊肉と豆を香辛料で煮こむ、西沙国風煮込みを作りたい。

　竈で塩を入れた水を沸ふつ騰とうさせる。その間に羊肉を切り分け、野菜の下ごしらえをし、豆を洗う。

　理美が会話を中断して料理を続けているので、もう一人の理美がとうとう口を開く。

『なにをしているの』

「あなたに話をするために、自分を納得させるの。そのために料理を作っているの」

　手順を追っていると、頭が冴えてくる。するとふとおかしくなって、ふふふと笑う。

「考えてみれば、いつもわたしは自分のために作っているのかもしれないわ」

　理美が誰かのために料理を作るのは、結局は自分のためだった。自分の居場所が欲しいから、誰かのために作っていた。そうすることで居場所を得られたから。

　沸騰した湯に下ごしらえした莢豌豆を入れると、別の鉄てつ鍋なべに油を入れ竈にかけて熱し、大蒜にんにくと生姜を入れると香が立つ。そこへ羊肉を入れた。じゃっと烈しい音が立つ。肉の両面に焼き目をつけ、次に豆を入れた。

　軽く炒いためて油が廻まわると、水を入れ、香辛料を入れる。このまましばらく煮こむ。素す敵てきな思い出とつながっている、西沙国風の香。

　その間に隣となりの竈では、莢豌豆が茹であがった。それを火から下ろし竹たけ笊ざるに空けた。それから煮え立つ鶏湯ズイタンから丸鶏をすくいあげると、関節部分に包丁を入れる。それで鶏肉はほろほろと、くずれるように骨から外れる。

　ほかほかと湯気がたち、生姜と葱の香を纏まとったもも肉をほぐす。

　茹であがった莢豌豆を細切りにし、鶏もも肉と並べて皿に盛る。次に胡麻をすり、そこへ甘ガン醬ジヤンを基本にした数種の調味料を計り入れ、甘辛の胡麻だれを作る。

「恋こいを手放したあなたは、不幸だったかしら」

　茹でた鶏もも肉と莢豌豆の皿に、甘辛だれを添えてもう一人の理美の前に饗きようしながら、理美は訊きいてみた。すると相手が答えた。

『幸せだったと思う？　苦しんで、恋を手放して』

　問い返され、理美は伯礼の微び笑しようを思い出す。

　心が凪ないだ湖面のように落ち着いている。さざ波すら立たない。

「ええ。けして不幸ではなかった」

　目を見開き、『なぜ』と呟く相手に答えず、理美はくつくつと刺し激げき的な香のする鍋に近寄る。

　良い具合に羊肉は柔らかくなっていた。竈からおろすと器うつわに盛り、仕上げに粒つぶ胡こ椒しようをかける。刺激的な香が立つ、柔らかな肉の煮込み。口にすれば粒胡椒が嚙かみ砕くだかれ刺激となり、香辛料が肉のうまみにからみつき、いくら食べても飽あきのこない面おも白しろみをくわえる。

（こうやって料理していると正しい筋道が理解できる。納なつ得とくできる。正しいのだから、それをするべきだと）

　西沙国風の一皿も卓子に置く。

「だって伯礼様は、鳳徳とく妃ひ様の尊厳とお立場を守れたことをなによりも喜び、笑っていらした。麗春さんだって国が大事で国の役に立つために、恋心を捨てた。それが使命だから、きっと後こう悔かいなんかなかったはず。国を守るのが使命だと強い思いがあったから、今、陛下のお体に障さわりを起こすほどに国を思う心が残っているんだわ」

　恋を捨てても、大切ななにかを守れたならばけして不幸ではない。伯礼もかつての麗春も、恋心を超こえたところで相手を思いやったり、自らの果たすべき役割を考えたりして決断している。

　理美の守りたいものは、なんだろうか。果たすべき役割はなんだろうか。

　今、守りたいのは朱西。彼が安全で幸福に、彼の居場所にあり続けられるのであれば、なんでもしたい。彼の存在そのものを守りたい。

　今、理美が果たすべき役割は、祥飛の臣下として彼の命と治世を守り支えること。後宮の妃ひ嬪ひんとして生きる場所を得られたのだから、それは当然のことなのだ。

　そのために、どうすればいいのか。

　答えはとっくの昔にわかっていた。けれど理美にはあまりにも朱西が好きすぎて、まったく制せい御ぎよできないもう一人の自分がいた。「好きです、好きです」と喚わめいている自分。だからなにも決められないでいた。心が乱れていた。

「わたしは朱西様が好き。だからわたしは、朱西様をお守りするの。朱西様の居場所を守りたい。同時に陛下のことも、臣の一人として力を尽つくし支えてさしあげたい」

　そこで言葉が途と切ぎれたのは、次の台詞せりふを口にすることがあまりにも苦しかったからだ。

　己おのれを鼓こ舞ぶし、口を開く。

「だから、わたしは」

　途切れがちになる声に、もう一度力をこめる。

「わたしは陛下の望みに添そう。陛下のお申し出を受ける」

　それが最善の道だ。朱西と理美が結ばれてはならないことは、最初からわかっていたことだった。だが可能性として、互たがいに誰だれとも添わずに生きる方法も選べた。互いに密ひそかに思い合いながら、つかず離はなれず側そばにいる道もあったのだ。

　しかし今、事情が変わった。朱西は鳳青修の子なのだ。その彼が祥飛の側で臣下としてあり続けるためには、朱西が微み塵じんも揺ゆらいではならない。

　そのためには理美が祥飛の思いを受け入れるのが一番なのだ。

　そうすれば朱西も二度と心がぶれない。決定的に二人は終わる。

『そんなことできるはずない。それほど好きなのに』

「いいえ、できる」

『不幸になるわ、あなた』

「不幸ではないわ」

『噓うそだ』

「噓じゃない」

『噓、噓、噓、噓だ！』

　もう一人の理美が悲鳴をあげる。

「わたしは朱西様が好き。諦あきらめるなんて苦しい。この気持ちは噓だと思う？」

　もう一人の理美が、悲鳴をあげるのを止やめた。

（伝えるべきことは伝えた。あとは、麗春さんの思い出を決定的によみがえらせるなにかがあれば）

　もう一押しだ。なにを捧ささげられるかと、素す早ばやく思考を巡めぐらせる。

（そうか、あれだ。夢の中にいつもあった）

　理美は再び動く。雨の降る中、一度厨ちゆう房ぼうを出ると庭院にわにある名も知らぬ木の、しなやかな枝を折り取ってきた。

　竈かまどに水を張った鍋なべをかけその上に蒸むし器を置く。湯が沸わく間に米粉を取り出し水と砂糖をくわえて練った。紅花や鬱う金こん、蓬よもぎから作られた色粉を混ぜ込み、小さな団子にする。それを蒸し器に入れる。小さく色とりどりの団子ができあがると、枝に刺さす。

　花はな菓か子しだ。

　夢の中で、麗春の足あし下もとにうち捨てられていたものに比べれば、半分ほどの大きさしかない。しかし可愛かわいらしく華はなやかな、婚こん約やくを祝う菓子に違ちがいない。乙おと女めが抱いだく未来の幸福への期待にあふれるような花菓子を足下にうち捨て、夢の中の麗春は泣いていた。

　理美は愛らしい一枝を差し出す。

「これは、あなたが昔手にしたことがあるものよね。手にとって」

　麗春が怨おん霊りようとなり夢の中に現れていたときに、麗春自身が無意識に自分の足下に見せていた花菓子を捧げる。それにより決定的なものを麗春は思い出せるはず。

　怯おびえたように、麗春は後あと退ずさる。

『……いや』

「ただの花菓子よ。手にとって」

『いや……駄だ目め。いや……』

　いくら理美が促うながしても、麗春は花菓子に手を出さない。

「恐こわいの？　なにかを思い出すのが恐いのね」

　麗春は怨霊になり全すべてを自在に操あやつれる夢の中でさえ、己の足下に花菓子をうち捨てたままにしていた。なんらかの思い入れがあったから、麗春は花菓子を出現させたはず。なのにそれでも、無意識に彼女は手を出せないでいた。それは忘れたはずの記き憶おくでも、微かすかに残るなにかが自ら出現させた花菓子さえも手にとることを躊躇ためらわせていたということ。

「あなたは思い出しかけているから、恐くなるんだわ。あなたはきっと、花菓子を手にとれない。それはあなた自身が、二度とこれを手にとらないと決めたから」

『噓。あなたは、噓つき』

「ちがう。噓は一つも言っていない。朱西様の全てを守りたい。陛下を支えてさしあげたい。これも噓じゃないのはわかるわよね。わたしの言葉に噓の響ひびきはないわよね。今のわたしは本当のことしか言わない」

　目を見開いたもう一人の理美の瞳ひとみが潤うるむ。

「だからわたしは、陛下のお申し出を受けて、朱西様への気持ちもなにもかも終わらせる」

　相対する理美の瞳に涙なみだがもりあがり、つと頰ほおを伝う。それを見ると、自分が涙を流しているように感じる。

「これがわたしの本心。噓はない。それを不幸だとも思っていないことが、あなたにならわかるはずよね。だって二百年前に、あなたは同じような決断をしたんだもの。一度はこの枝を手にして、それでも枝を手から離して捨てた。自分の足下に」

　突とつ然ぜん、もう一人の理美が顔を覆おおう。細い肩かたが震ふるえる。泣いている。

「思い出してくれた？　あなたが決断したときのこと」

『嫌いや。嫌……。なんでそんなことを決められるの？　あなたは、……二百年前のわたしは』

「考えたの。なにが一番大切かってことを。わたしは大切な人たちを守りたい。自分の果たすべき役割も果たしたい。そしてきっとそれは、不幸な決断なんかじゃない。それは自分の居場所を自分で定めることだもの」

　朱西が大切ならば、理美は朱西と切り離された存在になること。それが朱西を守るために必要なこと。嫌がる自分の恋こい心ごころを宥なだめ、鎮しずめ、そうすることが朱西を心から愛する行こう為いなのだ。

　理解していても心が納得しなかったそのことを、今は納得できる。不幸でないと言える。

　竈にかけた水は必ず沸ふつ騰とうする。

　刃は物ものをあてれば食材は切れる。

　砂糖を加えれば甘くなり、塩を加えればしょっぱくなる。

　それがものごとの理ことわりというもの。

　火の上の水は水のままでいてくれないし、食材はどんなにがんばったところで刃物に勝てないし、砂糖はどんなに工夫くふうしても甘いままで、塩もどんなに工夫してもしょっぱいままだ。

　理を変えようとする試みは愚おろかで、変えようと苦く心しん惨さん憺たんしていては料理はできあがらない。あるがままの条件と性質を受け入れ、そこで最良のものを選び組み合わせ、おいしくする。

　理美には、それしかできない。

　最良のものを選び組み合わせるしかない。理に従って。

「昔、斎さい宮ぐう様が言ってたわ。料理とは『理ことわりを料はかること』だと。こうやって料理するのは、理をはかり続ける連続。そしてはかり続けた結果が一つの皿になる。だから料理をしながらあなたと話していると、わたしの心は理をはかれる。朱西様のことも理をはかれた。今、理に従い最善の方法を選ぶべきなの」

　卓たく子しに並ぶ料理は、理美自身の心に捧げられた聖せい餐さん。そして同時に、理美の心を通して麗春に捧げられたもの。

　聖餐を作る行為そのものが重要だった。麗春を説得するためには、同じ立場の自らが麗春の気持ちを理解し、納なつ得とくしなければ、なにも伝わらなかったからだ。

　聖餐を作ることで自分自身が宥められていた。

　理をはかり続けることこそが、一つの儀ぎ式しき。

　そして最後に一つ、切り札。

　今、花菓子に手を出せないことで、麗春は己おのれの気持ちを探さぐる。過去を探る。記憶を探る。

『そんな決意なんか、思い出したくない』

　涙なみだ声ごえが響く。

　──理あや子こ。

　姉斎宮がはじめて理美の名を口にした後、彼女は美しく微笑ほほえみ言ったのだ。

　──理ことわりの子ね。美味うましの宮みやになるために来たのなら、名に恥はじぬようになさい。あなたは理の子なのだから、理をはかり、最善を選び、おいしいものを作りなさい。

　あのとき理美は「はい、斎宮様」と頰を染め目を輝かがやかせて頷うなずいたのだ。

（そして偶ぐう然ぜんにも、わたしが崑国で与あたえられた名が理美）

　顔を覆うもう一人の理美に、理美は穏おだやかに言う。

「理をはかり、最善を選ぶべきなの。わたしは選んだ。そしてかつてのあなたも選んだ。その事実を受け入れて」

　理美の言葉に、相手はいちいち衝しよう撃げきを受けているかのように、びくびくと体を震わせる。

「わたしの名は理美なの」

　いやいやするように、彼女は顔を覆って首を振ふる。理美は告げた。
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「わたしの名がもつ意味は───、美しい理ことわり」







　それはきっと決定的な呪まじない。名には意味があり、与えられることによって力になる。そしてこの名が与えられた偶然は、もしかするとただの偶然ではなく、運命だったかも知れないのだ。

「この名を与えられたことこそが、わたしの定めなの。そしてあなたにも定めがあった」

　言葉に、精せい一いつ杯ぱいの労いたわりをこめる。

「だから泣かないで。わたしも泣きたくない。わたしの名に恥じないように」

　ゆらりと、もう一人の理美の姿が揺ゆらぐ。

　今までしっかりとした実在感があったものが、急激に薄うすれ、向こうが透すけて見える。顔を覆う理美の姿に、桃もも色いろの襦じゆ裙くんを身につけた麗春の姿が重なった。彼女も同じように顔を覆っている。理美と麗春、二人の姿がめまぐるしく入れ代わり、薄れていく。

『思い出した』

　囁ささやく声が聞こえた。

『恋しさも、決意も』

　そして、ふつりと蠟ろう燭そくの炎ほのおが消える瞬しゆん間かんのように麗春の姿が消えた。

　そこにあるのは、卓子の上に並べられた料理の皿だけ。微かな湯気が立ちのぼっている。

（……消えた……）

　麗春が消えた───。

　理美は小さく「ああ」と声を出し、その場に座りこんでしまった。手にあった花菓子が、ぱたりと冷たい床ゆかに落ちる。

「朱西様のお命が……救われた……。陛下もこれで快復なさる……」

　そして、自らの恋を終わらせた。この瞬間に。
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　しばらく、理美は立ち上がれなかった。竈かまどの火があかあかと燃える厨ちゆう房ぼうの床に座りこんだまま、ぼんやりと目を開き、呆ぼう然ぜんとしていた。

（怨おん霊りようは消えた……。ただの麗春さんの魂たましいへと戻もどった）

　静かに息をつき目を閉じた。

　随ずい分ぶん混乱を招いたのは、ずっと理美が心を決められなかったからだ。けれどこうやってやっと己の心を鎮めたのであれば、一刻も早く、最善の道をとるべきだ。たちあがり裳もについた土つち埃ぼこりや煤すすをゆっくり払はらい落とすと、背筋をのばして扉とびらへ向かう。

（行こう。まずは四し夫ふ人じんのもとへ）

　扉を開くと既すでに東の空が明るかった。雨は止やんでいた。庭院にわを覆う初春の下草が、雨あま粒つぶを纏まとって輝いている。

　明るい陽ひざしに照らされ、理美はほわりと笑えた。麗春をもとの彼女の魂に戻せたことに安あん堵どし、自らの行く道を決められたことに心が凪ないでいる。

（朱西様が朱西様の居場所で、幸せでいてくれるだけで充じゆう分ぶん。それでいい）

　朱西への愛いとしさが消えたわけではない。けれど最善の道を選ぶと、迷いなく決断できている。だから笑えた。

　伯礼は、自らの恋こい心ごころを井い戸どに封ふうじようと言ったが、今の理美には彼がそう言った理由が理解できた。迷いなく決断していても、愛しさが消えないままでは、やはり胸が痛いのだ。その胸の痛みを消したいと伯礼は考えたのだろうが、理美は違ちがった。自分の胸に手を当てた。

（伯礼様。わたしは、この痛みをずっと抱いだいたままでいます）

　それが朱西を愛しいと思いながらも、祥飛を選ぶ自分への罰ばつだ。

　朱西のために祥飛を選ぶのが、祥飛にたいして無礼なのは重々承知。しかし彼を主あるじとして誠心誠意仕え、彼に虚むなしさや寂さびしさを感じさせまいという決意はある。だが愛しさが消えない今はまだ、痛みを抱かかえ続け罰せられるべきだ。

　この罰が終わるのは、理美が心から祥飛を愛し、朱西への愛しさを忘れたとき。

　そんな日が来るだろうか。

　両側を土つち壁かべに遮さえぎられた通路を泉せん佳か宮きゆうへ向かっていると、前から朱西がやって来た。彼は理美の姿を認めると、ほっとしたような怒おこったような顔をして駆かけ寄ってきた。
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「捜さがしました！　夜明けまで待っても帰ってこないので、心配で。どこへ行ったのかと」

　昨夜丈鉄が去ってから、朱西はずっと理美を待っていた。しかしいくら待っても理美が帰ってこない。下手へたに動いてはすれ違うかも知れないと、じりじりと待った。雨が小降りになり東の空が薄うつすらと白み始めると、もう待ってはいられなくなった。泉佳宮内を捜し歩き、最終的にもしかしたらと、聖域として準備された厨房へ行こうとしていたのだ。

　まさか朱西に一言もなくなにか始めると思っていなかった。しかし理美は、一人で向こう側からやって来た。聖域に入っていたのは間違いないだろう。

「すみません。朱西様。けれど、麗春さんを鎮しずめました」

　目の前まで来ると、理美はぺこりと頭を下げる。朱西は驚おどろき目を見開く。

「鎮めた？　あなた一人で？　なぜ俺に声をかけないんですか」

「わたし一人でするべきことだったんです。ご心配をかけたのは、本当にごめんなさい」

　朱西は怒ったような顔をして見せたが、すぐにそんな態度をとることに疲つかれ苦笑いする。

「いいんです。ただ心配だったんです。だからです」

「ありがとうございます」

「約束通り怨霊を鎮めてくれたんですね。礼は俺が言うべきです。……よくやりましたね」

　ねぎらいの言葉とともに、朱西は理美の頭をぽんと優やさしく撫なでた。理美は照れたような、はにかんだ笑え顔がおを見せる。

（やはり、この人が可愛かわいい）

　一晩聖域の中で、一人きりで戦ったのだろうと思うと抱だきしめて労いたわってあげたい。

（しかし俺が青修の子であるなら、今まで以上に慎しん重ちように理美と接しなければならない）

　理性で衝しよう動どうを押しとどめた。

「まずは陛下にご報告ですね。行きましょう」

「朱西様。陛下の御ご前ぜんに参上する前に、わたしは一度、四夫人方にお目にかかる必要があります。その後で陛下のもとへ報告に上がります。朱西様は、さきに陛下のもとへお知らせください」

「四夫人に？　今からですか？」

「今でなければいけないんです」

　微笑ほほえみながら淡たん々たんと言う理美は、心に乱れもなく落ち着いているはずなのに、どこかもの悲しいような気配がした。一人で聖域に入り、一人で戦った。朱西に一言も告げることなく。そして今、彼女はいつもよりどこかよそよそしい。

「理美。なにかありましたか？」

「いいえ。なにもないです。大だい丈じよう夫ぶです、本当に」

　哀かなしげなのにもかかわらず、なぜか無理のない笑顔に朱西は戸と惑まどう。

「では、俺は先に陛下のもとへ知らせに行きます」

　理美と別れて祥飛の室へ向かいながら、胸むな騒さわぎがする。
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「朝あさ餉げをお騒がせして申し訳ありません」

　四夫人たちの朝は早い。彼女たちは夜明け前に起きて身なりを整え、朝餉を待つ時間だった。

　彼女たちが毎朝一室に集まり朝餉をとるのを理美は知っていたので、願い出てその場へ通してもらった。

　理美の顔を見て余淑しゆく妃ひは「お姉様、一いつ緒しよに朝餉をいただける!?」とはしゃいだ声を出したが、理美は深く礼をとる。その改まった様子に宋貴き妃ひが眉まゆをひそめた。

「四夫人方に急ぎ、お許しを頂きに来ました」

「改まってなんなの？」

　訝いぶかしげに問う宋貴妃と、きょとんとしている余淑妃。何ごとかと表情を引き締しめる鳳徳とく妃ひと、理美の緊きん張ちようした様子を気き遣づかわしげに見つめる温賢けん妃ひ。

（この方たちをさしおいて、わたしが……）

　怯ひるみそうになる心を叱しつ咤たする。

（決めたのでしょう、もう。今さら躊躇ためらうなんて、みっともない）

　意を決して口を開く。

「わたしは陛下から皇后にと望まれてしまいました。本来ならばこのようなお申し出、身に過ぎることとお断りするべきですが。考えた末に……お受けすることに決めました」

　四夫人全員が啞あ然ぜんと口を開く。理美は顔を伏ふせ、その場に跪ひざまずき礼をとった。

「四夫人にお許しを頂きたく存じます」

　長い沈ちん黙もくが流れた。

　祥飛の申し出を受けると心に決めたものの、最初にやらなければならないことはこれだった。

　現在、皇こう帝ていの妃ひ嬪ひんたちのなかで最も高貴で賢かしこく美しい、四夫人。彼女たちは祥飛を主とし、誠心誠意仕えることを誓ちかっている。そんな素す晴ばらしい四夫人をさしおいて、理美が皇后になるなど本来あってはならないこと。

　しかし望まれ、それに応こたえようとするなら、最低でも四夫人の許しを得るのが筋。誇ほこり高い彼女たちが、果たしてそんなことを認めるだろうかというのが一番の懸け念ねんだった。

　案の定、理美が皇后になるというありえない事態に、四人はただ呆然として身動きしない。

　沈黙が続く中、ゆっくりと立ちあがったのは宋貴妃だった。彼女は理美の前に来ると、厳しい声で呼んだ。

「雪宝ほう林りん」

　顔を伏せたまま身構え「はい」と答えた。平手が飛んでくるかも知れないと、覚かく悟ごしたその時。目の前になにかが差し出される気配がする。

　恐おそる恐る目を開くと、整えられた爪つめがきれいな宋貴妃の掌てのひらだった。

「お立ちなさい。皇后になろうかという女によ人にんが、跪いてどうするの。さあ」

　促うながされ、理美は目を丸くしながらも宋貴妃の手を取り立ちあがる。

　その様子を見ていた余淑妃が、わっと卓たく子しに伏せて泣き出す。

「ああ～ん、いやぁ～ん。お姉様が陛下のものになってしまうなんて！」

（嘆なげきどころが……なんだか違う気が……）

　突つっこみたくなったところに、鳳徳妃が苦く笑しようする。

「もとから、わたしたちには許す許さないの権限はないし、あったとしても許すわよ」

　温賢妃が微笑む。

「良かったですわ。わたしたちも、見ず知らずの方が皇后に立たれるよりはずっと良いです」

「でも、でも。なぜそれほど、あっさり……？」

　戸惑っていると、宋貴妃が呆あきれたような顔をした。

「わたしたちはあなたほど、ぼんやりさんじゃなくてよ。あなたが陛下にとって大切な存在であることは、察していたわ。北ほく嶺れい宮きゆうでの宴うたげを準備し、それに陛下を招き、わたしたちの声を聞かせたのはあなたでしょう」

「御ご存ぞん知じだったんですか!?」

　驚いた理美に、鳳徳妃が手を振ふった。

「知らない、知らない。そうだろうと推測したんだが、あっていたみたいね」

　はっと口を押さえる理美に、温賢妃がにこりと笑いかける。

「雪宝林は陛下を口説き落とし、わたしたちの声を聞いて頂けるようにした。わたしたちは、嬉うれしかったのよ。それにあなたのおかげで陛下は、最初の冷れい淡たんな陛下とは別人のような思いやりを示して下さった。陛下にとっても良いことだった。あなたは陛下に良い影えい響きようを与あたえる」

　宋貴妃が顎あごをそらして、言い放つ。

「わたしたちは陛下の臣よ。臣たる者が、陛下に良い影響を与える皇后を選ばなくてどうするの。これが毒婦であれば、わたしたちの手で徹てつ底てい的に打ちのめして後宮から放ほうり出すけれどね」

　呆ぼう然ぜんとしたあと、理美は頭こうべを垂れる。

（四し夫ふ人じんはやはり、崑国で最も聡そう明めいで気高い方々）

　様々なことを知り、理性的に考え判断している。まさに皇帝の臣たるに相応ふさわしい。

「雪宝林」

　鳳徳妃が表情を引きしめる。

「皇后となればあなたは、二度と陛下以外の男性と婚こん姻いんできない。その意味はわかるわね。あなたは生しよう涯がいを、全すべてを陛下に捧ささげるのよ。しかも皇后になるということには大変な責任がともなう。これから先、あらゆる困難が待ち受けているわ。今まで関係なかった、宮きゆう廷ていの権力争いにも巻きこまれかねない。それを覚悟している？」

「はい」

　全て承知の上で決めたのだ。あらゆる困難を想像して、今からとても恐こわい。けれど怯おびえてはならないと思う。強こわばった理美の表情を見て、温賢妃がそっと理美の手に触ふれる。

「でも、わたしたちがいます」

「え？」

　目をぱちぱちさせると、宋貴妃が仕方ないわねと言うように溜ため息いきをつき、微笑む。

「皇后になるための教育を、わたしたちは充じゆう分ぶんすぎるほど受けている。それがあなたの役に立つ。わたしたちが、あなたを助けるわ」

　鳳徳妃も頷うなずく。

「忘れないで。わたしたちは、あなたが好きよ」

（……斎さい宮ぐう様……）

　懐なつかしい姉斎宮に呼びかける。

（斎宮様。泣きそうです……好きだと言ってもらえました）

　後宮に足を踏ふみ入れたとき、理美はひとりぼっちだった。それなのに今、こうやって言葉をくれる人がいる。

「ありがとうございます、四夫人」

　理美が深々と頭を下げたそこで、余淑妃が「わぁ～ッ！」とさらに派手な泣き声を上げる。

「それでもいやぁ～ん。お姉様が男のものになるなんて！」

「馬ば鹿かねぇ、余淑妃様」

　見かねた鳳徳妃が、余淑妃の肩かたに手をかける。

「考えてご覧なさい。宝林であれば暇ひまを出されることもあるけれど、皇后なら終生後宮で生きるのに。淑妃様は生涯、雪宝林と一緒の場所に住めるわよ」

　余淑妃はぱっと顔をあげる。

「それも、そうだけど。でも悔くやしい～」

「悔しいのか!?」とその場の全員が、心の中で突っこんだ。そしてその後、理美を含ふくめた全員が吹ふき出した。余淑妃は「わたしの傷心を笑うなんて、皆みな様さまひどい！」と足を踏みならす。

　温賢妃が余淑妃の肩を抱だき、鳳徳妃も苦笑いで余淑妃の肩を抱いた。二人に慰なぐさめられてまんざらでもないようで、余淑妃はぷんと膨ふくれながらも満足そうな顔をした。それを見計らい、宋貴妃が理美の肩を押す。

「さあ、行きなさいな。あなたのことだから、まずわたしたちの許しを得てから、陛下にお返事するつもりだったんでしょう。でも、本来は真っ先に陛下にお返事するものよ、お馬鹿さん。お待たせしないで、今すぐ陛下にお返事しなさい」

「はい。参ります」

　今一度四夫人たちに礼をとり、祥飛の室へと向かう。

　階段を上がり上層へ出ると、取り次ぎの侍じ官かんに来訪を告げる。侍官が確かく認にんに走り戻もどってきて「どうぞ先へ」と促される。廊ろう下かを進む。皇帝の室が近づいてくる。

　歩む一歩ごとに胸がずきずき痛む。扉とびらの前まで来ると一いつ旦たん呼吸を整えた。

（返事をすれば、もう後戻りはできない）

　決意し顔をあげた。

「陛下。雪理美です。参上しました」




　　　二




　それと時を同じくして、朝あさ陽ひに押されるように三台の馬車が成せい華か城じようの門を潜くぐった。

　西の城門の馬車宿りに停車した三台からそれぞれ下りてきたのは、宰さい相しよう周考仁。戸こ部ぶ尚しよう書しよ登利範。礼れい部ぶ尚書迅景有だった。

　今日は、朝議の代わりに彼らが祥飛に拝はい謁えつする日だ。そのため馬車宿りには侍官が数人控ひかえていた。そして彼らとともに勅ちよく任にん武官の秦丈鉄も控えていた。

　丈鉄は跪いて三人を迎むかえるが、すぐに立ちあがり礼をとる。

　考仁は「案内を」と侍官たちを促し歩を進める。

　考仁を先頭に、利範、景有と続く。それぞれの前に侍官がつき、ほどよく距きよ離りを空けている。

　丈鉄は何げなく考仁の背後につき、細い声で囁ささやく。

「彼が寧孫と接せつ触しよくしました。彼は寧孫の呼び出しを拒きよ絶ぜつし続けていましたが、だまし討うちで呼び出されたようです」

「様子は？　動どう揺ようしていたか？」

「いいえ。接触はほんのわずかな時間でした。あの様子では、おそらく彼は寧孫の話をなにも聞くことなく、飛び出したに違ちがいありません。彼はまだ自らの出自を知らないでしょう」

「朱西は、わたしが思っている以上に堅かた物ぶつだな」

　考仁は口元を歪ゆがめ笑う。

「あれは最高の駒こま。寧孫はその駒を絶対に諦あきらめまい。引き続き監かん視しを怠おこたるな。その間に寧孫の背後に連なる、宮城の鳳家派をあぶり出す時間を稼かせぐ。寧孫が活発に動けば、鳳家派も尻尾しつぽを出しやすい」

　そこで口を閉じ、考仁はぶれることなく視線をまっすぐ前に据すえて歩く。

（駒が手に入らない限り、鳳家派は矢のない弓と同じ。弓が矢をつがえる前に、あぶり出さねば。朱西がいつまで寧孫の誘ゆう惑わくを断り続けるかだが。長い間もってくれれば、それだけ時間を稼げる）

　そこで我知らずふと笑う。

（良い駒に育ってくれたものだ。役に立ってくれる）

　永久に朱西が寧孫の誘惑を断り続け、雪理美が皇后になれば、考仁が描えがいた最良の筋書きになるはず。そうであれば朱西は生かしておける。駒が手に入らずじりじりする鳳家派の者どもを、じわじわと刈かり取っていけばすむだけのことなのだ。

　朱西があれほど善良なのは、養育を任せた陽夫人の教育のたまものか。

　もしくは朱西の持って生まれた、善良な性質に起因するのか───。

（───彼に似て……）

　一いつ片ぺんの疑いもなく「考仁」と呼ぶ、彼の笑え顔がおを思い出す。
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　丈鉄は無表情に、黒衣の背中を見つめていた。

（意外にも、俺は信しん頼らいされているらしいな。この宰相殿どのが、俺の報告を疑っている素そ振ぶりがないとは）

　内心、丈鉄は笑っていた。

（たいした噓うそじゃない。だが、これが宰相の計算にどれほどの狂くるいを生じさせるか見み物もの）

　人の運命を操あやつりきっていると信じる彼の足あし下もとに小石を置いてみたくなったのは、朱西の絶望した顔を見てしまったからだ。宰相の計算の中で生き続け行動していることで、人の運命を弄もてあそぶことに手を貸している自分に嫌いや気けが差しただけ。

　ほんのちょっとの憂うさ晴らしなのだ。それ以上の意味はないと、思いたい。自分の誇ほこりにかけて。もし自分がなんらかのわだかまりを宰相に感じているとしたら、己おのれの「あたりまえ」さ加減に幻げん滅めつするだろう。

　あれこれ考えないことが剣けんの条件だ。かつて周考仁は丈鉄にそう言った。

（考えてないさ。ただ気まぐれに、噓をついただけだ。結果なんぞ知るか）

　周考仁の計算を無視したのは初めてだ。

　もし自分がこれから、どんどん彼の計算から外れたことをしたいと思うようになったら、自分はどこへ向かうのだろうか。計算の外で生きたことがない丈鉄には、予測がつかない。

　十年あまり、祥飛と朱西とともに過ごした。丈鉄はなかば二人を騙だましているようなものだが、彼らは薄うす々うすそれに気がつきながらも鷹おう揚ように接してくれていた。そんな二人に、情が湧わいてしまったらしい。それが丈鉄の、今の混乱の原因だ。

　自分自身、どちらになにをするべきか、また、しないべきか、わからなくなっている。

　顔を伏ふせ、にやりと笑う。

（面おも白しろいもんだな、先が見えないってことは。なぁ、朱西。おまえも楽しめばどうだ？　自分の運命を）

　堅物の同どう僚りように、心の中で語りかける。朱西は理性ばかりにしばられていないで、心のままに荒あれ狂ってもいいのではないか。そんなふうに考える自分が現れたことが意外だった。

　朝陽は明るく辺りを照らす。丈鉄の伏せた横顔の半面だけが、暗い影かげに沈しずむ。
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　理美の声に、室内から「入れ」と明るい響ひびきで祥飛が答えた。

　入室すると、祥飛が安あん堵どの笑顔で理美を迎えてくれた。彼は身なりも整え、長なが椅い子すでくつろいでいた。昨夜は眠ねむらなかったのか顔に疲つかれが見えるが、身なりを整えていることが、彼の復調を物語っていた。

　丈鉄は見回りにでも行っているのか、姿が見えない。

（怨おん霊りようが鎮しずまったとたんに、こんなにお元気になるなんて）

　あのまま怨霊が鎮められなかったらと思うと、ぞっとする。

「陛下。お体はどうですか？」

「明け方から気分が良くなってきた。朱西から聞いた。怨霊を鎮めたそうだな。よくやった───おまえのおかげだ。本当に、気分が良い」

　長椅子の傍かたわらには朱西も控えており、祥飛の言葉に賛同するように頷うなずく。あらましは伝えてくれたようだ。

「一いつ睡すいもせずに一晩、疲れただろう。詳くわしくは後日ゆっくりと聞く故ゆえ、今は眠るがいい」

　労いたわりの言葉が嬉うれしくて、やはり仕えるにたる主あるじだと確信した。朱西にとっても良き主だ。朱西自身も祥飛に仕えることを喜びにしているだろう。

（朱西様の居場所を守らなければ）

　その思いが一層強くなり、一歩、理美は祥飛に近づく。

「ありがとうございます陛下。けれど眠る前にわたしは、陛下にお伝えすることがございます」

「おまえらしくもない神しん妙みような顔だな。よいぞ。聞こう」

　さして大切なことと思っていないのか、祥飛は冗じよう談だんめかして軽く笑う。

　理美は祥飛の前に跪ひざまずいた。

　突とつ然ぜんの行動に、祥飛も朱西も驚おどろいたようで目を見開く。

「理美？」

　朱西が心配そうに声をかけてくれるが、理美はただ頭こうべを垂れる。そして告げた。

「長くお待たせをしてしまい、申し訳ございませんでした陛下。返事をいたします」

「返事とは、……まさか！」

　祥飛は息を吞のみ、朱西は訝いぶかしげに祥飛と理美を見比べる。

「陛下のお申し出、お受けいたします」

「それは……おまえは……、余の皇后になってくれるということか？」

　呆ぼう然ぜんと問い返す祥飛の言葉に、朱西がぎょっとしたような気配がする。「皇后？」と、信じられない言葉を聞いたように彼は呟つぶやく。理美は顔をあげ、まっすぐ祥飛を見つめ頷いた。

「はい」

　しばらく沈ちん黙もくが流れ、息苦しいほどだった。

　開かれた扉とびらの向こうからひやりと湿しめった空気とともに、朝あさ陽ひの柔やわらかな輝かがやきが射さしこみ理美の足下へのびてくる。

「……朱西」

　ようやく祥飛が口を開く。

「すまぬ、朱西。しばらく理美と二人にしてくれぬか」

　朱西は青い顔で立ちつくしていた。無反応だ。反応がない彼に祥飛が再び「朱西」と呼びかけると、彼はようやく正気づいて何度か瞬まばたきした。

「はい。承知しました」

　彼の声に潜ひそむ動揺に、理美だけが気がついた。朱西は身をひるがえし室を後にした。

　理美は潤うるむ瞳ひとみで祥飛を見つめ続けた。朱西の方は見ないようにした。なぜ視界が滲にじむのか、わからない。それはようやく答えを出せたことへの安堵か、朱西との決定的な終わりの哀かなしみなのか、ただ朝陽が眩まぶしいだけなのか、自分でもわからなかった。

　祥飛は立ちあがると、跪く理美の手をとって立たせる。

「本当に、良いのか？　余の皇后に」

「はい」

「後こう悔かいしないか」

「はい」

　祥飛を受け入れることには微み塵じんの迷いもない。

　しっかり頷くと、祥飛は感極きわまったように理美を抱だきしめた。

「余のものだ」

　吐と息いきのように耳元で囁ささやかれ、理美は小さく「はい」と答える。

（わたしはこれから、陛下の臣として身も心も捧ささげる。捧げられるものは全すべて）

　祥飛を受け入れることに、本当に微塵の迷いもない。これから先後悔もしないと断言できる。

　迷いも後悔もないのだが、ただ運命が切ないだけなのだ。
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（余のものだ！）

　自分は、一番欲しいものが手に入らない運命なのかと幼い頃ころから感じていた。それはまるで天神に嫌きらわれているような気すらして、心のどこかで自分に自信が持てないでいた。

　皇こう帝ていの位についてなお、その位を脅おびやかす存在があることに打ちのめされてもいる。

　だが、目の前にあって心から欲しいと願う人が、自分のものになると言った。

　理美の瞳はまっすぐで、躊躇ためらいの色は少しもなかった。それが嬉しい。

　突然理美が祥飛に恋こいしたとは、さすがの祥飛も思わない。しかし最低でも祥飛に対してなんらかの愛情を感じ、受け入れても良いと決断したことは確か。そうであるなら、いつか彼女は祥飛に恋してくれるかも知れない。

（優やさしくして、労って、大切に守れば、いつか）

　理美が祥飛に恋する瞳を向けてくれる可能性があるだけで、嬉しくてたまらない。彼女が祥飛のものとなったからには、ゆっくりと彼女の気持ちが育つまで、誰だれにも邪じや魔まをされないですむのだ。

　抱きしめた温ぬくもりと、華きや奢しやな体が愛いとおしい。感極まって祥飛は、彼女の肩かたにかかる髪かみを手にすくい、口づけた。
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　　　三




　あまりの衝しよう撃げきに頭痛がしてくる。

（どういうことだ。理美が皇后に!?　いつそんな話に!?　陛下はいつそんな話を理美にした。陛下も理美も、そんな素そ振ぶりは全く見せなかった。いつから……いつから……）

　早足に庭院にわに出ると、朱西は白梅の幹に背をつけて己おのれの体を支える。

（俺には二人から、なにも知らされなかった）

　なにも考えられず白梅を見あげる。澄すんだ空に浮うかぶ霞かすみのように、白梅は満開だ。

（愛らしく、美しい）

　ぼんやりしていると、門の方から大勢の人の気配がした。

　目をやると侍じ官かんに導かれ考仁が庭院に入ってくる。続いて丈鉄。その後には利範と景有。

　幹から背を離はなし、考仁を見み据すえて拳こぶしを握にぎった。ここで食ってかかるほど朱西は愚おろかではない。しかし考仁に対する不信感と怒いかりのようなものが胸の中に渦うず巻まき、ぐらぐらと煮にえ立つ。

（なぜ俺を実子としたのか、真相を問わねばならない。しかし今は駄だ目めだ。人が多すぎる）

　必死の努力で冷静な対応を試み、礼をとって行き過ぎる列を見送ろうとした。

　しかし朱西の前で考仁は足を止め、背後の利範と景有に告げた。

「朱西と話がある。二人とも先に中で待て。すぐに行く」

　利範と景有が先へ行くと、考仁が淡たん々たんと口を開く。

「鳳寧孫が、そなたに手紙を寄こしているらしいな」

「……それは」

　今、問うべきか。そう思って口を開こうとしたが、考仁が余計なことを聞きたくないとばかりに、遮さえぎるように言葉を続けた。

「聞いている。何度寧孫が接せつ触しよくを試みようと、今まで同様寧孫と接触することなく、話に耳を傾かたむけぬことだ。なにも聞かぬが良い」

　朱西は目を見開く。

（父上は俺が寧孫から真相を聞いたことを御ご存ぞん知じないのか？　なぜだ。俺が真相を知ったことを、丈鉄が報告しないはずは……）

　考仁の背後に立つ丈鉄は無表情のまま。しかしその目の奥に面おも白しろがるような光がある。長いつきあいだからよくわかる。微かすかなものだが、朱西はそれを確実に読み取った。

（丈鉄はあえてそれを、父上に伝えていないというのか。なぜだ？）

　丈鉄が目配せを寄こした。今は考仁の思い込みにあわせた方が得策なのだろう。平静を装よそおい、「はい」と頷く。

　素す直なおな朱西の返事に満足したのか、再び考仁は歩み出す。丈鉄もそれについて行くが、朱西の傍らを通り過ぎざま、細く、朱西にだけ聞こえる声で囁く。

「運命を楽しめよ」

　朱西は丈鉄の背中を見つめ「楽しめ、か」と呟く。なにをどう楽しめば良いのかと、苦く笑う。しかし、ふと思う。

（父上は策略なしに、政敵の子を育てるようなお方ではない。ということは、あの方はあの方の策略の中で俺を操あやつり動かしている。ただ俺もあの人の策略の範はん疇ちゆうで、翻ほん弄ろうされるばかりが運命ではないはず。人であるからには、考え、動けるのだから）

　もし朱西が自らのこの状じよう況きようを楽しむ方法があるとすれば、この状況を利用し、自らの望む未来を現実にすることかもしれない。

　望みを叶かなえるには、どうすれば良いのだろうか。

　崑国一と名高い頭脳が無意識に計算を始めていた。
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「理美」

　熱っぽい瞳で見つめられ、祥飛の手が理美の頰ほおに添そえられた。口づけを求める唇くちびるが近づいてくると、理美は目を閉じて身を硬かたくする。

「陛下。宰さい相しよう周考仁様、戸こ部ぶ尚しよう書しよ登利範様、礼れい部ぶ尚書迅景有様がおみえです」

　いつの間に現れたのか、出入り口に丈鉄が跪ひざまずいていた。祥飛は慌あわてたように理美から身を離し、ほんのり頰を赤らめながら「そうだった。今日は彼らが来る日だった」と顔をしかめた。

「では、わたしはすぐに失礼を」

　皇帝の私室とはいえ、宰相や尚書が同席する場に女によ官かんはいられない。礼をとってさがろうとすると、手首を摑つかまれる。

「待て。最初だけはここにいるのだ」

「でも宰相様と尚書方が」

「だからだ。おまえのことを考仁に告げる。皇后選びは皇帝の一存でできることだが、いちおう考仁の許しも取り付けておく。それに皇后となるために儀ぎ式しきも必要だ。後宮儀式は内侍省管かん轄かつだ。だが皇后だけは皇帝とともに公おおやけの場に出る者として、立りつ后こう式しきは礼部管轄で行われる。礼部尚書も来るのだから、ちょうどいい。知らせておく」

（立后式……）

　大変な役目を負うことになるのだと、責任の重さを思う。

（しっかりしなければ。陛下の恥はじにならない皇后になるように）

　緊きん張ちようしながら祥飛の背後に立っていると、考仁、利範、景有が入ってきた。三人はそこに理美の姿を見ると、「なぜ女官がここに」と、すこし驚おどろいたような顔をしたが、それでも形式に則のつとり皇帝に朝の挨あい拶さつを述べた。

　祥飛は鷹おう揚ように頷うなずく。

「皆みな大たい儀ぎ。そなたたちも腹が減っていよう。朝あさ餉げを用意させるが、その前に報告がある」

　祥飛はそこで理美に目配せした。理美は祥飛の傍かたわらに立ち礼をとる。

「余は、この宝ほう林りんを皇后にすることを決めた」

　景有が目を丸くし、利範は「ほう」と無表情ながら感心したような声を出し、考仁は薄うつすら笑う。

「内侍省に知らせ安寧に帰り次し第だい、雪理美を皇后内定者として北ほく嶺れい宮きゆうへ入れるように命じる。礼部尚書は祀し部ぶに命じ、立后式の日取りを決めよ」

　誰にも口を挟はさませないとばかりに、毅き然ぜんと祥飛は告げた。

　すると考仁が、ゆっくりともったいぶった仕草で礼をとる。

「お祝い申し上げます、陛下。雪理美」

　それに倣ならい、利範も景有も礼をとる。再度三人は顔をあげると、考仁が景有に言う。

「礼部尚書、聞いての通りだ。内侍省への連れん絡らくと、立后式の日取り決定と準備を命じよ」

「承知しました。お任せください」

　人なつこい笑え顔がおを理美に向け景有は請うけ合った。逆に利範は、探さぐるような目で理美を見ている。位が正しよう六ろつ品ぴんの宝林がいきなり皇后となれば、怪あやしまれるのは当然かも知れない。

　理美の心の内を見み透すかすように薄うすく笑う考仁は、彼女が考仁の思おも惑わく通りの決断をしたことを嬉うれしがっているだろう。彼ら三人の視線にさらされるのが居い心ごこ地ち悪くて俯うつむくと、祥飛がそれに気づいたようで、そっと背を押してくれる。

「もうさがってよいぞ、理美。疲つかれただろう。ゆっくり休め」

　気き遣づかいに礼を言って室を出ると、高こう欄らんに両手をついて深い息をつく。そうしていると、ととっと軽い足音が聞こえた。見ると廊ろう下かの向こうから、珠ちゃんが元気いっぱいに駆かけてくる。朝から目を覚まし潑はつ剌らつと駆けてくる姿に、完かん璧ぺきな回復を感じる。

「珠ちゃん！　もしかしてすっかり元通りなの!?」

　するするっと裳もを駆けあがってきた珠ちゃんを胸に抱だき留め頰ずりすると、珠ちゃんはキュウキュウ鳴いて、鼻先を理美の頰にこすりつける。

「良かった。珠ちゃん」

　温かくやわらかな、優やさしい生き物を抱きしめると、胸がじんとする。ひっかき傷だらけだった心に優しさが染しみて痺しびれるのだ。

　泣きたいような気持ちになった時、珠ちゃんがキュッと庭院の方を見おろし首を傾かしげる。その視線を追っていくと、そこに朱西の姿があった。

（朱西様）

　いきなり皇后の話を聞いて、朱西は驚いた顔をしていた。当然のことだ。きちんと彼と話をしなくてはならないはず。

「珠ちゃん。ちょっと、お散歩でもしていてくれる？　わたし朱西様にお話があるの」

　人の烈はげしい感情に触ふれて珠ちゃんが弱ってしまうなら、必ず感情が乱れるはずの朱西との会話に、珠ちゃんを連れて行くわけにはいかない。「ごめんね」と言うと、珠ちゃんは「いいよ」というように小さく頷き、理美の胸から飛び下り、するすると柱を上っていく。屋根の上をお散歩するのだろう。

　それを見送り、理美は階段を下りた。

「朱西様」

　白梅の下に佇たたずみ、朱西は宙の一点を見み据すえぼんやりしているようだった。名を呼ぶと、彼はこちらに視線を向ける。彼の前まで行くと、理美は息を整えながら「あの……」と口を開こうとした。しかしなにをどう言えばいいのかわからず、口ごもってしまう。

　そんな理美を見つめていた朱西だったが、暫しばしの沈ちん黙もくの後に力なく笑った。そして、

「いつですか？」

　と、いつもの優しい声こわ音ねで訊きく。

　理美がきょとんとするのに、重ねて朱西は問う。

「いつ陛下は、あなたに皇后になって欲しいと告げられたんですか」

「それは……朱西様と、思いを殺そうと誓ちかい合ったあの日。あのあとです」

「あのとき陛下が突とつ然ぜん食しき学がく堂どうにやって来たのは、それを告げるためだったんですね。そんなに以前のことだったとは、気がつきませんでした」

　朱西は小さく溜ため息いきをつくが、言葉を続けた。

「良かったです。あなたが、あの誓いのとおり……思いを殺してくれたのだったら」

「きっと、二度とよみがえらないと信じています」

　胸が張り裂さけそうだった。

　こんなことを言ったら、朱西はどんな気持ちになるだろうか。裏切られたような気がして、とても哀かなしいはずだ。そして彼は理美のことを「簡単な女」「人を惑まどわせるだけ惑わせた、迷めい惑わくな女」と、軽けい蔑べつするかもしれない。

「ただ朱西様のことが、嫌きらいになったのではありません。ずっと、出会ったときからお優しくて聡そう明めいで今も……、今も誰だれよりも、尊敬しています」

　尊敬が、口に出せる限界の言葉だった。

「ありがとう理美。嬉しいですよ」

「わたしは自分のできうる限り、陛下を支えることに力を尽つくします。それがわたしに許された、最善の居場所です」

「そういえば、俺の居場所も陛下のお側そばでしたね」

　朱西がいるべき場所は祥飛の傍らなのだ。そこが彼の居場所であり、彼が幸福に生きられる場所。理美は朱西がその場所に居続けるために、決断したのだ。

「わたしは朱西様と一いつ緒しよに、陛下を支える者の一人として力を尽くします」

　朱西は微び笑しようを返した。

　そのとき数人の話し声がして、祥飛と考仁、利範と景有が庭院にわへ出てきた。考仁と利範、景有は丈鉄とともに泉せん佳か宮きゆうをまっすぐ出て行ったが、祥飛だけが朱西と理美の方へと近づいてきた。朱西は深く礼をとる。

「皇后を得られたこと、お祝いを申し上げます陛下」

「うむ」と頷いた祥飛は微かすかに頰ほおを赤らめ、もじもじした様子で視線を泳がせ、こほんと咳せき払ばらいした。

「まずは、顔をあげろ朱西」

　朱西が顔をあげると、祥飛は口を開く。

「余は皇后を選んだ。より良い皇こう帝ていになるためには最良の選せん択たくだったと思う。そしてそれが叶かなった今、さらに良き皇帝となるために努力すると約束する。だから……そなたは、あれだ」

「はい？」

　要領を得ない祥飛の言葉に、朱西が訝いぶかしげに首を傾げる。すると祥飛はぶちまけるような勢いで声を張った。
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「要するに！　余は、そなたがいてくれることに感謝している。だから、これからも変わらず、おまえもずっと余の側にいろ！」

　一いつ瞬しゆん、怒おこられたのかと思うような剣けん幕まくに、理美も朱西も啞あ然ぜんとした。しかし祥飛が朱西に対して感謝し、これからも側にいて欲しいと懇こん願がんしているのだと気がついた。理美と朱西がそれに気がついたのが同時だったらしく、一緒に吹ふき出す。

　二人がくすくす笑い出したので、祥飛は真っ赤になった。

「なにがおかしい！」

　肩かたを怒いからせた祥飛に、朱西は笑いをおさめ優しい笑顔で言う。

「お側にいます」

　それは、心から嬉しそうな笑顔に見えた。

「お側にいます、ずっと。陛下」

　祥飛はさらに恥はずかしそうな顔をして、ぷいと視線をそらす。そして「室へ戻もどる」と、早足にずんずんと歩き出す。すると朱西が、理美の背を押した。

「お行きなさい理美。あなたは陛下を室までお見送りしてさしあげないと。それから、ゆっくりお休みなさい」

「でも、朱西様がお一人に」

　朱西が一人残ることが寂さびしそうで、気になる。彼は首を横に振ふる。

「かまいません。俺はもう少し花を見ています。考え事もしたいので。さあ、行ってください」

「はい」

　理美は祥飛の後を追った。するとまたふいに胸が痛んで泣きたくなったが、こらえて正面を見据える。

（これで良かった。これで、きっと）

　理美は再度、決意する。

（わたしは陛下を臣として全身全ぜん霊れいで支える。朱西様もきっとそうするから。朱西様とともに）
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　祥飛に追いつき、並んで歩む理美の背中を見送り朱西は微笑ほほえんでいた。しかし彼らの姿が建屋の中へ消えると表情は消えた。

（俺は、また陛下に噓うそをついた）

　白い花を見あげる。

　理美は気がついていなかった。彼女との会話の中で朱西が思わず、「俺の居場所も陛下のお側でしたね」と言ってしまったことに。

　彼女は和国人だから、細かな言い回しに気がつかなかったのは幸いだった。

　朱西は「俺の居場所も陛下のお側でした」と言ったのだ。「お側です」ではなく「お側でした」と過去形で。さらに「陛下を支える者の一人として力を尽くします」と告げた理美に対して、朱西は頷うなずきもせず、ただ微笑だけを返した。

　あのあたりから、少しずつ朱西の中には決意の形ができあがっていたのだ。

　祥飛は「おまえもずっと余の側にいろ」と言った。朱西は「お側にいます」と答えた。

　しかし───それは噓だ。

「陛下……。ずっとお側にいるのは無理です」

　ぽつりと呟つぶやく。

（なぜなら陛下は、俺の最も大切なものを手に入れてしまわれたのだから）

　一つの決意が、朱西の中に生まれていた。

　初春の白い花は満開を過ぎはらはらと散り、朱西の頰に影かげを落とす。

　いつの間にか、白梅の根元に銀毛の神しん獣じゆう五ご龍りゆうの姿があった。五龍は澄すんだ青い瞳ひとみで、朱西を見つめている。まるで初めて出会った人を見るように小首を傾かしげ、とても不思議そうに───。







　あとがき




　皆みなさま、こんにちは。三み川かわみりです。

　物語の中の季節は雪が解け残る初春ですが、この本が発売されるのは七月で夏休みも近い。ということで、理り美みたちも今回は休きゆう暇かをとることになりました。けれど改めて原げん稿こうを読み返してみると、現在進行形の三角関係の上に、いろいろと因いん縁ねんある人たちが入り乱れるため、休暇といえど誰だれひとり気が休まっていないのはどうしたことか……。

「彼らは本当に気の毒だ」という気分になりましたが、この苦く悩のうの先には幸せが待っているはず！

　前回も前々回もあとがきで、三角関係～、三角関係～と書いていましたが、本当に三角関係は難しいなと、今回もつくづく感じました。

　理美たちの関係の決着は、いちおうわたしの中で決まってはいます。書いている最中に突とつ然ぜん、登場人物の誰かが勝手に暴れ出したりしなければ、思おも惑わく通りになってくれるだろうと思います。けれどことこの物語に関しては、突然誰かが暴れ出し、プロットにない展開になることがあるので油断出来ないかと。どうなるのか、もし良ければ見守ってやってください。

　なにもないところから物語を立ちあげ、こうして動き出す仕事を一いつ緒しよにしてくださった担当様。本当にありがとうございます。ビーンズ文庫でデビューして以来、自分の知らなかった場所でのことも含ふくめ、長い期間お世話になった担当様には感謝がつきません。心の中で担当様のことを密ひそかに「天使」とお呼びしておりました。この世に天使がいたと思った瞬しゆん間かんが、何度もありました。本当に、本当にお世話になりました。

　そして新担当様。初っぱなからメールの返信が大おお慌あわてで、「こいつ大だい丈じよう夫ぶか？」と思われたかと、ひやひやしております。ご指導を頂いてこそ、独りよがりでないきちんとした物語を書くことができると常々思っています。これからたくさんご迷めい惑わくをおかけすると思いますが、よろしくお願いいたします。

　イラストを描かいてくださる凪なぎかすみ様。今回もありがとうございます。前回も理美に擦すり寄る表紙の珠たまちゃんが可愛かわいくてたまりませんでした。そしてカラー初登場の祥しよう飛ひの艶つややかさにうっとり。さらに祥飛が理美に迫せまる場面にもドキドキしてしまいました。毎回本当に素す敵てきな絵をありがとうございます。今回もとても楽しみです！

　最後になりましたが読者の皆さま。

　この本を手にとって頂き、ありがとうございます。先にも書きましたが、理美たちの三角関係は一層なんだか大変な感じになってきましたが、ゆるく見守って頂ければ嬉うれしいです。そしてひとときでも、皆さまに物語を楽しんでもらえたならこれ以上幸せなことはありません。もし皆さまの気が向きましたら、また次巻でもお目にかかれればいいなと思います。


三川　みり　


















　後宮香妃物語　龍の皇太子とめぐる恋　電子特別お試し版　（著：伊藤　たつき　イラスト：カスカベ　アキラ）
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　緑の木々に囲まれた小さな庭には、真ん中に蓮はすの花が浮うかぶ池があった。

　池のほとりに座った凜り莉りは、目の前の香こう炉ろから立ち上る香かおりを胸いっぱいに吸い込む。

　甘くて優やさしい香りは心地ここちいい気分にさせてくれたが、俯うつむき加か減げんで首を横に振ふった。

「いい香りだけど、これじゃないわ。白びやく檀だんに伽きや羅らに麝じや香こうに竜りゆう涎ぜん香こう、そして沈じん香こう。これをみんな混ぜ合わせたら、父さまが嗅かがせてくれたあの香りに近いものができると思ったんだけど、ぜんぜん違ちがう。あの香りはもっと〝せつない〟香りだったもの」

　以前父が嗅がせてくれたのは、昔から伝わるとても貴重な香で、古すぎて効力はないもののかすかに香りだけはするというものだった。甘あま酸ずっぱいその香りを嗅いだ時、寂さびしい、悲しい、辛つらい、でも嬉うれしい、というよくわからない感情で胸がいっぱいになって、涙なみだがこみ上げた。

　そして最後に残った感情を言葉にすると〝せつない〟だった。

　どうしてもあの香りを再現したくて何度も挑ちよう戦せんしているが、なかなかうまくいかない。

　考え込んでいると、がさっと音がした。振り向くと十歳の自分より少し年上の少年がいた。

（あれ……？　何だか顔が……）

　すぐ近くにいるのに、なぜだか少年の顔が歪ゆがんで見えて、思わず目をこすった。

「甘くて品のいい香りだな」

　声変わりもまだなのか、少年の声はやや高い。

「そうでしょう。でもこれが完成じゃないの。何かが足りないのよね」

　少年が近くにきても、やはり顔や姿が歪んで見えて、知り合いか初めて見る相手かすらわからなかった。だが不思議と怖こわいとは思わない。なぜだろうと考えて、ふとある事に気付く。

「あなたから優しい香りがするわ。でも悲しんでいる香りもする。何かあったの？」

「香り？　香りで他人の気持ちがわかるのか？　そんな馬ば鹿かな」

「馬鹿じゃないわ。わたしの特技は〝絶対嗅きゆう覚かく〟なのよ。ようするに、とっても鼻が利きくの。あなたから漂ただよってくる香りで、あなたの気持ちがなんとなくわかるの。父さまはわたしの鼻が、相手の汗あせの香りの変化を嗅ぎ分けるんだろうって言ってた」

「信じられない話だな。……だが確かに悲しい事はあった。それで辛い気持ちになっている。でも顔にも態度にも出していないし、誰だれも気付かなかったのに」

　そっと近づいて再び香りを嗅ぐと、頭に冷たい雨にうたれて震ふるえている子犬が浮かんだ。

「悲しみの香りが強くなっていくわ。とても辛くて寂しい思いをしたのね。……泣かないで」

　顔ははっきりしないが、少年が涙を浮かべた気がした。手を差し出すと、少年が戸と惑まどいつつも手を握にぎる。少年の手は冷えていて、そこから彼の悲しみが伝わってくるような気がした。

「泣いてたなんて、誰にも言うなよ」

　ぶっきらぼうだが、強がっているのが伝わってくる声だった。

「うん、絶対に言わない。だから、我が慢まんしなくていいよ」

　なぜか他人とは思えなくて、感情が高ぶって涙がこみ上げた。両手を握り合って寄り添そい、額をこつんとあわせる。額にじんわり少年の熱を感じながら二人で泣きじゃくった。

　少年の悲しみに寄り添って、どれぐらい経たっただろう。少年がようやく泣き止やんだ。

「悲しい気持ちを隠かくしていたのに気付かれたのは初めてだし、一いつ緒しよに泣いてくれた人も初めてだ。すごく嬉しかった。……そういえば、君は名前はなんというんだ？」

　少年の名前を自分も知りたいと思った。彼がどこに住んでいて、どういう風に育って、いつもどんな遊びをしているのかも。初めて会った相手にそんな気持ちを持つなんて初めてで、戸惑いつつも彼の名前を聞くにはまず自分から名乗るのが礼れい儀ぎかと、胸に手を当てた。

　名乗ろうと口を開いた瞬しゆん間かん、がさがさっと植木が折れそうなほどの大きな音がした。目をやると、黒装しよう束ぞくの男が数人立っている。顔を隠している彼らからは〝危険〟な香りがした。

「捕つかまえろ！」

　男達の視線が少年に向かっているのに気付いて、とっさに香の灰を彼らに投げつける。

「誰か！　誰か助けてーっ」

　大人の男を前にして恐こわくて足が竦すくんでいたが、精いっぱいの大声を上げた。恐きよう怖ふよりも、悲しい思いをしている少年を、これ以上辛い目にあわせたくないという気持ちの方が強かった。
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「助けてーっ」

　叫さけんだ途と端たん、凜莉は目が覚めた。肩かたで息いきをしつつ呆ぼう然ぜんとしていたが、ようやく辺りを見る余よ裕ゆうができる。狭せまい室内はところどころ小さな穴があいていてすきま風がひどかった。

　見慣れたその光景が、この数年ずっと暮らしている自分の部屋だとわかってほっとした。

「またあの夢を見たのね……。子どもの頃ころから何度も見てるけど、いつも黒装束の男達があの男の子を捕まえようとしたところで目が覚めるわ。何で同じ夢ばかり見るんだろう」

　常に少年の顔は歪んでいてわからない。彼との会話は夢のたびに変わるが、必ず少年を捕まえようとする男達が現れて目が覚める。首を捻ひねって考えていたが、やがて息をついた。

「ただの夢だし、まあいいか」

　いつもと同じ結論に辿たどり着いて、立ち上がって背せ伸のびした。そしてくんくんと鼻を鳴らす。

「お隣となりの朝ご飯はお粥かゆね。ほうれん草入りだなんて豪ごう華かだわ。うらやましい」

　思わず微笑ほほえんだ。黒い瞳ひとみは大きくてぱっちりしているが、顔立ちはそこそこで十六歳の割には女らしくないやせぎすの体型。背中までの黒くろ髪かみは艶つややかだと言われるが、貧びん乏ぼうなおかげで髪かみ飾かざり一つもっていないので、いつも頭の上で一つに結んでいる。特別美人なわけでもなく色気もない。そんな自分が人に自じ慢まんできる事と言ったら、どんな匂においも嗅ぎ分けるこの鼻だけだ。

　鋭するどい嗅覚は窓を開けなくても、長屋の隣に住む家族の朝食が何か突つき止められた。

　小さな窓を開けると、同じような古びた長屋が建ち並び、威い勢せいのいい声があちこちから聞こえてきた。ここは真しん光こうと呼ばれる町だ。庶しよ民みんが住む下町で、決してみんな裕ゆう福ふくではない。

　それでも、真光に住む人々は毎日元気だった。

「今日も忙いそがしいけど、頑がん張ばらなくちゃ！」

　みんなに負けじと気合いを入れ、さっそく朝食を作る為ために部屋を出た。
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「食事の後片付けは、わたしがするわ。母さま」

　凜莉は食器を持って立ち上がり、母の蓮れん歌かに顔を向けた。机を拭ふこうとしていた母が微笑む。

「大だい丈じよう夫ぶよ。凜莉は仕事もあるんだし」

「でも顔色が悪いわ、また熱が出ているんじゃない？」

　四十に手が届こうとしている蓮歌は、細身で背も低く、顔立ちはまるで少女のようだった。

「平気よ。凜莉は頑張ってお仕事しているんだもの。家事ぐらいは私がしなくちゃ」

　頑張り屋の母だが、昔から身体からだが弱くてすぐに熱を出す。無理をして欲しくなかった。

「お仕事っていっても、大好きな香を調合しているだけだから、ぜんぜん苦じゃないわ。あんまりお金にはならないから贅ぜい沢たくはできないけど、母さまとわたしだけだったら何とか暮らしていけるし。だから何も気にしないでゆっくりしてて。机はわたしが拭くから」

　手を差し出すと、蓮歌が苦く笑しようしつつ布ふ巾きんを渡わたしてくれる。

「ありがとう。じゃあ、凜莉に甘えちゃおうかしら。それにしても、凜莉は女の子だけど逞たくましいわね。そういうところはお父様そっくり。お父様もお仕事が大好きだったの。立派な香士としていろんな人の悩なやみや苦しみを香で解決していらしたのよ」

　この神しん瑞ずい国こくでは、薬と同等に香が珍ちん重ちようされている。

　香を調合して様々な効能を発揮させる者達を香士と呼び、彼らは医師と同じくらいに尊敬されていた。宮きゆう廷ていにも香道省と呼ばれる優ゆう秀しゆうな香士達が集まる部署があるぐらいだ。

　実は父は以前、その香道省の長おさだった。

　母の思い出話を聞くと、笑えみが浮かんだ。母の話しぶりからは父への愛情が伝わってくる。

　仲なか睦むつまじい夫ふう婦ふだったらしく、二人の間に生まれたのは幸福だと思えた。蓮歌が目を細める。

「お父様は私の誇ほこりだわ。お父様が亡なくなった時は悲しくて何日も泣き暮らしたけど、凜莉が〝母さま、大丈夫だよ、わたしが守ってあげるよ〟って慰なぐさめてくれたから、もう一度前に進もうって思えるようになったの」

　子どもの頃の話で、そんな事を言った事すら覚えていない。しかし母を守りたいという気持ちはいまも変わっていなかった。蓮歌が窓の外へと目を向ける。

「お父様が事故で亡くなって、もう六年ね……」

　蓮歌の言葉で、父の顔を思い浮かべようとした。その途端、頭がズキリと痛む。

　思わず顔をしかめそうになったが、何とか堪こらえた。

（危ない危ない。頭痛がするって言ったらまた母さまが心配するわ。だけど、どうしていつも父さまの事を思い出そうとすると、頭が痛くなるのかな……？）

　頭痛を堪えつつ思い出した父の顔はかなりおぼろげだ。父と遊んだりした記き憶おくはほとんどないが、内ない緒しよでよく宮廷に連れて行ってもらったのは覚えている。

（あの時は特別だよって言われて喜んでいたけど、いま考えるとわたしの嗅覚を調合に生かしたかっただけよね。だって宮廷の思い出と言えば、散らかっている父さまの調合室でいろんな種類の香こう木ぼくの香かおりを嗅かいだ事だけだもの）

　香の種類は大きくわけて二つある。一つは香木と呼ばれる心地ここちよい芳ほう香こうを放つ木材だ。香木はいろんな木の枝や根を乾かん燥そうさせたり、木材を地中に埋まい没ぼつさせて樹じゆ脂しを凝ぎよう集しゆうさせて作られる。そのまま削けずって加熱し、香りを出すのが一いつ般ぱん的だ。

　そしてもう一つは、練ねり香と呼ばれる香木や香料などを粉末にして混ぜ合わせて加熱し、香りを出すものだ。他ほかにもいくつか種類はあるが、その二つを総そう称しようして香と呼ぶ事が多かった。

　父はたまに、何の木を原料として作られた香木かわからないものを手に入れてくる。その香木を調べ、原料として予想される種類をいくつか絞しぼりこんだあと、自分の出番となった。

　香木の香りを嗅いで原料が何か当てると〝凜莉の嗅覚はすごいな！〟と父は褒ほめてくれた。

　懐なつかしい思い出にひたりつつ机を片付けて、棚たなに置いていた香こう炉ろを持ってくる。

「母さま。そろそろ香の時間よ。最近眠ねむりが浅いって言ってたでしょ。気持ちを落ち着ける香を用意したから、試ためしてみて」

　父が亡くなってから、母は寝ね付つきが悪くなったり眠りが浅くなったりしていた。もともと身体が丈じよう夫ぶではないので、睡すい眠みんがとれないと体調を崩くずしやすい。だから昨夜、父から教わった気持ちが落ち着いてよく眠れる香を調合していた。机に置いた香炉は陶とう器きで出来ていて、手の平に収まる大きさだ。朝食の用意をする時に使った炭のかけらを火ひ箸ばしで挟はさんで香炉に入れる。

「あら、凜莉。今日は直接火をつける香じゃないのね」

「ええ、練り香を作ってみたの。香料を粉末にして蜜みつで練って丸めたのよ。炭の上に置いてじわじわ温めて香りを出すの。効果が出るまで時間がかかるけど、たまにはいいかと思って」

　練り香を炭の上に置くと、しばらくして奥ゆかしい香りが部屋いっぱいにたちこめた。

　香りを吸い込むと、静かな池のほとりで一羽の水鳥が羽を休めている光景が頭に浮うかぶ。

「いい香りね。甘すぎずきつすぎず、とても素す敵てき。……これは伽きや羅らじゃないかしら？」

　蓮歌の肩から力が抜ぬけたのを確かく認にんして、ほっとする。

「さすが母さまね、当たりよ。練り香に伽羅を入れてみたの。伽羅はいつもは高くて買えないんだけど、この間偶ぐう然ぜん安く手に入って。他にもいくつか香料を仕入れたから、痛みをとる香も作ったの。あとで医い療りよう所に行って買い取ってもらうわ。今日はごちそうが食べられるわよ」

　医療所では医師と香士が協力して診しん察さつにあたる事も多く、薬とともに香も用いられていた。

「凜莉の調合の才能もお父様譲ゆずりね。お父様はとても優秀な香士だった。香道省の長で、宮廷でも一目置かれるほどだったんだから。本当だったら、正香士になる事だって夢ではなかったのよ。だって、お父様は『秘ひ宝ほう香こう』を完成させていたんだもの」

　蓮歌の声が凜として響ひびいた。秘宝香という言葉に身が引き締しまる思いがして、思わず呟つぶやく。

「秘宝香……。神瑞国に伝説のように語り継つがれる香。すべての香士達が求めてやまないけど、完成させた者はいまだかつていない」

　それは神瑞国に伝わる、小さな子どもでも知っている話だった。

　秘宝香はどんな敵でも撃げき退たいできるという強大な力を持つらしい。らしいというのは、詳くわしい効能を知るのは皇族と香道省の一部の香士だけで、一般の民たみには知らされていないからだ。

　香道省の長だった父は、その秘宝香の調合を成功させようと命をかけていた。

「わたしも父さまは秘宝香を完成させていたと信じているわ。父さまの顔もよく覚えていないけど、〝凜莉、秘宝香がとうとう完成したぞ！〟って言って喜んでいたのは覚えているもの」

　何百年も誰だれも成功しなかった秘宝香を作るという偉い業ぎようを成し遂とげた父は、香士の頂点である正香士を名乗れるはずだった。

「でも父さまは皇こう帝てい陛下に秘宝香を披ひ露ろうしようとして失敗し、宮廷で噓うそつき呼ばわりされた」

　悔くやしさで唇くちびるを嚙かんだ。

　秘宝香が完成したと自分を抱かかえ上げてはしゃいでいた父は、決して噓はついていなかった。

「父さまは確かに秘宝香を完成させていたのよ。だけど秘宝香の御お披ひ露ろ目めで失敗したあと、すぐに事故で亡くなってしまったから、秘宝香作りに成功したって証しよう拠こはない。でもね、母さま。わたしは絶対に父さまが秘宝香を作り上げていたって証明してみせるわ」

「そうできたらお父様の名めい誉よも回復できるから嬉うれしいけど、でもそんな事が本当にできるの？」

　心配そうな顔つきの蓮歌に大きく頷うなずいた。

「ええ。父さまの顔も満足に覚えていないけど、わたしには記憶以外に頼たよりになるものがあるわ。わたしの〝絶対嗅きゆう覚かく〟は父さまが秘宝香作りの時に使っていた香料を覚えているはず。鼻が覚えている通りに調合して秘宝香を作り上げたら、父さまは正しかったって証明になるわ」

　それは父が亡くなった時からずっと考えていた事だ。その為に毎日香の勉強に励はげんでいる。

　蓮歌が心配そうな顔のまま、首を傾かしげた。

「でも秘宝香に使うような香料は特別なものばかりで、香道省にいないと手に入らないってお父様から聞いたわ。香道省に入るには香士にならないといけないけど、凜莉は女の子でしょう。女の子は香士にはなれないわ」

　それは父の名誉を回復させたい自分にとって、たちはだかる大きな壁かべだった。

　口元に手を当てて考え込む。

「香道省で働く為には、まず国試を受けて香士の資格を取らないといけないのよね。だけど、国試は男性しか受けられない。その上、宮廷で働く為には科挙に受かって官人にならないといけないけど、それもまた男性しか受けられない」

　努力で解決できるならどんな事でもするつもりだ。しかし女だから香士になれず、宮廷にも勤められないと言われては、どうする事もできなかった。

「香士として宮廷の香道省に入らないと、秘宝香を作るのに必要な材料も道具も手に入らない。いまのままだと父さまが正しかったって証明するのは不可能に近いわ。だけど、わたしは諦あきらめない。きっと何か方法はあるはずよ。絶対に秘宝香を作ってみせるわ」

　決意は固かった。蓮歌が、ようやく微笑ほほえむ。

「凜莉の意志の強さはお父様譲りだものね。あなたの事を信じているわ。凜莉の嗅覚は特別だってお父様もよく言われていたもの。でも、あまり危ない事はしないでね」

「わかってるわ。あっ、もうそろそろ行かなくちゃ。母さま、ゆっくりしててね」

　約束していた時間が迫せまっている事に気付いて、慌あわてて荷物を取りに自室に向かった。
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　真光の医療所は今日も人でいっぱいだ。凜莉が裏口の戸を叩たたくと、すぐに中から開いた。

「ああ、凜莉。やっと来たか。待ってたんだ！」

　白い衣服の中年男性は、この医療所の長おさの澄ちよう明めいだ。

「遅おそくなってごめんなさい。香を持ってきました」

　布ぬの袋ぶくろを開けていくつもの白い包みを見せると、澄明はさっと確認してから受け取った。

「いつもありがとう。凜莉が調合する香は、患かん者じやさん達に大好評だよ。女性の香士も認められれば、凜莉は立派な香士になれるだろうにね」

　声には心の底から残念そうな響きがあった。

「でもわたしが香士になったら、こんなに安い値段で医術に使う香は手に入りませんよ」

　医療所には医師とともに香士がいるのが普ふ通つうだが、澄明の医療所には香士を雇やとうだけの余よ裕ゆうはなかった。本来なら、香士の資格がない自分が作った香を買うのは咎とがめられる行こう為いだ。

　しかし正式な香士が調合する香は自分が調合する香の倍の値段がする。

　だから効き目はばっちりだという事を確認して、澄明は内緒で買ってくれていた。

「それを言われると痛いな。ここは貧民街の医療所で薬だってまともに買えないんだから」

「先生！　患者さんがお待ちですよ！」

　戸の中から声がして、澄明が慌てて頷いた。そして声を潜ひそめる。

「今日も小こ遣づかい稼かせぎしていかないか？　忙いそがしくて忙しくて私一人では手が回らないんだよ」

「小遣い稼ぎって〝あれ〟ですか？　でもあれっていろいろまずいと思うんですよね……」

　ひそひそ話しながら渋しぶい顔をすると、澄明が拝むように両手を顔の前であわせた。

「そんな事を言わないで。実は今日は大切なお客様がいらっしゃるんだ。だからそれまでに診察を終えたいんだけど、患者でごったがえしてる。手伝ってくれよ」

　小さな医療所に患者がごったがえすわけは、澄明が金がないならつけでいいと言ってくれるからだ。下町の人々は、総じて生活が苦しい。それをわかっているからこそ、澄明は診しん療りよう代を待ってくれる。しかしそのせいでまともに薬や香が買えなくて、自分のような資格なしの香士もどきから必要なものを買わなければならない事態に陥おちいっていた。

「大切なお客様っていったい誰なんですか？」

「聞いて驚おどろけ。神瑞国の皇太子、煌こう翔しよう様が医療所を視察にいらっしゃるんだ」

　澄明が自じ慢まんげに胸をそらせた。その名前を聞いて、思わず耳を疑う。

「煌翔様って皇帝のご子息の煌翔様ですか!?　そんな偉えらい方がなぜこんな下町の医療所に？」

　煌翔は皇太子として国内だけにとどまらず、国外でも評判が高いと聞いていた。

　見た事はないが、見み目め麗うるわしくて礼れい儀ぎ正ただしく、父である皇帝の補ほ佐さとして政治や外交に関かかわっているという。下町に住む自分にとっては、まさに雲の上のような存在だ。

「知り合いの知り合いの知り合いに頼たのんで、医療所に国から寄付金をもらえないか頼んだら、どういうわけか煌翔様が視察にいらっしゃる事になったんだ。今日の視察がうまくいけば、多額の寄付金を頂けるかもしれない。その金があったら、もう一人医師も雇えるし設備も増やせるし、もっと患者も受け入れられる。今日は正念場なんだ」

　ぶしょうひげの澄明は見かけは恐こわそうだが、とても患者の事を考える優やさしい医師だった。

「なるほど。じゃあ今日は気合いを入れないとですね。ではわたしにできる事はお手伝いします。先生にはいつもお世話になっているし」

「ありがとう。じゃあ、診察に来た患者にいつものやつを頼むよ」

　澄明に慌ただしく招き入れられて、裏口から医療所に足を踏ふみ入れた。
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　凜莉は、狭せまい診察室の窓を閉めた。本当は爽さわやかな風を入れたいが、そうはできない事情がある。準備が終わった頃ころ、診察室の戸が開いて患者が入ってきた。

「先生が来るまでにもう少し時間がかかるので、先にお話を聞かせてくださいね」

　白衣をまとい帳面と筆を持って、目の前に来た少年を見つめた。少年は十二、三歳で、薄うす汚よごれた着物を着ている。用意された椅い子すにおずおず座った少年を見て、鼻をくんくんさせた。

（痛みを堪こらえている香かおりがするわ。右みぎ腕うでを庇かばっているみたい。もしかしたら……）

「腕うでが痛いの？」

　少年が顔を上げて、目を瞬またたかせた。

「まだ何も言っていないのに、どうして痛いってわかるの？」

　不思議そうな顔をしている少年に向かって、曖あい昧まいに微笑んだ。

（痛みを堪えていると独特の汗あせが出るのよね。その汗の香りでわかるなんて信じないわよね）

　身体からだに起こった様々な変化によって、出る汗の香りが微び妙みように違ちがう。

　その微妙な違いを、自慢の嗅覚は嗅かぎ分ける事ができた。澄明に便利な鼻だと感心されるが、実はそうそう何でも都合良くわかるものでもない。まず相手の汗の違いがわかるには、密閉された部屋に二人でいなければならない。だからこの部屋の戸も窓も閉め切っていた。

　開放された空間でもわからない事はないが、息がかかるほど近くに相手がいないと難しかった。そして複数の人間がいる環かん境きようではよほど相手の汗の香りが強くないと、他人のものと混じり合って香りが変化するので嗅ぎ分けるのは厳しくなる。

　澄明に頼まれて、何度かこの嗅覚を使って診しん断だんの手伝いをしていた。汗の香りを嗅いで怪け我がや病気の内容を探さぐり、いますぐ治療が必要か、それとも少し待ってもらっても大だい丈じよう夫ぶか判断するのが仕事だ。医療所はいつも人で溢あふれていて、澄明が一人で全員をすぐに診みるのは不可能だ。

　だから緊きん急きゆうかそうでないかの判断をしていた。

「右腕の肘ひじより下のところが痛いの。農作業してて転んじゃって」

　少年が右腕を上げた。袖そでをめくると、肘の下辺りに青黒い痣あざができている。

　腕を軽く触さわりつつ、顔を少年に近づけた。少年の汗の香りが、更さらにわかりやすくなった。

（この汗の香りからすると、痛みはそうひどくないみたい。骨折まではしてないようね）

　これなら、急いで澄明が診しん察さつする必要はないかと思った。

「じゃあ、痛みをとる香こうを焚たくわ。それを嗅ぎながら先生を待ってて」

　部屋に備えてある香こう炉ろに、さきほど持ってきた香を入れ、火打ち石で火をつけた。

　ほどなくして、白い煙けむりが上がり始める。その煙を嗅いだ少年がそっと目を閉じた。

「……いい香りだね。何だか痛みが遠のいていっている気がするよ。────ありがとう」

　目を瞑つぶったまま微笑んだ少年に頷うなずいて、そっと部屋を出た。

　閉めた戸に背をもたせかけて、少年の言葉を思い出すと、ふわりと心が温かくなった。

「ありがとう、か」

　医療所でこの言葉を聞くたび、香の調合ができる事に感謝する。小さな時から父のような香士になりたいと思っていたが、医療所で香の効能を目まの当たりにするようになってからは〝人を癒いやす香士〟になるのが夢になった。ただ、夢を叶かなえる為ためには一つ、大きな問題がある。

「女は香士の国試を受けられないのよね……」

　国試に受かって初めて、堂々と香士と名乗れる。

　蓮歌ともその話をしていたが、やはりいまの自分では香士の資格をとるのは無理だった。

「何とかできないかしら……」

　考え込みつつ、少年の怪我の事を報告しようと、澄明のいる診察室に足を向ける。

　待合室を通ろうとすると、人だかりができている事に気付いて足を止めた。

「何かな……？　あ、もしかして！」

　背せ伸のびして人だかりの先を見つめた。そして思わず目を見開く。

「わあ！　かっこいい……！」

　思わず漏もれた言葉に、隣となりにいた女性が頷いた。

「そうよね。煌翔様って素す敵てきだわ。こんな間近で見たの初めてよ！」

　興奮した女性が、頰ほおを染めて前方に目をやっている。視線の先にいるのは、赤毛の長ちよう髪はつを背中で一つに結び、灰はい褐かつ色しよくの切れ長の瞳ひとみをした青年だ。神瑞国の民たみはみな黒い髪かみと黒い瞳をしているが、皇族だけは違う。彼らは龍りゆうの末まつ裔えいといわれ、民とは違う髪と瞳の色をしていた。

　その話通り、皇太子の姿はここにいるたくさんの人々の誰だれとも違っていた。

　髪と瞳の色もそうだが、龍の末裔と言われるのも頷けるほど迫はく力りよくと威い厳げんがあった。

　年はおそらく二十歳はたち前後だろう。整った男らしい顔立ちで、琥こ珀はく色いろの地に皇族のみが着る事を許される昇のぼり龍の刺し繡しゆうが入った直ちよく裾きよを身につけている。

　背の高い彼は柔やわらかな物腰も相まって、きらきら輝かがやいて見えた。

「……これだけたくさんの人をあなた一人で診察するのは大変でしょう」

　聞こえて来た煌翔の声も、低音の美声だった。澄明が神しん妙みような顔で頷く。

「ええ。真光の町に住む人々は、あまり裕ゆう福ふくではありません。しかし病気や怪我は誰でもするものです。医療所はどんな人間も受け入れる覚かく悟ごで続けています。ただ、やはり人件費と薬や香にかかる経費を捻ねん出しゆつできなくて」

　煌翔が気の毒そうな顔をしつつ、澄明の肩かたに手を置いた。

「わかりました。この医療所へ寄付金を納めましょう」

「本当ですか!?」

「ええ、あなたのような徳の高い医師のお手伝いができるのは嬉うれしい限りです。お一人でよく頑がん張ばっておられると感心致いたします」

　澄明の顔がぱあっと明るくなったのを見て、こちらまで嬉しくなった。

（やったわね！　先生。これで少しは経営状態もよくなるんじゃないかしら。もう一人医師が欲しいって前からずっと言ってたし。それにしても、優しそうな皇太子様だわ。言葉も丁てい寧ねいで柔らかいし。みんなから人気があるのもわかるくらい素敵な方ね。でも……）

　ふと眉まゆ根ねが寄った。

「皇太子様を見たのは初めてだけど何かひっかかるのよね。うまく言えないけど。……ん？」

　なぜか煌翔を見ると、もやもやした。考え込んでいると、ふと右手から嫌いやな香りがする。鼻をつんとつく香りは、人が何かの発ほつ作さを起こす際に一気に汗をかいた時のものだと気付く。

　本当ならこんなに大勢の人がいたら、汗の香りが混ざり合ってよくわからなくなるはずだ。

　それでも気付いたという事は、近くにいる人物がそうとうひどい発作を起こしたのだ。右手を見ると、さきほど煌翔を見て頰を染めていた女性が、赤黒い顔色になって目を剝むいていた。

「ううっ……！」

　女性が喉のどを搔かきむしるようにして、ばったりと倒たおれ込む。

「大丈夫!?　しっかり！」

　慌あわててしゃがみ込んで女性を仰あお向むきにさせた。女性は気を失っているようだ。顔色がだんだんと黒ずんでいっている。彼女の首筋に鼻を近づけた。放たれる香りには覚えがあった。

「どうした!?　凜莉」

　やってきた澄明が同じく隣でしゃがみ込む。

「先生、この人胸の病気でしょう。呼吸がしにくくて苦しんでいる時の香りがする」

「そうだ。肺が悪いんだ。呼吸ができていないのか!?」

　澄明が口元に手を当てた。そして唸うなるように声を上げる。

「急いで息をさせないと！」

　澄明が女性の鼻を押さえて、口うつしで息を吹ふき込んだ。

「わたしいいものを持っているわ。香炉をちょうだい！」

　手元に持っていた布ぬの袋ぶくろから、気道の通りをよくする香の入った包みを取り出した。

　医い療りよう所の手伝いの女性が、心得ているのかすぐに香炉を差し出す。

　それに包みの中にあった練ねり香を入れて火打ち石で火をつけると、白い煙が上がり始めた。

　香炉を女性の傍かたわらに置くと、すっきりとした刺し激げきのある香りが漂ただよった。何度も直接息を吹き込む動作を繰くり返す澄明の隣で、香炉から上がる煙が女性へいくよう持っていた帳面で扇あおぐ。

　するとしばらくして、少しずつ女性の顔色が生気を取り戻もどし始めた。

「……よし、自力で呼吸ができるようになってきた。これなら大丈夫だ。おい、彼女を運ぶぞ」

　澄明が呼ぶと、白衣をきた手伝いの男が数人やってきた。

　全員で女性をそっと抱かかえ上げて、隣の診察室へと運ぶ。

「凜莉、助かったよ。最後は完全に呼吸が止まっていたから、私の処置だけでは駄だ目めだったかもしれない。彼女が息を吹き返したのは、お前の香のおかげだ、ありがとう」

「いいえ。先生の処置が早かったんです。香はあくまで診しん療りようの補助ですから」

　澄明と話していると、ふいに背後から声がした。

「凜莉？　凜莉なのか？」

　振ふり返ると、見知った顔があった。年の頃ころは、二十代後半。肩までのまっすぐな黒い髪。細身だが背は高く、眼鏡をした黒い瞳は優やさしげに細められている。彼の名は清せい木もく蓮れん。香道省の香士達が着る紫むらさきの交くみ領えり襦じゆ裙くんを着た木蓮は整った顔立ちだが、わずかに垂れた目が優しい印象を与あたえる青年だった。

「あっ、お久しぶりです。木蓮！」

　思わず微笑ほほえんだ。しかし辺りを見回して首を竦すくめる。木蓮の後ろには皇太子の煌翔がいて、護衛らしき屈くつ強きような兵士や立派な着物を着た官人もいる。だが木蓮は気にした様子もなかった。

「久しぶりだね。凜莉。最近忙いそがしくて会いに行けなかったけど、元気だったかい？」

「ええ。……あの、わたしに話しかけたりして大だい丈じよう夫ぶですか？　お仕事で来てるんでしょう。木蓮は香道省の長おさなんだから」

　宮きゆう廷ていには香士達を集めた部署がある。それが香道省だ。木蓮はその香士達を統とう括かつする長で、この国一番の香士と言っても過言ではなかった。身分が高い貴族でもある彼は、本当なら口を利きくのも恐おそれ多い存在だ。しかし彼とは昔から親しくしている間あいだ柄がらだった。

（木蓮は五年前、真光にいたわたし達を訪ねてきたのよね。父さまには世話になったって言って、そのあとも何度も様子を見に来てくれて。わたしに香の調合の手ほどきをしてくれた師し匠しようでもあるし）

　見上げると、木蓮が柔にゆう和わな表情で微笑んだ。彼は身分など気にしないひょうひょうとした男だった。初めて会った時に身分の高い彼を前にして緊きん張ちようして話していたら、自分の事は呼び捨てでいいよと言ってくれた。それでも最初は遠えん慮りよして木蓮様と呼んでいたが、いつしか木蓮さんになり、いまでは呼び捨てに抵てい抗こうもなくなってまるで家族のような存在になっていた。

「大丈夫だよ。私は急病で来られなくなった薬道省の薬くす師しの代わりに来ているだけだし。それよりいまのは凜莉の特技を使ったんだろう？　何の病気かまで嗅かぎ分けるなんてさすがだ」

　片目を瞑った木蓮は、まるでいつも家に来てたわいない話をしている時と同じ口調だ。

　さすがに皇太子が近くにいるのにまずいのではと焦あせった。

「木蓮、彼女は？」

　一人であたふたしていると、皇太子の煌翔に声をかけられた。

　木蓮が振り向いて跪ひざまずき礼をしたのを見て、慌ててそれに倣ならう。煌翔が目の前まで近寄った。

（うわっ！　どうしよう。皇太子様がこんな近くに……！）

　緊張でがちがちに身体からだを硬かたくしていると、木蓮が一度頭を下げた。

「彼女は凜莉と申します。私の知り合いでして」

　整った顔立ちの煌翔にじっと見つめられて、内心では恥はずかしいやら恐れ多いやらで大混乱だった。国を守る為ためには炎ほのおのように熱く情熱を燃やし、政治の事になると氷のように冷静な判断をするという噂うわさの皇太子は、民の人気も絶大だ。特に女性からはそうとうな支持を受けていて、それは彼の男らしい顔立ちのせいもあるだろうと容易に想像できた。いままで会った男性の中で、間ま違ちがいなく頂点に立つほどの整った顔立ちに、思わず見み惚とれてしまった。

「凜莉というのか。さきほどは見事だったな。瞬しゆん時じに症しよう状じようを見み抜ぬいて、処置する医師の補ほ佐さとして、症状にあった的確な香こうを焚たいた。……それにしても肺の病気の発作で倒れたとどうしてわかったんだ？　知っていたのか？」

　柔らかい口調と表情の煌翔が首を傾かしげた。

[image: ]

「いえ、あの、はい……」

　病気の〝香かおり〟がしたんですと言っても信じてもらえないだろうと、曖あい昧まいに微笑んで頷うなずく。

「そうか。それにしても香を焚く技術も素す早ばやくて見事だった。腕うで前まえに感服したぞ」

　どうやら手放しで褒ほめられているようだった。

　嬉しくなって、両手を組んで頭を下げるという最上級の礼を尽つくした。

「皇太子様からお褒めの言葉を賜たまわるなんて、身に余る光栄です」

「ほう。ずいぶん礼れい儀ぎがなっているな。庶しよ民みんとは思えない」

　木蓮がこちらに目をやった。

「彼女はもともと貴族の生まれなのです。女性ですが香の調合も上手で、もし女性も国試を受けられるなら、いい香士になれるのにもったいないと思っているのです」

「なるほど。確かに素晴らしい腕前だった。女性が香士となるのはさすがに無理だが、これからも精しよう進じんするといい」

　皇太子の言葉に深々と礼をする。彼が背を向けたのを見て、心の中で言われた事を反はん芻すうした。

（女性が香士となるのはさすがに無理か────。やっぱりどれだけ努力しても女性は正式な香士にはなれないのかな）

　いつか女性も香士になれると信じて頑がん張ばっているが、こんな時はくじけそうになった。

「凜莉、用があるから、あとから家に行くよ。いい？」

　唇くちびるを嚙かみしめていると、木蓮がそっと耳元で囁ささやいた。はっとして、慌てて頷く。

「ええ。医療所の手伝いが終わったらもう帰るから、夕方は家にいると思う」

「わかった。じゃあ、あとでね」

　木蓮が軽く手を振って、煌翔のあとに続いた。彼のように、みんなに認められる香士になって香道省に入り、秘宝香の研究をしたい。その夢は、自分が女性というだけで叶かなえられない。

　それが悔くやしくて悔しくて、たまらなかった。
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　家に帰り着いたら、母は眠ねむっていた。凜莉は起こさないようにそっと部屋の片付けをする。

　ようやく綺き麗れいになったとほっとしていると、入り口の戸から声がした。

「凜莉、木蓮だけど、いいかな？」

　返事して戸を開けると、下町には不似合いな高級な着物を着た木蓮が立っていた。部屋に招き入れ、机の前にある椅い子すに座るよう手で促うながす。木蓮がそこに腰こし掛かけつつ、辺りを見回した。

「あれ、蓮歌様は？」

「いま眠ってるんです。昨夜ゆうべあんまり眠れてなかったみたいだから」

「そう。では小さな声で話そうかな。起こすと悪いから」

　木蓮らしい気き遣づかいに感謝した。お茶を淹いれて持って行くと、木蓮が破顔した。

「いい香りだね」

「でしょう。茶屋で一つ一つ香りを確かめて買ったんです。安くてもいいお茶はあるんですよ」

　香道省の長である木蓮も香りにはうるさい。その彼に褒められるのは、何より嬉うれしかった。

　椅子に座って木蓮と向き合いながら、お茶を口に含ふくんだ。

「ところで、用って何ですか？」

　首を傾げると、木蓮がふいに真顔になって眼鏡を押し上げた。

「実は……ここだけの話にしてほしいんだけど、香道省の長をクビになったんだ……」

　悲しげな顔をしている木蓮に、目を見開いた。

「ええ!?　本当ですか？　いったいどうしてそんな事に？」

「陛下の食事があんまりおいしそうで、ついつまみ食いしちゃって……」

「何でそんな事をするんですか!?……って、あれ？　いい大人がそんな事をするっておかしいですよね。それって本当ですか？」

「いや、噓うそだよ」

　にっこり笑われて、がっくり肩かたを落とす。木蓮の性格を思い出して、怒いかりがこみ上げた。

「何でいつもそういうくだらない噓をつくんですか！」

「毎回、本気で騙だまされてくれる凜莉の素直さが可愛かわいくて、つい」

　にこにこ顔の木蓮は、優やさしくていい人だが、時折とてもくだらない噓をつく。そのたびに騙されて心配して振ふり回される自分の、素直といえば聞こえのいい単純さが恨うらめしかった。

「もう！　からかいにきたのなら、忙いそがしいんですから帰ってください！」

「そう怒おこらないで。本当に用事はあるんだよ。実は……」

　木蓮の顔が急に真しん剣けんみを帯びた。そしてやや声を潜ひそめる。

「蘭らん天てん木ぼくが手に入ったんだ」

「ええーっ！」

　部屋に響ひびき渡わたるほどの大声を上げてしまい、木蓮が慌あわてたように口元に人差し指を当てた。

「しーっ。静かにして。これは香道省以外に漏もらすとまずい話なんだから」

　慌てて口元を押さえて、速くなった心臓の動きを抑おさえようと一度深呼吸した。

「蘭天木って、あの蘭天木でしょ？　本当なんですか？　まさかまた噓なんじゃ……」

「これは本当だよ。秘宝香の主原料のあの、蘭天木が手に入ったんだ」

　その名前を聞くだけで、身が引き締しまる思いがした。背筋を伸のばして、膝ひざに手を置く。

「秘宝香……それがあれば、どんな強大な敵をも撃げき退たいできるという幻まぼろしの香。だけど、いまだそれを作り上げた香士はいない事から、本当は実在しないのではといわれている……」

　それはくしくも今朝、母の蓮歌とも話していた内容と同じだった。

「そう。秘宝香は数百年もの間、たくさんの香士が作ろうとして失敗してきた香だ。強大な力を持つと言われる効能を手にしたい宮きゆう廷ていも、香士達に協力してきた」

　宮廷にある香こう道どう省は、いろんな効能を持つ香を研究し調合するのが仕事だ。

　だが香道省が作られた一番の目的は、秘宝香を作る為だと、以前父に聞いた事があった。

　その香道省をもってしても、何百年もの間秘宝香を完成させられなかった。

　原因は、主材料の蘭天木が滅めつ多たに手に入らないせいだ。

「蘭天木は確か二十年に一度しか花が咲さかないって聞きましたけど」

　興奮を抑えられなくて詰つめ寄ると、木蓮が頷いた。

「そう。花が咲いた直後の枝しか香木にはならないんだ。しかも蘭天木は都から離はなれた山奥にしか育たないし、数もかなり少ない。だから香木はほとんど手に入らなかった。今年は二十年に一度の花がようやく咲いたらしくて、そこそこの量の香木が手に入ったようだ」

「すごい！　それがあれば秘宝香の研究が進むんじゃないですか？」

「ああ。だけど、それでもそこそこの量だ。大量にあるわけじゃない。使い切ったら、また二十年待たないと香木は手に入らないんだ。それで、いまいろいろ宮廷でもめていてね」

　木蓮が困った顔で目を瞑つぶった。

「何でもめているんですか？」

「香木の量が限られているから、それを使って調合に挑ちよう戦せんする香士を優ゆう秀しゆうな者だけに限定したいらしいんだ。香道省の香士だけでなく、一いつ般ぱんの香士達にも呼びかけて優秀な者を集め、皇こう帝ていの御ご前ぜんで調香会を開いて成果を披ひ露ろうさせるようなんだ」

「調香会？」

　香士の資格を得た者は、ほぼ全員が香道省に入りたいと願っていると言ってもいい。

　香道省に入れば、宮廷でしか手に入らない珍めずらしい香料や高価な道具を使えるからだ。

　しかし宮廷はいままで、科挙に受かった香士しか香道省に入るのを許していなかった。

　それなのに今回は一般の香士も迎むかえるという。それはかなり特別な事だった。

「ようするに、調香会までに秘宝香を完成させろと迫せまられているんだよ。一般の香士の手を借りてでもね。実は香道省は軍から睨にらまれていてね。実力主義の彼らからすると、香なんてわけのわからないものを使う香士なんて軟なん弱じやくな奴やつは宮廷から出て行け！　って感じなんだ」

　木蓮が大きなため息をついて、頰ほお杖づえをついた。

「もし陛下も参加される調香会までに秘宝香を作れなかったら、きっと軍はこれ幸いに香道省を潰つぶしにかかろうとするだろう。だけど、数百年も謎なぞだった秘宝香がそう簡単に作れるとは思えないんだ。もちろん努力はするけどさ」

　肩を落としている木蓮に、思わず顔を近づけた。

「いくら軍がそんな横暴な事を言ったって、陛下がお許しになるはずありません。陛下はとても香がお好きで、香道省の運営にも力を入れていると昔父から聞いた事があります」

「それはそうなんだけど、今回ばかりは風向きが悪いんだ。実は皇太子の煌翔様が、一年後に皇帝になられる事が決まってね」

　昼間に見た皇太子を思い出す。優しげで麗うるわしくて完かん璧ぺきな皇太子だった。

「普ふ通つうは皇帝が亡なくなられてから、皇太子が皇位を継つがれるのではないんですか？」

「そうなんだけど、ここだけの話、あまり陛下の体調がよくないようなんだ。いまでも皇帝としての実務は煌翔様が引き受けておられるくらいだ。陛下は一年後に退位して、煌翔様を新たな皇帝に据すえるおつもりのようだ」

　皇帝が体調が悪いなんて、噂うわさでも聞いた事はなくて驚おどろいた。木蓮が眼鏡を押し上げる。

「それで、煌翔様が皇位を継がれる時までには、どんな敵をも撃退できる強大な力を持つ秘宝香を完成させて国力を上げたいというのが陛下のお考えのようだ。だけど調香会まではあと一月ほどだ。時間的にも厳しいし、完成させる自信はないんだよね」

　それは香道省の長おさである木蓮の本音のようだ。木蓮がため息をついた。

「でも秘宝香を完成させないと、香道省が潰されてしまうかもしれない。私は君のお父さん……西さい堂どう様から香道省を預かったんだ。西堂様は素す晴ばらしい香士だった。私もいろいろ勉強させてもらった。西堂様から受け継いだ香道省を私の代で潰すわけにはいかないよ」

　父の名は央おう西堂という。下町に移り住んでからは蓮れん凜莉と名乗っているが、自分の本当の名前は央凜莉だった。父の調合している後ろ姿を思い出し、いつもの頭痛を堪こらえつつもある思いが心に生まれた。どうにも自分の中に収めておけなくて口を開く。

「わたしも……わたしも秘宝香の調合に挑戦させてください」

　真しん摯しな目と言葉を木蓮に向けた。木蓮は驚いた顔もしていなかった。

「そう言うと思っていたよ。秘宝香は西堂様が一生をかけて調べていたものだからね」

　木蓮はそこで言葉を句切って、じっと見つめてきた。

「だけど、秘宝香作りに挑戦できるのは香士だけなんだ。西堂様の調合を見ていた凜莉なら、何か手がかりをもっているかもしれない。だから手伝ってほしいのは山々だけど、国試を受けていない凜莉を宮廷に呼ぶ事はできないんだ」

　ぐっと唇くちびるを嚙かんだ。国試を受けていないのではない。女性だからと受けられなかったのだ。

「でもわたしの鼻は、父さまが調合をしていた時に使っていたものの香かおりを覚えています。普通なら手に入らないような貴重な香料ばかりだろうから、いままで何もできなかった。だけど蘭天木が手に入ったいまなら、きっとわたしは役に立ちます」

　胸に手を当てて、木蓮に詰め寄った。

「父さまは秘宝香を完成させていました。それをわたしは証明したいんです！」

　父が亡くなってからずっと抱かかえてきた思いを訴うつたえると、木蓮が腕うで組ぐみして考え込んだ。

「確かに凜莉の嗅きゆう覚かくなら調合に必要なものを嗅かぎ分けられるだろうけど、分量まではわからないだろう？　わずかな分量の違ちがいでまったく違う香りと効能になってしまうのが香だ。いくら鼻が覚えていても、何をどれだけ混ぜ合わせるのかがわからないと同じものは作れない」

「確かにそうですけど、でも材料と時間さえあれば、必ず分量も調べてみせます。お願いです！　わたしに秘宝香を作らせてください！」

　蘭天木なんて、宮廷ですら入手するのに苦労するぐらいだ。

　庶しよ民みんとして暮らしていたら、見る事すらかなわない。この機会を逃のがしたくなかった。

「凜莉の気持ちはわかるけど、女性を香士として宮廷に迎え入れるわけには…………あっ！」

　木蓮が上げた声に目を見開いた。

「どうしたんですか!?」

「いや、うーんと。女性でも香士として宮廷に入れる方法があるかもなんて思いついて……」

　木蓮にしては珍しく歯切れが悪かったが、暗くら闇やみの中で唯ゆい一いつの光を見付けた気がした。

「それっていったいどんな方法ですか!?」

　木蓮は渋しぶい顔のまま眉まゆ根ねを寄せていた。

「ちょっとお勧すすめはできないな。凜莉には難しいだろうし、何より……」

「難しいかどうかは聞いてから自分で決めます。教えてください！」

　母は自分の前では平気な顔をしているが、夫を亡くした悲しみをまだ引きずっているらしく、夜も満足に眠ねむれなかったり体調を崩くずす事が多い。

　夜中にふと目が覚めると、母が声を殺して泣いているのに気付く事もある。

（秘宝香の調合を完成させたいのはもちろんだけど、父さまが秘宝香を作り上げていたって証明したい。父さまの名めい誉よが回復されれば、少しは母さまの心も穏おだやかになるはずだわ）

　幸い自分には、絶対嗅覚という才能と、調合の腕うでがある。

「お願いです。木蓮。わたしに秘宝香を完成させる機会をください！」

　強い意志を込めて訴えると、木蓮が唸うなって天を仰あおいだ。

「すごく正直に言うと、秘宝香を作れるとしたら凜莉が一番近い位置にいると思うんだ。蘭天木は二十年に一度しか手に入らないから、秘宝香作りに挑戦できるのはいまだけ。香道省をあげての大事業になる。もしこれで作れないなんて事になったら本当に香道省の存続は危あやうい」

「だったら、わたしに手伝わせてください。香道省だって、父が勤めていた思い出深いところです。潰されるなんて納なつ得とくいきません。女でも香士になれる方法があるんですか？」

「いや、それが香士になれるわけではなくて……ちょっと特とく殊しゆというか」

「特殊って？」

　木蓮がようやく顔を上げ、思い切ったように口を開いた。

「宮きゆう廷ていには、基本は男しか仕えられない。だから仕える官人は男ばかりだ。しかし女性ばかりが集まっている場所が一つだけある。どこだかわかるかい？」

　問いかけられて、思わず考え込んだ。

「女性ばかりの場所？　厨ちゆう房ぼうとかですか？」

「厨房には男性だっているよ。そうじゃなくて、その建物には女性だけで、出入りできるのは決まった男性だけ。それ以外の男性がこっそり入ろうものなら、首を切って落とされる。そんな危険で、だけどこの国で一番豪ごう華か絢けん爛らんな場所だ」

　考えたあげく、ふとある事を思いついた。

「もしかして、後宮ですか？　皇帝陛下の后こう妃ひ様とか側室とかが住んでいらっしゃるという」

　木蓮が神しん妙みような顔で頷うなずいた。

「その通り。実は皇太子が皇位につく際は、必ず妻を娶めとっている事という決まりがあるんだ。煌翔様は一年後に皇位を継がれるけど、まだ独身でいらっしゃる。だからそうそうに身を固めてもらおうと煌翔様の後宮が作られる事になったんだ」

　後宮と聞いて思い浮うかぶのは、着き飾かざった女性達が優ゆう雅がに暮らしているのだろうという事ぐらいだ。下町で暮らす自分には遠い世界過ぎて、それ以上の事は想像もできなかった。

「それで后妃候補の姫ひめ達が続々と集まっているんだけど、まず后妃候補として認められるには、大きく分けて二つの条件がある。一つは身分だ。宮廷でも高位についている方の娘むすめや妹などが后妃候補として認められる。そしてもう一つの条件は」

　木蓮が人差し指を立てて、じっとこちらを見つめた。

「秀ひいでた才能を持っている事。たとえば香こう士しになれるほどの知識と技術を持っているとかね」

　そこまで聞いてはっとした。

「じゃあ、わたしも后妃候補になれるって事ですか？」

「ああ。ただし、貴族である事が大前提だ。君はもとは貴族だけどいまは下町暮らし。本当なら後宮には入れないけど、私が身元引受人になれば、何とかなるかもしれない」

　言葉を句切った木蓮が、そっと肩かたに手を置いた。

「何より凜莉は才能がある。さっき医い療りよう所で女性を助けた時の事を煌翔様がとても褒ほめていただろう。あのあとも、側近達の間で君の手て際ぎわがよかったと話題に出ていた。その実績もあるから、もしかしたら後宮入りできるかも」

　突とつ然ぜんの話に目を白黒させた。

「後宮入りしたら、調香会に出られるんですか？」

「そう簡単にはいかないよ。陛下や煌翔様に直接お目にかかり、調香会に出たいと直じか談判する必要がある。かなり難しいけど、何もしないで下町で手をこまねいているよりは、後宮に入って機会を窺うかがう方が調香会に出られる可能性は高いかもしれない」

　その言葉を聞いて、ふと不安が心によぎった。

「それって、とても危険な事ですよね。調香会に参加したいが為ために後宮に入るなんて。もしうまく説得できなくて皇こう帝ていや皇太子の怒いかりを買えば処しよ刑けいされてもおかしくないのでは……？」

　おそるおそる問いかけると、木蓮が真しん剣けんな顔で頷いた。

「ああ、しかもそれだけ危険をおかして後宮に入っても、身分の高い方達に会えるとは限らない。でも香士でもない凜莉が秘宝香作りに参加しようと思うなら、それぐらい覚かく悟ごしないと」

　厳しい言葉だったが、本当の事でもあった。木蓮が腕組みする。

「宮廷の外へ蘭天木を持ち出すのは禁止されているから、ここには持ってこられない。調合するのに特別な道具もいるから、宮廷以外の場所での調合は不可能だ。秘宝香の調合に挑ちよう戦せんしたいのであれば、凜莉が宮廷に来るしかない」

　確かにそれしか方法はないように思えた。後宮なんて見た事もない世界に足を踏ふみ入れるのは、本音を言うと怖こわかった。だけど、その恐きよう怖ふを押し殺してでも叶かなえたい夢がある。

「父の名誉を回復する為にできる限りの事をしたいんです。後宮に入る事で秘宝香作りに挑戦できる可能性があるなら……わたしは行きます」

　思いの丈たけを口にすると、木蓮がまたしても渋い顔をした。

「でもいまさらだけど、後宮は怖いところだよ。后妃候補の姫達がにこにこ笑いながら、びしばし火花を散らして睨にらみ合ってる。その争いに凜莉が巻き込まれたらと思うと心配だよ」

「わたしも恐こわいです。震ふるえるほど。だけど、恐いからといって立ち止まっていたら、前には進めないと思います。秘宝香を完成させる為なら、わたしはどんな事でもします」

　決意を言葉にすると、木蓮がようやく表情を緩ゆるめて、頷いた。

「わかった。では私にできる精いっぱいの補ほ佐さをするよ。秘宝香を作り上げる為に頑がん張ばろう！」

　夢への第一歩を踏み出す為、さっそく木蓮と二人で今後の作戦を練る事にした。







　この続きは現在配信中の『後宮香妃物語　龍の皇太子とめぐる恋』にてお楽しみください
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